


写真 1　5-30 前田Ａ遺跡 土層堆積状況

写真 2　5-31 久保山Ａ遺跡 地割れ痕跡

口絵 1



写真 3　5-62 宮ノ腰遺跡 完掘状況（西から）

口絵 2



写真 6　実測遺物（縄文時代）

写真 5　5-62 宮ノ腰遺跡 1 号竪穴状遺構土層堆積状況（南西から）

口絵 3



写真 8　5-15 小井戸遺跡 出土遺物（耐火レンガ） 

写真 7　近代以降出土遺物（5-4・47・64・72）

口絵 4



現在、茅ヶ崎市内においては 216 箇所の「周知の埋蔵文化財包蔵地」が

確認されています。

これらの遺跡は市内のほぼ全域に所在しており、旧石器時代から縄文時代、

弥生時代、古墳時代、奈良時代、平安時代、中世、近世、近現代までにいた

る茅ヶ崎の様子を伝えております。しかしながら、土地に密着している遺跡

は、現代に生きる私たちの生活にともなう活動の中で時として掘削を受ける

ことが多く、事前の取り扱い調整が必要になってきます。このため、 茅ヶ

崎市教育委員会ではこうした事態が生じた場合には、事前に取り扱い協議に

必要な資料作成を目的とした試掘・確認調査を実施しております。

本書は、令和 5（2023）年度に実施された調査の報告で、合計 74 地点

における内容を報告しております。このうち、調査結果に基づいて協議がな

され、やむなく遺跡に抵触してしまう事業内容については、工事着手前に記

録保存を目的とした発掘調査を実施しております。本書で報告しております

内容は一つ一つの規模は小さい調査でありますが、開発に際して円滑な指導

が進められる資料として有効であります。また、これらの成果を積み重ねる

ことにより、本市における遺跡状況をより明らかにしていくことができると

思われます。

最後に、試掘・確認調査に際して御協力をいただきました関係者の方々に

感謝するとともに、本書が行政だけでなく、市民をはじめとする多くの方々

に利用され、埋蔵文化財への理解が深められることを祈念いたしまして巻頭

のご挨拶とさせていただきます。

令和 7 年３月

茅ヶ崎市教育委員会

教育長　　竹内　清
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１．本書は茅ヶ崎市内において令和 5 年度に実施された埋蔵文化財試掘・確認調査の報告である。

２．調査は原則として、土木工事等に伴う土地の埋蔵文化財の状況把握を目的としたものである。

３．調査は原則として、表土ならびに重機掘削が可能な部分まで機械掘削とし、それ以下では人力掘削と

　　した。また、記録は遺構平面分布図、土層断面図、調査区配置図の作成及び写真撮影によった。

４．調査に関わる費用は、原則として国、県、市によるが、一部事業者の負担によるものがある。

５．調査は茅ヶ崎市教育委員会が主体となって、社会教育課文化財保護担当の加藤大二郎、三戸智也、田

	 中万智、金馬義郎、齋藤愛が担当し、社会教育課文化財保護担当の風間智裕、文化財調査員の宮下秀

	 之、文化財保護専門員の片山翔太、髙橋桃子がこれを補佐した。

６．調査における支援業務作業は、株式会社カナコーに委託した。

７．報告書作成作業は、令和 6 年度に実施した。

８．本書の執筆は加藤、三戸、田中、金馬、齋藤が作成し、作図は三戸、田中、金馬、齋藤、風間、髙橋

	 が行った。 

９．本書の編集は髙橋が行った。 

10．遺物実測図の作成及びトレースは大屋信子、実測遺物写真の撮影は藤井秀男、澤村奈穂子が行った。

11．整理作業にかかわる参加者は以下の通りである。（敬称略・50 音順）

　　　及川利加子、大竹惠子、大屋、澤村、清水三恵、髙橋、田畑泰代、山下恒子

12．現地調査にあたっては、関係者の御協力を得た。また、本書作成にあたっては、大村浩司、澤村、三戸、

	 藤井の協力を得た。 

13．本書で報告した調査にかかわる出土品及び記録図面・写真などは、茅ヶ崎市教育委員会が保管して		

	 いる。
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１．本書に掲載している挿図の縮尺は以下の通りである。

	 調査地点位置図：1/200,000、1/10,000、1/2,500

	 調査区配置図：1/100、1/200、1/300、1/400、1/500、1/600

	 遺構平面分布図及び土層断面図：1/40

	 遺物実測図：1/2、1/3

２．第Ⅰ章　令和 5 年度調査地点（1/50,000）及び第Ⅱ章　各項の調査地点位置図（1/200,000）の

	 行政区画地図は『地図集　大地が語る歴史　茅ヶ崎市史　現代７』（茅ヶ崎市・1994）に掲載されて	

	 いる大正時代～現代の行政区画主題図から統合地区をもとに作成した。統合地区の詳細は下記のとお	

	 りである。

３．標高は調査地付近のマンホールなどを基準として計測した。したがって、一部を除き絶対標高は示し	

	 ていない。また、方位については原則的に真北を示しており、国家座標などは用いていない。

４．試掘坑（テストピット）は 2.0 ｍ× 2.0 ｍを基本とするが、調査地及び事業内容における制約から一	

	 部不整なものもある。

５．土層及び遺構名については、報告ごとの名称を用い全体では統一していない。

６．土層の説明記述については、各項により調査区ごとに単独表記している事例と複数の調査区を統一し	

	 て説明している事例とがある。

７．第Ⅱ章の図表・写真番号は、各項ごとに付した。

８．挿図中の網掛けは各挿図に示した。

９．各調査地点の所在地について、目次、第Ⅱ章各項においては編集の都合上一部省略して表記している。

	 届出に基づく所在地の表記は、巻末抄録において記載している。
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本書掲載番号 届出番号 本書掲載番号 届出番号

5-1 ← 8 5-38 ← 54
5-2 ← 9 5-39 ← 46
5-3 ← 17 5-40 ← 52
5-4 ← 1 5-41 ← 53
5-5 ← 4 5-42 ← 65
5-6 ← 6 5-43 ← 56
5-7 ← 5 5-44 ← 58
5-8 ← 20 5-45 ← 62
5-9 ← 13 5-46 ← 55
5-10 ← 10 5-47 ← 64
5-11 ← 23 5-48 ← 33
5-12 ← 15 5-49 ← 66
5-13 ← 3 5-50 ← 43
5-14 ← 14 5-51 ← 75
5-15 ← 11 5-52 ← 67
5-16 ← 28-1 5-53 ← 57
5-17 ← 21 5-54 ← 69
5-18 ← 25 5-55 ← 49
5-19 ← 32 5-56 ← 59
5-20 ← 35 5-57 ← 70
5-21 ← 16 5-58 ← 61
5-22 ← 26 5-59 ← 76
5-23 ← 36 5-60 ← 80
5-24 ← 40 5-61 ← 82
5-25 ← 39 5-62 ← 72
5-26 ← 37 5-63 ← 83
5-27 ← 38 5-64 ← 85
5-28 ← 31 5-65 ← 87
5-29 ← 28-2 5-66 ← 77
5-30 ← 27 5-67 ← 89
5-31 ← 34 5-68 ← 91
5-32 ← 45 5-69 ← 92
5-33 ← 41 5-70 ← 93
5-34 ← 47 5-71 ← 94
5-35 ← 50 5-72 ← 98
5-36 ← 42 5-73 ← 95
5-37 ← 44 5-74 ← 103

　　　　調査番号対応表



5-1	 茅ヶ崎市堤字東原 1054 番 13‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9

5-2	 茅ヶ崎市浜之郷字本社 447 番 6‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

5-3	 茅ヶ崎市矢畑字鐘ヶ谷 775 番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15

5-4	 茅ヶ崎市円蔵字御屋敷 2270 番 3、2270 番 4‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19

5-5	 茅ヶ崎市若松町 6840 番 5、6837 番 7‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22

5-6	 茅ヶ崎市菱沼二丁目 1043 番 5 の一部‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26

5-7	 茅ヶ崎市松林三丁目 190 番の一部外 5筆‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31

5-8	 茅ヶ崎市堤字仲谷 3530 番 8 の一部‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35

5-9	 茅ヶ崎市小和田一丁目 716 番 6 の一部外 5筆‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39

5-10	 茅ヶ崎市萩園字辻西 2408 番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43

5-11	 茅ヶ崎市出口町 2076 番 2‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 47

5-12	 茅ヶ崎市菱沼二丁目 1430 番 10‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50

5-13	 茅ヶ崎市松林三丁目 888 番 2 外‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 53

5-14	 茅ヶ崎市松林三丁目 195 番 1 外 18 筆‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 57

5-15	 茅ヶ崎市円蔵 370 番地‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 61
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5-18	 茅ヶ崎市行谷字大島 1100 番 1 の一部‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 76

5-19	 茅ヶ崎市円蔵字御屋敷 2320 番 1、2321 番 2‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 79

5-20	 茅ヶ崎市円蔵 370 番地‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 82

5-21	 茅ヶ崎市堤字南谷 2468-12、2469-6‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 88

5-22	 茅ヶ崎市室田一丁目 88 番 1、4、5、6、7、8‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 91

5-23	 茅ヶ崎市香川二丁目 1585 番 8‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 94
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第Ⅰ章　試掘・確認調査に関する概要





茅ヶ崎市には現在 216 箇所の遺跡が確認されており、神奈川県及び茅ヶ崎市の遺跡台帳に登録されてい

る。茅ヶ崎市教育委員会では、これらの「周知の埋蔵文化財包蔵地」内において土木工事等が行われる場合、

文化財保護法第 93 条第 1 項に基づく届出「埋蔵文化財発掘の届出」を事業者から提出してもらっている。

これらの中には、埋蔵文化財の取扱いを検討する際、事前に試掘・確認調査を実施して当該地における遺跡

状況を把握しなければならない場合がある。試掘・確認調査の対象としているのは、「周知の埋蔵文化財包

蔵地」内及びその周辺において実施される開発事業、開発事業に該当しないものでも深い掘削等の計画（造成・

擁壁・地下室・土壌改良・杭構造など）を伴う事業等である。そして、調査で得られた資料によって関係者

と取り扱いの協議を行い、適正な文化財保護に努めている。これらは、民間事業の場合は開発事前手続き段

階、公共事業の場合は関係部署からの照会を受けた段階にそれぞれ必要に応じて実施している。なお、この

調査にかかる費用については、その結果が行政資料の一環となすものであるとの考えから、平成８年度から

原則として国及び県の補助を得ながら茅ヶ崎市が公費で対応している。

調査の進め方は、教育委員会へ事前に「確認調査指導依頼書」と「確認調査発掘承諾書」を計画図面と併

せて提出してもらい、計画内容による調査の必要性と現地状況を確認した後、調査の日程、方法などを調整

し行っている。調査に際しては可能であれば関係者の立ち会いを求め、調査区設定の場所及び調査状況等の

確認を一緒に行っている。調査は教育委員会専門職員の指導のもと、委託先の調査支援企業が手配した重機

と調査補助員、調査作業員によって作業を実施している。方法は、原則として２.0 ｍ×２.0 ｍの調査区を

設定するが、調査地の状況によっては不定形となる場合がある。また、調査区の設定数は個々の事業面積に

よって異なるが、地形を勘案しながらできるだけ複数の調査区を開けることにしている。掘削は重機と人力

を併用しながら行い、記録は写真記録の他、調査区位置図、遺構平面分布図、土層断面図を実測し作成する。

試掘・確認調査の目的は、調査地点での遺構・遺物の有無、粗密、内容の把握、土層堆積状況の観察などで

ある。このため、原則として遺構・遺物が確認された段階で掘削を止め、必要がある場合以外ではそれ以下

の掘削は行わない。但し、遺跡によって複合遺跡の可能性もあるため、このような場合には下層の状況把握

のために極力遺構などの存在する箇所を外し、必要最小限度の調査を実施することとしている。

調査によって得られた結果については、必要に応じて現地で関係者に説明を行うが、希望者には調査報告

書の写しを送付している。また、取扱いについては、文化財保護法に基づく「埋蔵文化財発掘の届出」に対

する市としての意見（副申）をこの調査結果を基に作成し県へ送付しており、県から取り扱いについて通知

される手続きとなっている。これらの試掘・確認調査報告については、開発事業個々での取り扱い協議資料

として利用するほか、調査地点についてのデータ（遺構・遺物の有無、深さ、時代等）をまとめ、窓口での

照会事項に対応する行政資料として蓄積し利用している。

本書では、令和 5（2023）年度に実施した試掘・確認調査 74 件を調査実施日順に掲載した。試掘・確

認調査地点は第 1 図に示した。
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第 1図　令和 5 年度調査地点図（1/50,000）
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第Ⅰ章　試堀・確認調査に関する概要

番号 所在地 遺跡名 遺跡番号 番号 所在地 遺跡名 遺跡番号

1 堤 東原 141 38 赤羽根 八図Ｃ 205

2 浜之郷 本社Ａ 154 39 小和田 宿 79

3 矢畑 鐘ヶ谷 215 40 小和田 宿 79

4 円蔵 御屋敷Ｂ 157 41 浜之郷 宮ノ腰 152

5 若松町 上東原下 100 42 行谷 臼久保Ａ 15

6 菱沼 前田Ａ 71 43 本村 居村Ａ 199

7 松林 東ノ町 195 44 松林 網久保Ａ 86

8 堤 大島仲谷 37 45 円蔵 御屋敷Ｂ 157

9 小和田 池袋Ｂ 87 46 菱沼 巳待田Ａ 74

10 萩園 辻西 177 47 円蔵 御屋敷Ｂ 157

11 出口町 出口Ａ 101 48 香川 東 24

12 菱沼 巳待田Ａ 74 49 松林 前田Ａ 71

13 松林 手城塚Ｂ 92 50 下町屋 石原Ａ 147

14 松林 手城塚Ｂ、大縄下 92、93 51 小和田 餅塚 65

15 円蔵 小井戸 185 52 浜之郷 宮ノ腰 152

16 菱沼 前田Ａ 71 53 西久保 上ノ町 148

17 芹沢 清水Ｂ 108 54 矢畑 勝沼 158

18 行谷 大島仲谷 37 55 下寺尾 北方横穴群 165

19 円蔵 御屋敷Ｂ 157 56 下寺尾 南方Ａ 39

20 円蔵 小井戸 185 57 浜竹 浜竹 201

21 堤 堤貝塚（十二天Ａ） 8 58 本村 前ノ田 200

22 室田 東ノ町 195 59 本村 前ノ田 200

23 香川 東 24 60 小和田 木ノ下Ａ 88

24 円蔵 小井戸 185 61 行谷 行谷 36

25 西久保 大屋敷Ｂ 189 62 浜之郷 宮ノ腰 152

26 西久保 大屋敷Ａ 188 63 室田 大縄下 93

27 西久保 大屋敷Ａ 188 64 浜之郷 石原Ａ 147

28 浜之郷 本社Ｂ 181 65 萩園 西ノ谷 174

29 菱沼 前田Ａ 90 66 芹沢 中之谷Ａ 186

30 松林 網久保Ｂ 71 67 円蔵 鶴ヶ町 5

31 芹沢 久保山Ａ 11 68 浜之郷 中谷 187

32 菱沼 巳待田Ａ 74 69 赤羽根 四図Ａ 61

33 菱沼 巳待田Ａ 74 70 室田 大縄下 93

34 菱沼 後田Ａ 70 71 香川 北Ｄ 169

35 矢畑 金山 182 72 香川 中通Ａ 46

36 円蔵 小井戸 185 73 西久保 広町 191

37 本村 居村Ｂ 202 74 矢畑 金山 182

表 1　調査遺跡
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 4 月 12 日（水）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 金馬義郎

４　調 査 面 積	 1.5㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 東原遺跡（No.141）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 縄文時代、歴史時代

（4）立地	 丘陵

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北東部に位置する。調査前の

現況は宅地造成後の更地であり、調査地点の標高

は約 41.1m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の浄化槽予定範囲に 1.0m × 1.5m

の調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘

削は機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状

況の観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真

記録とした。また、調査区の位置については簡易

測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、

標高については、事業地西側道路に所在する雨水

マンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。ロー	

	 ムブロック含む。解体に伴い撹乱された	

	 表土。

2 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性あり。ロー	

	 ムブロック含む。現代の造成に伴う転圧	

	 を受けた盛土。

3 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。φ 2	

	 ～ 5cm のロームブロック含む。現代の		

	 造成に伴う盛土。

4 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。φ 2	

	 ～ 3cm のロームブロック含む。現代の		

	 造成に伴う盛土。

5 層：	擁壁設置に伴う砂利層。

6 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性あり。φ 2	

５－１　茅ヶ崎市堤字東原 1054 番 13
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第 6図　遺構平面分布図（1/40）

第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）
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写真 3　完掘状況（南東から）

写真 1　調査地点近景（西から） 写真 2　調査区設定状況（南東から）

写真 4　北西壁土層堆積状況

	 ～ 3cm のロームブロック含む。現代の		

	 造成に伴う盛土。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 15cm までの解体に伴

う撹乱（1 層）以下は、宅地造成工事の際に行わ

れたと推察される盛土及び既存擁壁の撹乱が見ら

れ、調査区堀底まで現代の開発に伴う掘削の影響

を確認した。

以上のことから、当該地は既存擁壁の埋設を伴

う宅地造成の際、本来の地形が大きく改変された

状況が確認され、埋蔵文化財は確認されなかった。

5 －１　茅ヶ崎市堤字東原 1054 番 13（東原遺跡No.141）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 4 月 12 日（水）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 金馬義郎

４　調 査 面 積	 2.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称　	 本社 A 遺跡（No.154）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 縄文時代、歴史時代

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立鶴

嶺小学校から北東に約 190m の場所に位置する。

調査以前は宅地として利用されており、調査地点

の標高は約 4.6m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の浄化槽予定範囲付近に 1.0m ×

2.0m の調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。

掘削は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面

分布状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記

録は土層断面図の作成と写真記録とした。また、

調査区の位置については簡易測量を行い、事業計

画図に落とし込んだ。なお、標高については、事

業地東側道路に所在する雨水マンホール蓋を仮原

点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	褐色土。しまりあり。粘性あり。解体に	

	 伴い撹乱された表土。

2 層：	褐色土。しまり強い。粘性あり。現代の	

	 造成に伴い転圧を受けた盛土。旧表土か。

3 層：	黄灰色土。しまりあり。粘性あり。宝永

	 パミスを僅かに含む。φ 2mm の橙色ス	

	 コリアを僅かに含む。

4 層：	黄灰色土。しまりあり。粘性あり。宝永	

	 パミスを僅かに含む。φ 2mm の橙色ス	

	 コリアを含む。基本土層の 3 層に比べ		

	 黒色強い。

5 層：	黄灰色土。しまりあり。粘性あり。宝永	

５－２　茅ヶ崎市浜之郷字本社 447番 6
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第 4図　調査区配置図（1/200）

表 1　出土遺物集計表

第 5図　土層断面図（1/40）
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調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

一括 土師器 坏 1 1.2
土製品 1 6.9
陶器 4 35.0
磁器 2 112.5
礫 3 150.8

合計 11 306.4

	 パミスを僅かに含む。基本土層の 4 層		

	 に比べ、含有物少ない。

6 層：	暗黒褐色土。しまりあり。粘性あり。宝	

	 永パミスを僅かに含む。φ 10 ～ 20mm	

	 の砂礫を含む。

7 層：	暗黒褐色土。しまりあり。粘性あり。宝	

	 永パミスを僅かに含む。φ 10 ～ 20mm	

	 の砂礫を含む。基本土層の 6 層に比べ		

	 黄色味が強く、黒色土を少量含む。

（2）遺構覆土
〈1 号道状遺構〉

1 層：	黄灰色土。しまり強い。粘性あり。基本	

	 土層の 7 層に比べ含有物が少なく、や		

	 や砂質味を帯びる。

2 層：	黄灰褐色土。しまり強い。粘性あり。基	

	 本土層の 7 層に比べ含有物が少なく、		

	 やや砂質味を帯びる。

5 －２　茅ヶ崎市浜之郷字本社 447 番 6（本社Ａ遺跡No.154）
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写真 1　調査地点近景（北東から） 写真 2　調査区設定状況（北から）

写真 4　西壁土層堆積状況写真 3　完掘状況（北から）

写真 5　出土遺物

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：道状遺構か

出土遺物：土師器、土製品、陶器、磁器、礫

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 20cm まで解体工事によ

り撹乱された様相が確認され、地表下 60cm ま

ではビニール等を含む近現代の造成により構築さ

れたと考えられる土層（2 層）が確認された。そ

れ以下は宝永パミスを含み、旧耕作土と推定され

る 6・7 層が確認され、畝状の落ち込みが見られ

た。地表下 50cm からは道状遺構と推察される、

宝永パミスを含まない近世前半以前の平滑な土層

（1 号道状遺構の 1・2 層）が確認された。この

ことから、当該地は近世前半以前に鶴嶺八幡宮の

東側を東西ないし南北に走る道路が存在した可能

性がある。

以上のことから、当該地においては埋蔵文化財

が確認された。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 4 月 28 日（金）

２　調 査 目 的	 集合住宅新築工事

３　調 査 担 当	 加藤大二郎

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 鐘ヶ谷遺跡（No.215）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、茅ケ崎警察署から北

西側に約 220m の場所に位置している。調査以

前は駐車場として利用されており、調査地点の標

高は約 4.4m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の北東側に 2.0m × 2.0m の調査区

を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機械

と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布状況の

確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺構平

面分布図及び土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地東側道路南側に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗灰褐色土。駐車場整地時の砕石及び盛	

	 土。

2 層：	灰褐色土。しまりやや弱い。宝永パミス	

	 多く含む。

3 層：	にぶい灰褐色土。しまりあり。地山分を	

	 含みやや黄色みをおびる。堆積やや密。

4 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。全体	

	 に酸化し、斑に赤褐色を呈す。橙色スコ	

	 リア含む。

5 層：	灰黄褐色土。灰色み強い。褐色土斑に含	

	 む。全体に酸化する。

５－３　茅ヶ崎市矢畑字鐘ヶ谷 775番
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第 4図　調査区配置図（1/300）

10ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

建物範囲建物範囲

（2）遺構覆土
〈1 号竪穴状遺構〉

1 層：	褐灰色土。しまりやや強い。堆積やや密。

	 全体に弱く酸化する。橙色スコリアを含	

	 む。

2 層：	褐灰色土。しまりやや強い。斑に赤褐色	

	 を呈す。

〈1 号ピット〉

1 層：	暗褐色土。しまり増す。基本土層の 3		

	 層と近似する。土師器小片多く含む。

〈2 号ピット〉

1 層：	暗褐色土。基本土層の 3 層と近似する。	

	 しまりやや弱い。土粒細かい。

〈3 ～ 5 号ピット〉

1 層：	暗褐色土。基本土層の 3 層と近似する。	

	 しまりやや弱い。

〈6 号ピット〉

1 層：	暗褐色土。基本土層の 4 層と近似する。	

	 土質ややソフト。礫含む。

2 層：	暗褐色土。6 号ピットの 1 層を主体とす	

	 る。しまりやや弱まる。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：竪穴状遺構、ピット

出土遺物：土師器、須恵器、礫

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 40cm で遺構及び遺物

を確認することができた。

基本堆積土は 1 層から順番に地表～地表下約

20cm が駐車場整地時の表土、地表下約 20 ～

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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表 1　出土遺物集計表

第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

3 層 土師器 7 5.1
土師器 坏 11 33.3
土師器 甕 9 19.7

1 号竪穴状遺構 土師器 3 1.8
土師器 坏 4 43.2
土師器 甕 2 11.8
須恵器 坏 1 39.1

礫 5 77.4
合計 42 231.4
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竪…竪穴状遺構

ピ…ピット
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西
壁 東

壁
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1号竪穴状遺構
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0.
0m

1.
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0.
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40cm が 1707 年降灰の宝永火山灰、軽石を含む

近世後半以降の堆積土である 2 層、地表下 40 ～

56cm が古代～中世の堆積土と考えられる 4 層、

地表下約 56cm で当該地周辺の古代の地山層と

考えられる 5 層である。中世～近世前半の堆積

土と考えられる 3 層は、2 層と 4 層に挟まれる

形で調査区の北西部でのみ確認した。

遺構覆土はすべて近似しており、壁面観察から

4 層堆積後に構築されていると考えられる。また、

1 号竪穴状遺構からは平安時代頃の土師器、須恵

器が出土しており、遺構は古代に属する可能性が

高い。1 号竪穴状遺構は遺物の量がやや多く、残

存率が高い。このような遺構の検出状況は、矢畑

地区周辺では竪穴建物址に多くみられる傾向にあ

たるため、本遺構は竪穴建物址の可能性が高いと

考えられる。しかしながら、本調査区ではカマド

や炭化物、焼土といった竪穴建物址と断定できる

情報が得られなかったことから、最終的には竪穴

状遺構とした。1、3、4 号ピットは直線的に並

んでおり、柵列や掘立柱建物を構成する柱穴の可

能性がある。5 号ピットは、遺構の検出状況から、

1 号竪穴状遺構に伴う遺構か、或いはそれよりも

時代が遡るものと考えられる。

以上のことから、当該地において埋蔵文化財が

確認された。

5 －３　茅ヶ崎市矢畑字鐘ヶ谷 775 番（鐘ヶ谷遺跡No.215）
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写真 1　調査地点近景（南東から） 写真 2　調査区設定状況（東から）

写真 4　完掘状況（南から）写真 3　遺構確認状況（南から）

写真 5　西壁土層堆積状況 写真 6　北壁土層堆積状況

写真 8　出土遺物写真 7　東壁土層堆積状況

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 1 日（月）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 6.75㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 御屋敷Ｂ遺跡（No.157）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 弥生時代（末）～古墳時代（前・

	 後期）、奈良時代、平安時代、		

	 中世、近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部北西側、茅ケ崎警察署

西久保駐在所から南東に約 400m の場所に位置

する。調査以前は宅地として利用されており、調

査地点の標高は約 5.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の地盤改良予定範囲に1.5m×1.5m

の調査区を 3 箇所設定して調査を実施した。掘

削は人力で行った。掘削後、土層堆積状況の観察

を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地北側道路に所在する汚水マンホー

ル蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。粘性あり。コンクリートガラ	

	 を多く含む客土。

2 層：	褐色土。粘性強い。ローム土主体で、ロー

	 ム以外の混入物は極めて少ない。客土。

3 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。旧建	

	 築物に伴うと推測されるガラを多く含		

	 む。埋土。

4 層：	暗褐色土。粘性強い。明治～大正期の陶	

	 磁器を多く含む。焼土・炭化物多い。水	

	 分量多い。

５－４　茅ヶ崎市円蔵字御屋敷 2270 番 3、2270 番 4
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

第 7図　TP3 土層断面図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

埋め土 2 土製品 1 60.7
陶器 壺 1 145.1
磁器 碗 5 297.7
磁器 皿 1 122.0

ガラス製品 瓶 5 239.5
鉄製品 1 26.6

TP3 埋め土 2 磁器 碗 1 104.0
合計 15 995.6

5ｍ0

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地 建物範囲建物範囲

TP1TP1

TP2TP2

TP3TP3

BM±0.0m
3

4

汚水管

南壁

0.0m

0.5m

BM−2.0m
1

2

4

北壁

0.0m

0.5m

BM−2.0m
1

4

南壁

0.0m

0.5m

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：廃棄土坑か

出土遺物：陶器、磁器、土製品、鉄製品、ガラ	

	 ス製品

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

〈TP3〉

発見遺構：なし

出土遺物：磁器

（2）調査所見
調査の結果、更地になる以前に存在したであろ

う建築物に伴う明治～大正期の陶磁器、ガラス製

品や銅製品などの日用品が複数確認された。近代

以前の堆積層については、今回の掘削深度では残

存が確認されなかった。TP1 からは多量に陶器と

磁器が出土した。遺構のプランは調査区内では確

認できなかったが、遺物の出土の仕方から、調査

区が廃棄土坑内に収まる可能性があり、陶磁器の

年代が関東大震災以前に集中することから、震災

に伴う廃棄土坑である可能性も指摘できる。ロー

ム主体の客土については、宅地化に伴い北部など

から土を搬入したものと考えられる。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認された。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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写真 1　調査地点近景（北西から） 写真 2　TP1 完掘状況（北から）

写真 3　TP1 南壁土層堆積状況 写真 4　TP2 完掘状況（南から）

写真 5　TP2 北壁土層堆積状況

写真 7　TP3 南壁土層堆積状況 写真 8　調査作業風景（東から）

写真 6　TP3 完掘状況（北から）

5 －４　茅ヶ崎市円蔵字御屋敷 2270 番 3、2270 番 4（御屋敷Ｂ遺跡No.157）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１	 調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 2 日（火）

２	 調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３	 調 査 担 当	 田中万智

４	 調 査 面 積	 8.0㎡

５	 遺跡の概要
（1）名称	 上東原下遺跡（No.100）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 古墳時代、歴史時代

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部南東側、茅ヶ崎市菱沼

郵便局から西側に約 40m の場所に位置する。調

査以前は宅地として利用されており、調査地点の

標高は約 10.0m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 2 箇所に設定して調査を実施した。掘削は

機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布状

況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺

構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地北側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	褐色砂。しまりなし。建物解体に伴うガ	

	 ラを多く含む。埋め土。

2 層：	褐色砂。ややしまりあり。１層に類似す	

	 るが、ガラ少ない。埋土。

3 層：	褐色砂。プラスチックゴミを含む。近現	

	 代のゴミ穴か。埋土。

4 層：	褐色砂。埋土。しまり粘性なし。昭和期	

	 の陶磁器を含む。

5 層：	褐色砂。しまりややあり。ガラ・ゴミを	

	 含まない。埋土。

6 層：	宝永火山灰。宝永のスコリア、パミスを	

	 主体とする自然堆積層。

５－５　茅ヶ崎市若松町 6840 番 5、6837 番 7

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 4図　調査区配置図（1/300）

第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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7 層：	黄褐色砂。砂丘に由来する自然の堆積砂	

	 の無遺物層。地山。

（2）遺構覆土
〈2 号ピット〉

1 層：	褐色砂。しまりあり。粘性なし。昭和期	

	 の日用品を含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

5 －５　茅ヶ崎市若松町 6840 番 5、6837 番 7（上東原下遺跡No.100）
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写真 1　調査地点近景（南から） 写真 2　TP1 設定状況（北から）

第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）
TP2 2 号ピット 磁器 1 11.7

合計 1 11.7

B
M

±0.0m
1号ピット 2号ピット

1

ピ
2
-
1

6

4
4

ピ…ピット

東
壁

1ｍ0

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

〈TP2〉

発見遺構：ピット

出土遺物：磁器

（2）調査所見
調査の結果、地表下 100cm 付近まで近現代の

埋土が確認された。

地表下 50cm までは建物解体に伴う埋土であっ

たが、地表下 50 ～ 100cm までは明治～昭和期

の建物に伴う埋土であると推測される。また、

TP2 からは明治～昭和期の可能性が高いピット

を 2 穴確認しており、掘立柱を伴う近代の構造

物が当地に存在していた可能性を示していた。

近現代層の直下には自然堆積の宝永火山灰であ

る 6 層と黄褐色砂層（地山）である 7 層を確認

した。宝永火山灰は粒の大きい順に堆積している

ことから、降灰による自然堆積であり人為的に廃

棄したものではないと推測される。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認された。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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写真 3　TP1 完掘状況（北から） 写真 4　TP1 東壁土層堆積状況

写真 6　TP2 設定状況（北から）

写真 8　TP2 完掘状況（南から）

写真 10　TP2 西壁土層堆積状況写真 9　TP2 東壁土層堆積状況

写真 7　TP2 遺構検出状況（西から）

写真 5　TP1 南壁土層堆積状況

5 －５　茅ヶ崎市若松町 6840 番 5、6837 番 7（上東原下遺跡No.100）

- 25 -



第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１	 調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 9 日（火）

２	 調 査 目 的	 宅地造成工事

３	 調 査 担 当	 田中万智

４	 調 査 面 積	 8.0㎡

５	 遺跡の概要
（1）名称	 前田Ａ遺跡（No.71）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 後背湿地・砂質低湿地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、茅ヶ崎市立松林小学校

から南東側に約 220m の場所に位置する。調査

以前は畑地であり、調査地点の標高は約 10.1m

を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路予定範囲に2.0m×2.0m

の調査区を 2 箇所設定して調査を実施した。掘

削は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分

布状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録

は遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記

録とした。また、調査区の位置については簡易測

量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標

高については、事業地東側道路に所在する汚水マ

ンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	褐色砂。しまり弱い。下部にロームブロッ

	 クを多く含む。畑の土。

2 層：	黒褐色砂。しまり強い。黒色土を多量に	

	 含む。ローム土を少量含む。客土。

3 層：	灰白色砂質土。しまり弱い。粘性なし。	

	 基本土層の 8 層に宝永パミス、スコリ		

	 アを含む。

4 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。炭化	

	 物を含む。遺物を含む。古代の包含層。

5 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性なし。基本	

	 土層の 4 層に橙色スコリアを少量含む。	

５－６　茅ヶ崎市菱沼二丁目 1043 番 5の一部

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 4図　調査区配置図（1/400）

10ｍ0

TP2TP2

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

新設道路新設道路

TP1TP1

5 －６　茅ヶ崎市菱沼二丁目 1043 番 5の一部（前田Ａ遺跡No.71）
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 6図　TP2 土層断面図（1/40）
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第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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写真 1　出土遺物

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1
一括 土師器 4 3.9

土師器 坏 1 0.8
土師器 甕 2 13.8

TP2

一括 土師器 3 4.8
土師器 坏 1 2.0
土師器 甕 1 1.8
須恵器 坏 1 10.5

土製品 2 18.4
陶器 3 13.7

合計 18 69.7

	 古代の包含層。

6 層：	暗褐色土。基本土層の 4 層に基本土層		

	 の 8 層を多量に含む。遺物を少量含む。	

	 古代の包含層。

7 層：	暗褐色土。基本土層の 4 層がやや酸化		

	 したもの。古代の包含層。

8 層：	灰白色砂。しまりなし。粘性なし。地山。

（2）遺構覆土
〈2 号畝状遺構〉

1 層：	灰褐色土。しまりなし。粘性なし。宝永	

	 パミス、スコリアを含む耕作土。

〈1 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。4 層	

	 に炭化物を少量含む。

2 層：	暗褐色土。1 号溝状遺構の 1 層が酸化し	

	 た層。

〈1・2 号ピット〉

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性なし。基本	

	 土層の 4 層に基本土層の 8 層を多く含		

	 む。遺物を含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：畝状遺構、溝状遺構、ピット

出土遺物：土師器

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、須恵器、陶器、土製品

（2）調査所見
調査の結果、地表下 80cm 付近まで近現代の

耕作土が確認された。地表下 50cm まではロー

ムブロックを多く含む耕作土であったが、地表下

50 ～ 80cm までは黒色土を主体とした耕作土で

あった。黒色土は粘性・水分をともに多く含むこ

とから、砂丘上に畑を構築する際に土中の水分確

保を目的として、畑の基材として入れたものと推

測される。

TP1 は耕作土直下に古代の遺物包含層が残存

しており、近世の遺構である 1・2 号畝状遺構の

掘り込みが確認された。また、近現代と推測され

る 1 号井戸址の断面観察からは、古代～中世の 1

号溝状遺構と古代の中でも比較的古いと推測され

る 1・2 号ピットが確認された。遺物は土師器で

あり、古代に属するものが主体を占めている。

TP2 は耕作土直下に宝永パミス・スコリアを

含む近世層の堆積が確認された。水平に近い堆積

であり、近世層の直下は 8 層砂の地山砂層であっ

た。明確な遺構は確認されなかったが、近世の遺

物が出土した。なお、近世層は水平堆積に近い状

況であったが、宝永パミス・スコリアが攪拌され

ていることから、自然堆積とは考えにくい状況で

あった。これらのことから、本来であれば TP2

の調査区範囲においても TP1 と同様の遺跡状況

が続く可能性が高いと考えられる。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認された。

なお本地点については、記録保存を目的として、

令和 5 年度に前田Ａ遺跡第 7 次調査を実施して

いる。

5 －６　茅ヶ崎市菱沼二丁目 1043 番 5の一部（前田Ａ遺跡No.71）
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写真 2　調査地点近景（北東から） 写真 3　TP1 設定状況（北東から）

写真 4　TP1 完掘状況（東から） 写真 5　TP1 西壁土層堆積状況

写真 6　SPA-SPC 土層堆積状況 写真 7　TP2 設定状況（北西から）

写真 8　TP2 完掘状況（東から） 写真 9　TP2 西壁土層堆積状況

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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100ｍ0

第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 11 日（木）

２　調 査 目 的	 集合住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 東ノ町遺跡（No.195）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代、中世、近	

	 世、近代

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、茅ヶ崎市立室田小学校

から南東に約 400m の場所に位置する。調査以

前は畑地として利用されており、調査地点の標高

は約 9.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の雨水浸透施設と建物範囲に 2.0m

× 2.0m の調査区をそれぞれ１箇所ずつ設定し、

調査を実施した。掘削は機械と人力を併用した。

掘削後、遺構平面分布状況の確認、土層堆積状況

の観察を行い、記録は遺構平面分布図及び土層断

面図の作成と写真記録とした。また、調査区の位

置については簡易測量を行い、事業計画図に落と

し込んだ。なお、標高については、事業地西側道

路に所在する汚水マンホール蓋を仮原点として測

量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	灰褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを含む。耕作土。

2 層：	黄褐色砂。しまりなし。地山。

（2）遺構覆土
〈1 号掘り込み〉

1 層：	灰褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 近世～近代の陶磁器を含む。

2 層：	灰褐色砂質土。同遺構の 1 層よりもし		

	 まり増す。

3 層：	灰褐色砂質土。しまりあり。宝永パミス、

５－７　茅ヶ崎市松林三丁目 190番の一部外 5筆
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 4図　調査区配置図（1/600）

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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写真 1　調査地点近景（東から） 写真 2　調査地点近景（南から）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

表土 かわらけ 1 0.9
磁器 1 16.2

1 号ピット 陶器 1 1.2
1 号掘り込み かわらけ 2 14.6

土製品 1 5.9
陶器 1 20.5

鉄製品 1 2.5
2 号掘り込み 磁器 1 1.9

鉄製品 1 7.4
合計 10 71.1

BM±0.0m
1

北西壁
0.0m

1.0m

0.5m

第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

	 スコリアを少量含む。2 号掘り込みの 1	

	 層を 20％程度含む。

4 層：	灰褐色砂質土。しまり強い。同遺構の 3	

	 層が酸化した層。

〈2 号掘り込み〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまり弱い。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを含む。

2 層：	暗褐色砂質土。粘性ややあり。同遺構の	

	 1 層に同遺構の 3 層が少量混じる。

3 層：	暗褐色土。しまり強い。酸化した同遺構	

	 の 2 層。

4 層：	暗褐色土。同遺構の 3 層が酸化し、しまっ

	 た層。ビニールゴミを含む。

5 層：	暗褐色土。粘性増す。同遺構の 4 層が		

	 より酸化する。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：掘り込み、ピット

出土遺物：かわらけ、陶器、磁器、土製品、鉄	

	 製品

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下 150cm 付近までは近現代

の埋土及び掘り込みであり、直下には地山層と

考えられる 2 層の堆積が確認された。近現代の

掘り込みについては柱穴の可能性が指摘できる 1

号ピットを除くと、大規模な土取り或いは耕作に

よるものと推測される。近隣住民によると、当該

地は以前造園業を営んでいたとの話であり、大規

模な掘り込みは植栽痕である可能性も指摘でき

る。

近現代層直下の砂層は、砂丘に由来する自然堆

積層であると考えられる。部分的に酸化がみられ、

地表下 160cm 付近で湧水が確認された。

以上、当該地においては密度は希薄ながらも、

埋蔵文化財を確認することができた。

5 －７　茅ヶ崎市松林三丁目 190 番の一部外 5筆（東ノ町遺跡No.195）
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写真 7　TP2 設定状況（南から） 写真 8　TP2 完掘状況（南東から）

写真 10　出土遺物写真 9　TP2 北西壁土層堆積状況

写真 4　TP1 遺構検出状況（東から）写真 3　TP1 設定状況（東から）

写真 5　TP1 完掘状況（東から） 写真 6　TP1 西壁土層堆積状況

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 14 日（火）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 加藤大二郎

４　調 査 面 積	 1.5㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 大島仲谷遺跡（No.37）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 旧石器時代、縄文時代（早期～	

	 後期）、奈良時代、平安時代、		

	 近世

（4）立地	 台地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、県道 47 号藤沢平塚線

の茅ヶ崎市消防署小出出張所から南に約 150m

の台地南側斜面に位置する。調査以前は宅地とし

て利用されており、標高は約 41.3 ｍを測る。

７　調査の方法
事業計画地の浄化槽予定範囲に 1.0m × 1.5m

の調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘

削は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分

布状況の観察、土層堆積状況の観察、工事計画が

遺跡に抵触する部分については遺構調査を行い、

完掘した。記録は遺構平面分布図及び土層断面図

の作成と写真記録とした。また、調査区の位置に

ついては簡易測量を行い、事業計画図に落とし込

んだ。なお、標高については、事業地北側道路に

所在する雨水マンホール蓋を仮原点として測量し

た。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	黒褐色土。礫、コンクリート片混じる。

2 層：	黒褐色土。粘性やや強い。橙色粒少量含	

	 む。黒色パミス多く含む。暗褐色土を少	

	 量斑らに含む。埋土。

3 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性やや強い。	

	 土質ややソフト。橙色粒中量含む。

4 層：	暗褐色土。粘性やや強い。堆積やや密。	

	 橙色粒少量含む。褐色土少量混じる。

５－８　茅ヶ崎市堤字仲谷 3530 番 8の一部
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 4図　調査区配置図（1/200）
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表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―
一括 土師器 坏 1 1.1

土師器 甕 3 9.2
1 号ピット 土師器 甕 3 13.7

合計 7 24.0

5 層：	褐色土。しまりやや強い。堆積密。下部	

	 でソフトロームが混じる。

（2）遺構覆土
1 層：	黒褐色土。しまり弱い。橙色粒多く含む。

	 下部にソフトロームをブロック状に少量	

	 含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：ピット

出土遺物：土師器

（2）調査所見
調査の結果、古代の遺構、遺物を確認すること

ができた。

地表から約 80cm までは表土（基本土層 1 層）

および埋土（基本土層 2 層）であり、それ以下

で本来の堆積土を確認することができた。本来の

堆積土は上から順に、古墳時代～古代の堆積土

と思われる基本土層 3 層、弥生時代以前の堆積

土と思われる基本土層 4 層、いわゆるローム漸

移層と呼ばれる基本土層 5 層である。基本土層

4 層以下に遺物が含まれないことから各層の明確

な時期は断定できないが、基本土層 4 層以下は

周辺の台地地形のローム層直上の堆積土とみられ

る。1 号ピットは基本土層 3 層より上位の土層が

覆土となっているが、黒褐色の周辺における古代

相当層であることから、古代に埋没した遺構と考

えられる。

西側隣接地において過去に実施した試掘・確認

調査では、古代の竪穴状遺構やピットが確認され

ており、覆土が近似することから、今回確認され

た遺構が同時期のものである可能性は高いと考え

られる。

また、その際の調査においても、同様に古墳時

代以降の堆積土は削平されている状況が確認され

ており、当該地周辺が同時期に削平を受けたと考

えられる。今回の調査では、古代以降近現代まで

のいずれの時期に削平されたか特定することはで

きなかった。

5 －８　茅ヶ崎市堤字仲谷 3530 番 8の一部（大島仲谷遺跡No.37）
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写真 1　調査地点近景（北東から） 写真 2　調査区設定状況（東から）

写真 3　完掘状況（北から） 写真 4　南壁土層堆積状況

写真 5　西壁土層堆積状況 写真 6　1 号ピット土層堆積状況

写真 7　出土遺物
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 17 日（水）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 池袋Ｂ遺跡（No.87）

（2）種別	 集落跡、遺物散布地

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘南斜面

６　調査地点
本地点は茅ケ崎警察署小和田交番から北に約

230m の場所に位置する。調査以前は畑地として

利用されており、調査地点の標高は約 9.4m を測

る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路部分において 2.0m ×

2.0m の調査区を 2 箇所設定して調査を実施した。

掘削は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面

分布状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記

録は遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真

記録とした。また、調査区の位置については簡易

測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、

標高については、事業地東側道路に打ち込まれて

いた既設の鋲を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗灰黄褐色砂質土。堆積密。暗褐色土を	

	 少量班に含む。客土。

2 層：	灰黄褐色土。しまりなし。砂質味強い。	

	 耕作土を多く含む。埋土。

3 層：	青灰色粘質土。しまりあり。下部に青灰	

	 色砂を多く含む。埋土。

4 層：	青灰色土。しまりなし。粘性強い。堆積	

	 粗い。ソフトロームブロックを含む。埋	

	 土。

5 層：	青灰色土。4 層に比べ、ソフトロームブ	

	 ロックが激減し、粘性増す。埋土。

５－９　茅ヶ崎市小和田一丁目 716番 6の一部外 5筆
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第 4図　調査区配置図（1/400）
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6 層：	暗褐灰色土。粘性ややあり。堆積やや密。

	 砂質土を極小量含む。

7 層：	褐灰色粘質土。地山。同色の砂質土を班	

	 に 30％程度含む。湧水する。腐植物含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 200cm 付近まで近現代

の埋土であったが、それ以下では本来の自然堆積

層を確認することができた。

埋土に砂の混入が多くみられることについて

は、調査地点が湿地性の土壌で土中の水分量が極

めて多いため、埋土中に砂や砂質土を含ませるこ

とで土中の水分に対する対策を行ったものと考え

られる。

地山層と考えられる 7 層は湧水による酸化が

少ないものの、湿地的な変色や笹などの腐植物を

多く含むものであった。

以上、当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）
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5 －９　茅ヶ崎市小和田一丁目 716 番 6の一部外 5筆（池袋Ｂ遺跡No.87）
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写真 1　TP1 調査区設定状況（南から）

写真 4　TP2 設定状況（東から）

写真 3　TP1 東壁下部土層堆積状況 写真 5　TP2 北壁土層堆積状況

写真 6　調査地点近景（西から）

写真 2　TP1 完掘状況（西から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 18 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 辻西遺跡（No.177）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 奈良時代、平安時代

（4）立地	 自然堤防

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市西部、茅ヶ崎市立萩園中学校

の南東側に隣接する場所に位置している。調査以

前は農業施設用のビニールハウスが建っており、

調査地点の標高は約 4.4m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路部分において 2.0m ×

2.0m の調査区を 2 箇所設定して調査を実施した。

掘削は機械と人力を併用した。掘削完了後、遺構

平面分布状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、

記録は遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写

真記録とした。また、調査区の位置については簡

易測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、

標高については、事業地東側道路に所在する３級

基準点 No.089 を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗黄褐色土。埋土。しまり強い。粘性あ	

	 り。下部にコンクリートガラ含む。

2 層：	暗褐色土。埋土。砂利を含む。砂分強い。

	 ビニールゴミを含む。

3 層：	黄褐色土。しまり極めて強い。粘性極め	

	 て強い。転圧を強く受ける。斑状に酸化	

	 する。宝永パミス、スコリアを少量含む。

	 近世層。

4 層：	暗灰褐色土。3 層の転圧による色調変化。

	 橙色スコリアを極小量含む。近世層。

5 層：黄褐色土。近世層。しまり強い。粘性強	

	 い。3、4 層の本来の姿。

５－１０　茅ヶ崎市萩園字辻西 2408 番
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第 4図　調査区配置図（1/400）

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）
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第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）
TP2 6 層 土師器 坏 1 2.9

合計 1 2.9
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10
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6 層：	黄褐色土。堆積密。砂粒を極小量含む。	

	 地山。

7 層：	黄褐色土。堆積密。やや酸化する。土粒	

	 細かい。地山。

8 層：	黄褐色土。しまり強い。粘性強い。堆積	

	 密。斑状に酸化する。地山。

9 層：	黄褐色砂質土。しまり強い。粘性ややあ	

	 り。10 層の漸移層。8 層に 10 層が混		

	 じる。わずかに酸化する。

10層：黄褐色砂。しまり強い。粘性なし。斑状	

	 に酸化する。やや水分を含む。地山。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器

（2）調査所見
調査の結果、地表下 60cm までは近現代の埋

土であったが、60 ～ 110cm までは宝永パミス・

スコリアを含む近世層が残存していた。近世層直

下は自然堆積層の黄褐色土が確認された。遺構は

確認されなかったが、埋土である 2 層からは土

師器の細片が出土した。自然堆積層の砂層である

10 層になると土中の水分量が急増し、若干の湧

水が確認できた。

以上のことから、当該地においては埋蔵文化財

が確認された。

5 －１０　茅ヶ崎市萩園字辻西 2408 番（辻西遺跡No.177）
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写真 1　調査地点近景（南東から） 写真 2　TP1 設定状況（南から）

写真 3　TP1 完掘状況（南から） 写真 4　TP1 北壁土層堆積状況

写真 6　完掘状況（東から）写真 5　TP2 設定状況（南から）

写真 7　出土遺物
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 19 日（金）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 加藤大二郎

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 出口Ａ遺跡（No.101）

（2）種別	 集落跡、遺物散布地

（3）時代	 縄文時代（後期）、弥生時代、

	 古墳時代（末）、奈良時代、

	 平安時代

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市南東部、茅ヶ崎市立松浪小学

校から北西に約 400m の場所に位置する。調査

以前は宅地として利用されており、調査地点の標

高は約 12.9m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲南東部に 2.0m × 2.0m

の調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘

削は機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状

況の観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真

記録とした。また、調査区の位置については簡易

測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、

標高については、事業地北側道路に所在する汚水

マンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	褐灰褐色砂質土。しまり弱い。粘性やや	

	 あり。φ 20cm の礫が混じる表土。

2 層：	灰黄褐色砂質土。1 層よりしまり弱まる。

	 黄褐色砂がブロック状に混じる。礫、コ	

	 ンクリート片混じる。撹乱層。

3 層：	暗灰黄褐色砂質土。撹乱層。暗褐色砂質	

	 土と黄褐色砂がマーブル状に混じる。

4 層：	黄褐色砂。しまり弱い。堆積密。水気を	

	 帯びる。

5 層：	褐色砂。4 層よりしまり増す。

6 層：	褐色砂。5 層との層界に酸化鉄分を含む。

５－１１　茅ヶ崎市出口町 2076 番 2
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第 4図　調査区配置図（1/300）

第 5図　土層断面図（1/40）

10ｍ0

TPTP

建物
範囲
建物
範囲

建物
範囲
建物
範囲

建物
範囲
建物
範囲

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

BM±0.0m 1

2

3

4

5

6

東壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、表土の 1 層から地表下約 100cm

の 3 層まで本来の土層が撹乱されている状況で

あり、それ以下で本来の堆積土を確認することが

できた。

本来の堆積土は上から順に黄褐色の砂層である

4 層、4 層よりしまりが増す褐色砂の 5 層、同じ

く褐色砂で 5 層との境に酸化鉄分を含み、しま

りの増す 6 層である。4 ～ 6 層から時期を特定

できる包含層は発見されなかった。調査深度以下

に文化層が存在する可能性があるが、工事による

掘削が及ばないため、これ以下の確認は実施しな

かった。

以上のことから、当該地において埋蔵文化財は

確認されなかった。
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写真 1　調査地点近景（北西から）

写真 3　東壁土層堆積状況

写真 2　完掘状況（西から）

5 －１１　茅ヶ崎市出口町 2076 番 2（出口Ａ遺跡No.101）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 25 日（木）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 巳待田Ａ遺跡（No.74）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、茅ヶ崎市立松林小学校

から南東側に約 440m の場所に位置する。調査

以前は畑地として利用されており、調査地点の標

高は約 10.9m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地北東側道路に所在する雨水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗黄褐色土。埋土。しまりなし。コンク	

	 リートガラ・建材を多く含む。

2 層：	黄褐色土。埋土。粘性極めて強い。1 層	

	 のガラが混じらない層。ハードロームブ	

	 ロックを多く含む。

3 層：	黄褐色土。1 層と 2 層の混合層。

4 層：	黄褐色土。しまり強い。粘性強い。2 層	

	 に黒褐色土を少量含む。

5 層：	黄褐色土。4 層にコンクリートガラ、青	

	 色砂質土を含む。転圧によってしまる。

6 層：	暗灰色粘質土。しまりあり。粘性強い。	

	 水分を多く含む。

５－１２　茅ヶ崎市菱沼二丁目 1430 番 10
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）
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7 層：	暗灰色粘質土。しまり増す。粘性強い。	

	 腐植物を少量含む。砂粒含む。

8 層：	暗オリーブ色粘質土。しまり極めて強い。

	 粘性極めて強い。腐植物を多量に含む。	

	 水分量極めて多い。泥炭質強い。

9 層：	暗灰色褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱	

	 い。8 層と砂層の混合層。湧水する。

10層：黄褐色砂。しまり弱い。粘性弱い。自然	

	 堆積の無遺物層。地山。粒子細かい。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下 120cm の 5 層までは近現

代の埋土であり、コンクリートガラや建材片など

が混入していた。地表下 120 ～ 200cm までは砂

丘間凹地に伴う湿地性の腐植物混じりの堆積土が

5 －１２　茅ヶ崎市菱沼二丁目 1430 番 10（巳待田Ａ遺跡No.74）
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写真 1　調査区設定状況（南から）

写真 3　東壁土層堆積状況

写真 4　西壁下部土層堆積状況写真 2　完掘状況（西から）

確認された。湿地性の堆積層（6 ～ 8 層）から遺構・

遺物を確認することはできなかったが、宝永パミ

ス・スコリアを含まないことから近世以前の層と

いえる。自然堆積層の砂層である 10 層になると、

土中の水分量が急増し激しい湧水が確認できた。

以上のことから、当該地においては埋蔵文化財

は確認できなかった。
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 5 月 30 日（火）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 12.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 手城塚Ｂ遺跡（No.92）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古代、奈良時代、平安時代、中	

	 世、近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部北東側、茅ヶ崎市立

松林小学校から西側約 200m の場所に位置する。

調査以前は畑地として利用されており、調査地点

の標高は約 10.2m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路部分に 2.0m × 2.0m の

調査区を３箇所設定して調査を実施した。掘削は

機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の

観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地北側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐灰色土。しまり弱い。粘性やや強い。

	 近現代の耕作土。土質ソフト。表土。

2 層：	褐灰色土。堆積やや粗い。宝永スコリア	

	 を多く含む。転圧を受けている。客土。

3 層：	灰黄褐色土。堆積粗く、金属片混じる。	

	 湿地土（湧水）を抑え込むための盛土か。

	 下部より絞り水多量に湧く。

4 層：	にぶい灰褐色砂質土。小礫混じる。客土。

5 層：	にぶい灰褐色砂質土。砂質土をベースに	

	 マーブル状に暗褐灰色粘性土が混ざる。	

	 下部に白色スコリア混ざる。灰白色砂質	

	 土がブロック状に混ざる。

５－１３　茅ヶ崎市松林三丁目 888番 2外
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表 1　出土遺物集計表

第 4図　調査区配置図（1/600）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1
3 層 陶器 1 4.8

土製品 1 2.3

TP3
4 層 土師器 1 1.9

土師器 甕 1 3.4
合計 4 12.4

20ｍ0

TP2TP2

TP3TP3

新設道路新設道路

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

TP1TP1

6 層：	暗褐灰色土。しまり強い。粘性強い。堆	

	 積密。自然堆積層。砂質土少量含む。湿	

	 地に伴う白色スコリア多く含む。

7 層：	暗褐灰色土。しまり強い。粘性強い。堆	

	 積密。自然堆積層。湧水する。砂質土を	

	 少量含む。

8 層：	暗褐灰色土。しまり強い。粘性強い。自	

	 然堆積層。湧水する。粘性土混入する。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：陶器、土製品

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

〈TP3〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器

（2）調査所見
調査の結果、地表下 150 ～ 180cm までは近現

代の埋土であり、埋土直下には湿地性の自然堆積

層が残存していた。湿地性の土層には白色パミス

が多量に含まれており、少量の腐植物の存在も確

認された。遺構は確認されなかったが、埋土から

土師器と近世の土製品が出土した。また、地表下

200cm 付近で湧水した。

当該地においては、希薄でありながらも埋蔵文

化財が確認された。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）

第 7図　TP3 土層断面図（1/40）
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5 －１３　茅ヶ崎市松林三丁目 888 番 2外（手城塚Ｂ遺跡No.92）
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写真 1　調査地点近景（北西から）

写真 3　TP2 東壁土層堆積状況

写真 5　TP3 北壁土層堆積状況 写真 6　出土遺物

写真 4　TP3 設定状況（北から）

写真 2　TP1 西壁土層堆積状況
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 1 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 手城塚Ｂ遺跡（No.92）

	 大縄下遺跡（No.93）

（2）種別	 手城塚Ｂ遺跡：集落跡

	 大縄下遺跡：集落跡

（3）時代　	 手城塚Ｂ遺跡：古代、奈良時代、

	 　　平安時代、中世、近世

	 大縄下遺跡：奈良時代、平安時	

	 　　代、中世、近世

（4）立地	 砂丘、砂丘間凹地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部東側、茅ヶ崎市立室

田小学校から南東側約 530m の場所に位置する。

調査以前は畑地として利用されており、調査地点

の標高は約 9.2m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路部分に 2.0m × 2.0m の

調査区を 2 箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況

の観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記

録とした。また、調査区の位置については簡易測

量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標

高については、事業地南側道路に所在する汚水マ

ンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまり極めて弱い。粘性極め	

	 て弱い。土粒均一。耕作土。表土。

2 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性ややあり。	

	 １層に 3 層を少量含む。埋め土。

3 層：	暗黄褐色土。粘性強く、しまりやや強い。

	 ロームと黒色土をブロック状に多量に含	

	 む。砂を斑状に 10％含む。

4 層：	暗黄褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。

５－１４　茅ヶ崎市松林三丁目 195番 1外 18筆
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第 4図　調査区配置図（1/500）

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）
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写真 1　調査地点近景（南から）

表 1　出土遺物集計表

第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）
TP1 2 層 土師器 坏 1 2.7

合計 1 2.7
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	 ３層の砂分が多い土。50％の砂を含む。

5 層：	黄褐色砂質土。しまりなく、粘性弱い。	

	 ロームブロック主体で最下部に金属ネッ	

	 トが敷設されている。

6 層：	灰黄色砂。しまり弱い。粘性なし。土粒	

	 細かく均一。自然堆積層。地山。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器

（2）調査所見
調査の結果、地表下 210cm 付近まで近現代の

埋土および客土であったが、それ以下では本来の

自然堆積層である砂層を確認することができた。

客土最下部には金属製のネットが敷き詰められ

ていたが、これは湿地や田を土壌改良する際にか

つて行われていた方法であるとされている。金属

ネット直下には自然堆積の無遺物層である砂層の

堆積が確認された。また、砂層直上で著しい湧水

が確認された。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認された。

5 －１４　茅ヶ崎市松林三丁目 195 番 1外 18筆（手城塚Ｂ遺跡No.92 ／大縄下遺跡No.93）
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写真 2　TP1 設定状況（東から）

写真 3　TP1 完掘状況（東から）

写真 5　TP2 設定状況（東から）

写真 7　TP2 西壁土層堆積状況 写真 8　出土遺物

写真 6　TP2 完掘状況（東から）

写真 4　TP1 西壁下部土層堆積状況

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 5 日（月）、

	 6 日（火）

２　調 査 目 的	 工場新設工事

３　調 査 担 当	 加藤大二郎

４　調 査 面 積	 22.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 小井戸遺跡（No.185）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代

（4）立地	 小出川東側沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、株式会社東海カーボ

ン茅ケ崎工場の敷地内に位置する。調査地点の標

高は約 5.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地に 2.0m × 2.0m の調査区を 5 箇所、

2.0 ｍ× 1.0 ｍの調査区を 1 箇所、計 6 箇所設定

して調査を実施した。掘削は機械と人力を併用し

た。掘削完了後、遺構平面分布状況の確認、土層

堆積状況の観察を行い、記録は遺構平面分布図及

び土層断面図の作成と写真記録とした。また、調

査区の位置については簡易測量を行い、事業計画

図に落とし込んだ。なお、標高については、事業

計画範囲西側の測量鋲を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層
〈TP1〉

1 層：	しまり極めて強い。粘性あり。円蔵地域	

	 にみられるいわゆる二次堆積ロームを主	

	 体とし、アスファルトを上部に 5cm の		

	 厚みで含む。

2 層：	コンクリート。過去に存在した建物の基	

	 礎構造か。厚く広く存在しており、除去	

	 が困難。

〈TP2〉

1 層：	褐灰色土。砂利多い。転圧を受ける。表土。

2 層：	攪乱。

3 層：	暗褐灰色土。φ 5cm の礫含む。鉄筋混		

５－１５　茅ヶ崎市円蔵 370番地
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第 4図　調査区配置図（1/600）

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）
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第 6図　TP2 土層断面図（1/40） 第 7図　TP3 土層断面図（1/40）
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	 じる。

4 層：	暗灰褐砂。粗い。

5 層：	にぶい灰黄褐色土。しまり強く、パミス	

	 多い。

6 層：	にぶい灰黄褐色土。粘性やや強い。堆積	

	 密。やや酸化する。

7 層：	にぶい灰黄褐色粘質土。土質ソフト。暗	

	 灰色粘質土がブロック状に混じる。

8 層：	にぶい灰黄褐色粘質土。下部に黄褐色土	

	 がブロック状に混じる。

9 層：	暗灰黄褐色粘質土。全体的にやや酸化。

10層：褐色土。いわゆる二次堆積ローム。やや	

	 砂質。全体に酸化する。

〈TP3〉

1 層：	暗褐灰色土。礫多く、転圧を受ける。褐	

	 色土をブロック状に含む。表土。

2 層：	暗褐灰色土。粘性強い。コンクリート、	

	 砂利を上部に多く含む。炭化物、パミス	

	 多い。堆積粗い。客土。

〈TP4〉

1 層：	砕石。駐車場整備時の砕石。

2 層：	にぶい褐灰色土。転圧を受けた客土。

3 層：	耐火煉瓦が崩落した層。にぶい褐灰色土	

	 ベース。

4 層：	耐火煉瓦整地層。

〈TP5〉

1 層：	褐灰色土。しまりやや弱い。砂利多い。	

	 表土。

2 層：	にぶい褐灰色土。転圧を受けた客土。

3 層：	耐火煉瓦整地層。

4 層：コンクリート。建材か。

〈TP6〉

1 層：	にぶい褐灰色土。砂利、コンクリート片	

	 多く含む。表土。

2 層：	褐灰色土。同色砂質土 30％。レンガ多		

	 く含む。廃棄によるものか。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1、3〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

〈TP2〉

発見遺構：溝状遺構

出土遺物：土師器、磁器、耐火煉瓦

〈TP4〉

発見遺構：炉跡

出土遺物：耐火煉瓦

〈TP5〉

発見遺構：炉跡

出土遺物：耐火煉瓦

〈TP6〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、TP2 において古代から中世の遺構、

遺物を確認することができた。

事業計画地北側中央付近に設定した TP1 は地

表下約 20cm でコンクリート構造物が存在して

5 －１５　茅ヶ崎市円蔵 370 番地（小井戸遺跡No.185）
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第 10 図　TP6 土層断面図（1/40）

第 8図　TP4 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 9図　TP5 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP2
一括 土師器 3 2.7

磁器 1 1.8
レンガ 1 2830.0

TP4 一括 レンガ 5 11,840.0
合計 10 14,674.5

おりそれ以下の掘削が困難なため、断面図の作成

と写真記録を行い調査を終了した。

事業計画地南西部に設定した TP2 は、1、3、

4 層は客土による整地層で、5 層が宝永火山灰、

軽石を含む土層、6 層以下は宝永火山灰降灰以前

の堆積土であることを確認することができた。撹

乱である 2 層から激しく湧水しており、これは

TP4、5 で確認された耐火煉瓦による炉跡の空洞

部に数日前の降水による雨水が溜まっていたこと

による可能性が高いと考えられる。TP2 の 9 層

以下は円蔵地域にみられるいわゆる二次堆積ロー

ムと考えられ、6 ～ 8 層は、土師器を含んでおり、

古代～中世の堆積土と考えられる。6 ～ 8 層は小

井戸遺跡の他地点における自然堆積土と比較して

3 倍程厚く、下部が平坦に堆積せず、南西に向かっ

て上がるように傾斜していることから、溝状遺構

の覆土である可能性が高いと考えられる。

TP3 は事業計画地北東部に設定して実施した

ところ、地表下約 100cm までコンクリートを含

む客土で、下部から湧水したため、それ以下の調

査は実施しなかった。

TP4 は事業計画地西部に設定したところ、耐

火煉瓦による整地層を確認した。水平に並べられ

ており、所々約 10cm ×約 15cm の方形の穴が

空き、下部に耐火煉瓦を積んだことによる空洞の

空間が構築されていることが判明した。

TP5 は TP4 と近似しており、耐火煉瓦が水平

に並べられており、煉瓦列によって何かしら区

画がされていることを把握することができた。

TP4、TP5 で確認した耐火煉瓦は被熱があり、煤

が付着しているものがある。いわゆる韮山反射炉

のような炉の構造であった可能性が高いと考えら

れる。

茅ヶ崎市史及び東海カーボン株式会社の社史に

よれば、1938 年に当時の東海電極製造株式会社

の茅ヶ崎工場が設立され、電刷子などの小物炭素

製品を作って呉海軍工廠に納めたとされている。

また、1946 年米軍撮影の空中写真では、今回の

事業範囲に南北に長い建物が 3 棟以上立ち並ぶ

様子が写されている。耐火煉瓦はこれらの建物の

構造物の可能性が高く、茅ヶ崎市の近代産業の歴

史として重要な構造物と考えられる。

TP6 は事業計画地北部で、空中写真に写る南

北棟の間の残存地を狙い調査区を設定したが、地

表下約 113cm まで廃棄された多量の耐火煉瓦が

埋まっており、それ以下にも耐火煉瓦が埋められ、

周囲が崩れることからそれ以下の調査は実施しな

かった。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認された。

本地点については、令和 5 年度に小井戸遺跡第

14 次調査として記録保存を目的とした発掘調査

を実施している。

5 －１５　茅ヶ崎市円蔵 370 番地（小井戸遺跡No.185）
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写真 1　調査地点近景（南西から） 写真 2　TP1 設定状況（北東から）

写真 3　TP1 完掘状況（北東から） 写真 4　TP1 北西壁土層堆積状況

写真 5　TP2 設定状況（南から） 写真 6　TP2 完掘状況（北西から）

写真 7　TP2 南東壁土層堆積状況 写真 8　TP3 設定状況（南東から）
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写真 9　TP3 完掘状況（南東から） 写真 10　TP3 北西壁土層堆積状況

写真 12　TP4 レンガ確認状況（南東から）写真 11　TP4 設定状況（南東から）

写真 13　TP4 完掘状況（南東から） 写真 14　TP5 設定状況（北西から）

写真 16　TP6 設定状況（南西から）写真 15　TP5 レンガ確認状況（南西から）

5 －１５　茅ヶ崎市円蔵 370 番地（小井戸遺跡No.185）
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写真 17　TP6 完掘状況（南東から）

写真 19　出土遺物（土師器）

写真 18　出土遺物（レンガ）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 8 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 加藤大二郎

４　調 査 面 積	 5.5㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 前田Ａ遺跡（No.71）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部北西側、茅ヶ崎市立松

林小学校から南東側約 140m の場所に位置して

いる。調査以前は畑地として利用されており、調

査地点の標高は約 10.7m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路範囲の東側に 2.0m ×

2.0m の調査区を１箇所、西側に 1.0 ｍ× 1.5 ｍ

の調査区を 1 箇所、計 2 箇所を設定して調査を

実施した。掘削は人力で実施した。掘削後、土層

堆積状況の観察を行い、記録は土層断面図の作成

と写真記録とした。また、調査区の位置について

は簡易測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。

なお、標高については、事業地南西側道路に所在

する汚水マンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐灰色土。しまり弱い。土質ソフト。	

	 パミス多い。表土。耕作土。

2 層：	暗褐灰色土。1 層に似る。下部はしまっ	

	 ている。φ 5mm のパミスが目立つ。や	

	 や砂質。プラゴミ含む。表土。

3 層：	暗褐灰色土。粘性やや強い。2 層よりし	

	 まり増し、パミス減る。下部に褐灰色土	

	 が斑らに 20％程度含む。やや砂質。ナ		

	 イロン紐状製品含む。

4 層：	褐灰色砂質土。しまりやや強い。全体に	

	 やや酸化する。湧水する。

５－１６　茅ヶ崎市菱沼二丁目 1251 番 2、5、7、1252 番

- 69 -



第 4図　調査区配置図（1/400）
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5-29
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BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

新設道路新設道路

TP1TP1

TP2TP2

5 層：	暗褐灰色粘性土。堆積密。6 層少量含む。

	 全体に酸化。遺物含む。湿地性の自然堆	

	 積土壌。

6 層：	にぶい灰黄褐色砂質土。φ 5mm 程の植	

	 物痕が全体にみられる。全体にやや酸化。

7 層：	暗褐灰色砂質土。粘性強い。堆積密。古	

	 代遺物出土。

8 層：	暗褐灰色砂質土。橙色スコリアが確認で	

	 きる。堆積密。土壌化弱い。地山直上層。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器

〈TP2〉

発見遺構：不明瞭

出土遺物：土師器、須恵器、灰釉陶器、かわら	

	 け、陶器

（2）調査所見
TP1 の調査の結果、遺構は確認されず土師器

が出土したものの、いわゆる地山層直上が湿地性

の土層堆積状況であることを確認した。

東側隣接地における第 5 次発掘調査地点、北

側の第 6 次発掘調査地点では砂丘上に立地する

古代遺跡が確認されていたが、本地点では湿地性

の土壌が堆積しており、事業地東側における遺跡

の残存状況が希薄な可能性が確認された。しかし

ながら、南西側の第 2 次、第 3 次調査では密度

の高い古代から中世の遺跡内容が確認されていた

ことから、本事業地が東西に広いため、西側地点

に TP2 を設定することとした。TP2 は果樹が育

成されていたため、伐採せずに実施できるスペー

スに調査区を設定することとし、1.0 ｍ× 1.5 ｍ

の調査区を設定することとした。

TP2 の調査の結果、4 層から略完形かわらけ（灯

明皿）が出土した。出土位置が明確であったため、

ピット等の遺構の有無を平面及び壁面にて観察し

たが、調査区内に遺構は確認されなかった。4 層

直上の 3 層は TP1 と異なりゴミを含んでおらず、

4 層直下の 7、8 層は TP1 より湿地性の堆積特徴

が少ない。しかしながら、溝状遺構の覆土のよう

なやや堆積が粗な土層ではなく、土質は均質で密

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査

- 70 -



1

0 10
cm

(1/3)

写真 1　実測遺物

第 5図　TP1 土層断面図（1/40） 第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

第 7図　実測遺物（1/3）
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7 8

北壁
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調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1
一括 土師器 2 2.6

土師器 坏 1 3.0

TP2

一括 土師器 14 12.0
土師器 坏 1 2.8
土師器 甕 2 8.5
須恵器 坏 1 2.3

灰釉陶器 皿 1 4.0
かわらけ 4 36.8

陶器 1 11.0
合計 27 83.0

な堆積を示している。これらのことから、4 層が

なんらかの遺構覆土であるのか、或いは自然堆積

土の包含層かは決めきれなかった。4 層の出土遺

物はかわらけ１点（第 7 図）である。口縁部に

煤が付着しているため、灯明皿であると推察され

る。胎土はやや密で白色針状物質を少量と赤色粒

を含む。ロクロ成形であり、底部に回転糸切りと

板状圧痕を有する。

これらのことから、TP2 周辺を拡張して埋蔵

文化財の所在を把握する必要性があるが、現状果

樹により調査区が拡張できないこと、当日の調査

時間が足らないことから、当日における追加調査

を断念することとした。追加調査については、本

書の 5-29（P.117 ～ 120）にて報告している。

5 －１６　茅ヶ崎市菱沼二丁目 1251 番 2、5、7、1252 番（前田 A遺跡 No.71）
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写真 2　調査地点近景（西から） 写真 3　TP1 設定状況（北から）

写真 4　TP1 完掘状況（北から） 写真 5　TP1 南壁土層堆積状況

写真 6　TP2 設定状況（南から） 写真 7　TP2 完掘状況（南から）

写真 8　北壁土層堆積状況 写真 9　出土遺物
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 12 日（月）

２　調 査 目 的	 事務所新築工事

３　調 査 担 当	 金馬義郎

４　調 査 面 積	 1.62㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 清水Ｂ遺跡（No.108）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 縄文時代（中期）、歴史時代

（4）立地	 台地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、茅ヶ崎市立小出小学校

から北東に約 310m の場所に位置する。調査以

前は宅地として利用されており、調査地点の標高

は約 47.1m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の浄化槽及び建物予定範囲にまたが

るように 0.9m × 1.8m の調査区を 1 箇所設定し

て調査を実施した。掘削は機械と人力を併用した。

掘削後、土層堆積状況の観察を行い、記録は土層

断面図の作成と写真記録とした。また、調査区の

位置については簡易測量を行い、事業計画図に落

とし込んだ。なお、標高については、事業地南西

道路に所在する雨水マンホール蓋を仮原点として

測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	黒褐色土。しまり弱い。粘性あり。ビニー

	 ル等の現代のごみを含む。ロームブロッ	

	 ク、耕作土と考えられる黒色土、本来の	

	 堆積と考えられる暗褐色土が混ざり込		

	 む。現代の撹乱。

2 層：	黄褐色土。しまり強い。粘性あり。ロー	

	 ム層。L1S 層か。φ 3 ～ 5mm の橙色ス	

	 コリアをわずかに含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

５－１７　茅ヶ崎市芹沢 913-32
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第 4図　調査区配置図（1/200）

5ｍ0

TPTP

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

浄化槽浄化槽

※南西側道路に所在する

　雨水マンホール蓋を BM とした。

※南西側道路に所在する

　雨水マンホール蓋を BM とした。
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写真 1　調査地点近景（南西から）

写真 4　北東壁土層堆積状況写真 3　完掘状況（南西から）

写真 2　調査区設定状況（南西から）

第 5図　土層断面図（1/40）
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（2）調査所見
調査の結果、地表下約 170cm までビニール等

現代のごみを含む現代の撹乱が確認され、それ以

下は本来の堆積が確認されたものの、撹乱はロー

ム層に達しており、ローム層以上の本来の堆積は

現代の掘削により壊されたものと考えられる。ま

た、撹乱から本来の堆積に伴う可能性のある遺物

等も確認されなかった。

以上のことから、当該地点は現代の開発により、

本来の堆積がローム層まで失われた状況が確認さ

れた。

試掘・確認調査の結果、遺物や遺構は見られず、

また、現代の開発行為により大きく撹乱された様

相が確認された。以上のことから当該地における

埋蔵文化財の密度は希薄であると判断される。

5 －１７　茅ヶ崎市芹沢 913-32（清水Ｂ遺跡No.108）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 15 日（木）

２　調 査 目 的	 電波塔新設工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 大島仲谷遺跡（No.37）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 旧石器時代、縄文時代（早期～	

	 後期）、奈良時代、平安時代、		

	 近世

（4）立地	 台地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、文教大学湘南キャンパ

スバスロータリーの西側雑木林の中に位置し、調

査地点の標高は約 47.6m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地南西側道路に所在する方位標

205 Ｈを仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりなし。粘性あり。バス	

	 ロータリー造成時の攪乱土。樹木根多い。

2 層：	暗褐色土。しまりやや強い。粘性やや強	

	 い。堆積密。水分量多い。縄文時代の層。

3 層：	にぶい明褐色土。しまり強い。粘性強い。

	 やや漸移層的。橙色スコリア多く含む。	

	 縄文時代の層。

4 層：	黄褐色土。しまり極めて強い。粘性極め	

	 て強い。ソフトロームで最上位層。橙色	

	 スコリアと黒色スコリアを極少量含む。

5 層：	にぶい明褐色土。しまりやや弱い。樹木	

	 根。３層に２層を 60％含む。

５－１８　茅ヶ崎市行谷字大島 1100 番 1の一部

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 4図　調査区配置図（1/600）

第 5図　土層断面図（1/40）
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5 －１８　茅ヶ崎市行谷字大島 1100 番 1の一部（大島仲谷遺跡No.37）
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写真 2　調査区設定状況（北東から）写真 1　調査地点近景（北東から）

写真 3　完掘状況（南東から） 写真 4　北西壁土層堆積状況

写真 5　北西壁下部土層堆積状況

代の埋土であり、バスロータリー造成に伴う攪乱

土であった。１層直下からは縄文時代層とローム

層の堆積が確認されたが、遺構や遺物は確認され

なかった。バスロータリーの造成に伴い大規模に

削平され、縄文時代以降の堆積層が失われたもの

と考えられる。

調査の結果から、縄文時代以前の堆積層は確認

されたものの遺構・遺物は確認されず、当該地に

おける埋蔵文化財の密度は薄いものと考えられ

る。

6 層：	黄褐色土。粘性強い。堆積密。ソフトロー

	 ム。４層よりやや白色味を呈する。

7 層：	黄褐色土。堆積粗い。ハードローム。橙	

	 色スコリアと黒色スコリアを中量含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下 45cm の１層までは近現

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 15 日（金）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 加藤大二郎

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 御屋敷Ｂ遺跡（No.157）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 弥生時代（末）～古墳時代（前・

	 後期）、奈良時代、平安時代、		

	 中世、近世

（4）立地	 小出川東側沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、神明大神宮の南西側

に隣接し、調査地点の標高は約 6.2m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲外に 2.0m × 2.0m の調

査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は

機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の

観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地西側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性あり。砕石	

	 多く含む。

2 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性あり。ロー	

	 ムブロック含む。

3 層：	黄褐色土。しまり強い。粘性あり。二次	

	 堆積ローム主体の盛土。

4 層：	暗灰褐色土。しまり弱い。粘性弱い。宝	

	 永パミス含む。ビニールゴミ含む。

5 層：	暗灰褐色土。しまり弱い。粘性弱い。宝	

	 永パミス少量含む。ゴミ含まず。耕作土	

	 か。

6 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。スコ	

	 リア含まず。古代～中世層か。遺物含む。

５－１９　茅ヶ崎市円蔵字御屋敷 2320 番 1、2321 番 2
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表 1　出土遺物集計表

第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

2 層 土師器 坏 1 9.0
須恵器 甕 1 37.2
磁器 碗 1 1.9

6 層 土師器 1 0.6
合計 4 48.7

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

BM±0.0m
1

2

3

4

5

6

6

7

北東壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

7 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性弱い。	

	 砂質強い。湧水する。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器（もしくは土師質土器）、須		

	 恵器、磁器

（2）調査所見
本地点は御屋敷Ｂ遺跡の中でも中世館跡が存在

していた可能性が高いエリアに位置していること

から、遺跡の情報を得るために事業者の協力を得

て試掘・確認調査を実施した。

調査の結果、地表から約 80cm まではビニール

ゴミ等を含む盛土であり、それ以下にゴミ等を含

まない宝永火山灰・軽石を含む 5 層、宝永火山灰・

軽石を含まない 6 層、無遺物層と思われる 7 層

が堆積していた。また、7 層においては湧水した。

6、7 層の境界は平坦でないが、遺構とは判断で

きない。5 層、6 層、7 層は周辺の同時期の堆積

土と比較してやや堆積の緻密さが弱いように思わ

れた。7 層で湧水することから、地中の水分量の

多い地点である可能性は高い。微量であるが、遺

物を確認することができた。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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写真 1　調査地点近景（西から） 写真 2　調査区設定状況（南西から）

写真 3　完掘状況（南西から） 写真 4　北東壁土層堆積状況

写真 5　出土遺物

5 －１９　茅ヶ崎市円蔵字御屋敷 2320 番 1、2321 番 2（御屋敷Ｂ遺跡No.157）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 16 日（金）

２　調 査 目 的	 工場新設工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 36.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 小井戸遺跡（No.185）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代

（4）立地	 小出川東側沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、株式会社東海カーボ

ン茅ケ崎工場の敷地内に位置する。調査地点の標

高は約 5.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地において、南西部に 1.5m × 4.0m

の調査区を 1 箇所、南側と中央部南側に 2.0m ×

1.0m の調査区を 2 箇所、計３箇所設定して調査

を実施した。調査区はそれぞれ必要に応じて拡張

している。掘削は機械と人力を併用した。掘削後、

遺構平面分布状況の確認、土層堆積状況の観察を

行い、記録は遺構平面分布図及び土層断面図の作

成と写真記録とした。また、調査区の位置につい

ては簡易測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。

なお、標高については、事業地内に所在する測量

鋲を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：コンクリートガラ。

2 層：	コンクリート。

3 層：	下砂。

4 層：	暗黄褐色土。コンクリートとレンガを多	

	 量に含む。埋土。

5 層：	暗黄褐色土。しまり強い。粘性あり。宝	

	 永パミス・スコリアを少量含む。攪乱さ	

	 れている。

6 層：	暗黄褐色土。しまり強い。粘性強い。土	

	 粒細かい。橙色スコリアを少量含む。遺	

	 構覆土の可能性あり。

５－２０　茅ヶ崎市円蔵 370番地

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 4図　調査区配置図（1/600）

第 5図　TP1 土層断面図①（1/40）
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5 －２０　茅ヶ崎市円蔵 370 番地（小井戸遺跡No.185）
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第 6図　TP1 土層断面図②（1/40）
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表 1　出土遺物集計表

第 7図　TP2 遺構平面分布図及びエレベーション図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP2
6 ～ 8 層 土師器 2 2.4

土師器 甕 1 19.9
礫 1 7.1

合計 4 29.4

BM±0.0m BA

BA

アチソン炉
1ｍ0

0.0m

1.0m

0.5m

包含層或いは遺構覆土の残存が確認された。４層

から出土した土師器片は、その胎土から古墳時代

の遺物であると推測される。付近での古墳時代の

痕跡は数少ないため、貴重な資料であった。ま

た、TP2 ではアチソン炉の下部構造体であるアー

チ状の送風抗が形状を維持したまま確認されてお

り、茅ヶ崎市の近代化を考えるうえで重要な遺構

であった。

なお、本調査は、本書報告の 5-15（P.61 ～

68）の結果を受け、発掘調査の範囲を確定する

ために行ったものである。そのため、試掘・確認

調査の費用は事業者の負担により調査を実施し

た。本地点については、令和 5 年度に小井戸遺

跡第 14 次調査として記録保存を目的とした発掘

調査を実施している。

7 層：	暗黄褐色土。橙色スコリア少量含む。3	

	 層がやや酸化したもの。古墳時代の土師	

	 器出土。遺構覆土の可能性あり。

8 層：	黄褐色土。しまり強く硬い。土粒細かい。

	 4 層に似るが、橙色スコリアを含まない。

	 斑に酸化する。遺構覆土の可能性あり。

9 層：	黄褐色砂質土。しまり強い。粘性弱い。	

	 無遺物層。地山。砂分強い。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：アチソン炉（電気式カーボン炉）

出土遺物：なし

〈TP2〉

発見遺構：アチソン炉（電気式カーボン炉）

出土遺物：土師器、礫

〈TP3〉

発見遺構：アチソン炉（電気式カーボン炉）

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下 100cm 付近まではレンガ

を多量に含む昭和時代の工場にともなう埋土で

あった。それ以下では部分的に古代～中世の遺物

5 －２０　茅ヶ崎市円蔵 370 番地（小井戸遺跡No.185）
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写真 1　TP1 設定状況（北から） 写真 2　TP1 完掘状況（南東から）

写真 4　TP1 北側西壁土層堆積状況

写真 5　TP1 北壁土層堆積状況写真 3　TP1 完掘状況（南から）

写真 6　TP2 設定状況（北から） 写真 7　カーボン炉確認状況（南から）
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写真 10　出土遺物

写真 8　TP3 設定状況（北から） 写真 9　TP3 完掘状況（南から）

5 －２０　茅ヶ崎市円蔵 370 番地（小井戸遺跡No.185）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 20 日（火）

２　調 査 目 的	 資材置き場整備

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 堤貝塚（十二天Ａ遺跡）（No.8）

（2）種別	 貝塚、集落跡、遺物散布地

（3）時代	 縄文時代（中・後期）、奈良時代、

	 平安時代

（4）立地	 台地南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、県指定史跡『堤貝塚』

から北西側約 320m の場所に位置する。調査以

前は畑地として利用されており、調査地点の標高

は約 16.8m を測る。

７　調査の方法
事業計画地に 2.0m × 2.0m の調査区を 1 箇所

設定して調査を実施した。掘削は人力で行った。

完了後、土層堆積状況の観察を行い、記録は土層

断面図の作成と写真記録とした。また、調査区の

位置については簡易測量を行い、事業計画図に落

とし込んだ。なお、標高については、事業地東側

道路に所在する汚水マンホール蓋を仮原点として

測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりなし。粘性なし。土粒	

	 細かい。土師器片を含む。近現代の耕作	

	 土で客土。

2 層：	暗黄褐色土。しまりなし。粘性ややあり。

	 ロームブロックを 50％含む。客土。

3 層：	明黄灰色土。しまり極めて強い。粘性極	

	 めて強い。転圧によりしまる。アスファ	

	 ルト・コンクリートガラ・近世陶磁器を	

	 含む。礫を 20％含む。客土。

4 層：	黄褐色土。しまり強い。粘性極めて強い。

	 客土。ハードロームブロック主体。コン	

	 クリートガラを含まない。

５－２１　茅ヶ崎市堤字南谷 2468-12、2469-6
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第 4図　調査区配置図（1/300）

第 5図　土層断面図（1/40）

10ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

用 水 路
用 水 路

BM±0.0m

1

2

4

3

5

北壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

5 －２１　茅ヶ崎市堤字南谷 2468-12、2469-6（堤貝塚（十二天Ａ遺跡）No.8）
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写真 1　調査区設定状況（南から）

写真 4　出土遺物写真 3　北壁下部土層堆積状況

写真 2　完掘状況（南から）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―
2 ～ 4 層 土師器 甕 1 0.8

陶器 1 8.6
磁器 1 6.0

合計 3 15.4

5 層：	にぶい暗灰色土。しまり強い。粘性強い。

	 土粒細かい。上面に木の枝を敷き詰めて	

	 いる。湧水著しい。腐植物を含む。田床。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、陶器、磁器

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 170cm までは近現代の

耕作土であり、中でも表土下 50cm からはコン

クリートガラやアスファルト片などの顕著な混入

が確認できた。それ以下では田床とみられる本来

の堆積土が確認されたが、北側に隣接する用水路

の影響を受けてか湧水が著しかった。田床上面に

木の枝を敷き詰めているのは、水田を畑地に転用

するために行われたものと考えられる。

以上、当該地においては希薄ながらも埋蔵文化

財が確認された。
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 26 日（月）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 東ノ町遺跡（No.195）

（2）種別	 集落跡、遺物散布地

（3）時代	 古代、奈良時代、平安時代、中	

	 世、近世、近代

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部東側、茅ヶ崎市立室田

小学校から南東側に約 240m の場所に位置して

いる。調査以前は宅地が複数棟建っており、調査

地点の標高は約 8.2m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削完了後、土層堆積状況

の観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記

録とした。また、調査区の位置については簡易測

量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標

高については、事業地西側道路に所在する市境界

標を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	灰黄褐色土。堆積粗い。礫を多く含む。	

	 宝永パミス・スコリアを含む。客土。

2 層：	灰黄褐色土。宝永パミス・スコリアを多	

	 量に含む。転圧を受けている。近代の陶	

	 磁器を含む。客土。

3 層：	灰黄褐色砂質土。２層をベースに暗褐灰	

	 色土（橙色スコリアを多く含む、本来の	

	 古代包含層）を斑に含む。近世の土製品	

	 と近代の陶磁器を含む。埋土。

4 層：	褐色砂。しまりなし。粘性なし。全体に	

	 酸化し斑に赤褐色を呈する。自然堆積の	

	 無遺物層。地山。

５－２２　茅ヶ崎市室田一丁目 88番 1、4、5、6、7、8
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表 1　出土遺物集計表

第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）
－ 一括 土製品 2 30.3

合計 2 30.3

10ｍ0

TPTP 建物
範囲
建物
範囲

建物
範囲
建物
範囲

建物
範囲
建物
範囲

BM（市境界標）BM（市境界標）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

建物範囲建物範囲

建物範囲建物範囲

BM±0.0m 1

2

3

4

5

東壁

0.0m

1.0m

0.5m

5 層：	褐色砂。しまり粘性なし。酸化はしてい	

	 ないが、湧水著しい。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土製品

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 80cm の３層までは近

現代の攪乱であり、宝永パミス・スコリアが攪拌

された状態で確認され、近世の土製品も出土した。

3 層以下では、本来の自然堆積層である無遺物の

砂層が確認された。４層全体が酸化していること

から、一定期間帯水していたものと推測される。

５層の湧水は著しく、２インチのポンプでも排水

が間に合わない状況であった。
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写真 3　完掘状況（西から）

写真 5　出土遺物

写真 4　東壁土層堆積状況

写真 2　調査区設定状況（西から）写真 1　調査地点近景（西から）

5 －２２　茅ヶ崎市室田一丁目 88番 1、4、5、6、7、8（東ノ町遺跡No.195）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 6 月 26 日（月）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 東遺跡（No.24）

（2）種別	 集落跡、遺物散布地

（3）時代	 弥生時代、古墳時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘間凹地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北西部、茅ヶ崎市立香川小学

校から北東側約 500m の場所に位置する。調査

以前は宅地として利用されており、調査地点の標

高は約 8.2m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地南側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	褐灰色土。建物解体時の埋土。コンクリー

	 トガラ含む。

2 層：	にぶい褐灰色砂質土。１層に比べ土粒均	

	 一だが、ゴミを含む。埋土。

3 層：	暗褐灰色土。粘性強い。ガラと酸化粒が	

	 シモフリ状に混ざる。発生土による埋土。

4 層：	暗褐灰色土。粘性なし。全体に酸化し、	

	 上部は硬化する。酸化粒多量に含む。部	

	 分的にやや砂質味を帯びる。腐植物を含	

	 む。低湿性の土。湧水する。自然堆積層。

	 地山層。

5 層：	暗褐灰色土。4 層土の酸化が少ないもの。

５－２３　茅ヶ崎市香川二丁目 1585 番 8
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第 4図　調査区配置図（1/100）

第 5図　土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

BM±0.0m

1

2 2

3

4

5

6

東壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―
3 層 土師器 坏 1 7.2

土師器 甕 2 12.7
合計 3 19.9

	 湧水著しい。

6 層：	にぶい黄褐色砂。堆積密。全体に酸化す	

	 る。土粒細かい。自然堆積層。地山層。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器

（2）調査所見
調査の結果、地表下 70cm までは近現代の埋

土であったが、それ以下では本来の自然堆積層が

確認された。腐植物を含む湿地性の４、5 層の直

下には砂丘に由来する砂質味の強い 6 層の堆積

がみられた。４層から徐々に湧水し、6 層になる

と１インチポンプでは湧水に対応できないほどで

あった。遺物は土師器片が出土したが、いずれも

発生土による埋土である１～３層土中より出土し

たものである。砂丘間凹地の低湿地に位置するも

のと推測される。

5 －２３　茅ヶ崎市香川二丁目 1585 番 8（東遺跡No.24）
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写真 4　西壁土層堆積状況写真 3　完掘状況（東から）

写真 5　出土遺物

写真 1　調査地点近景（南西から） 写真 2　調査区設定状況（南から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 7 月 3 日（月）

２　調 査 目 的	 工場新設工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 14.25㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 小井戸遺跡（No.185）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代

（4）立地	 小出川東側沖積微高地

６　調査地点
本地点は　茅ヶ崎市央部、株式会社東海カーボ

ン茅ケ崎工場の敷地内に位置する。調査地点の標

高は約 5.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地に 1.5m × 3.0m の調査区を 1 箇所、

1.5m × 6.5m の調査区を 1 箇所、計 2 箇所設定

して調査を実施した。掘削は機械と人力を併用し

た。掘削後、遺構平面分布状況の確認、土層堆積

状況の観察を行い、記録は遺構平面分布図及び土

層断面図の作成と写真記録とした。また、調査区

の位置については簡易測量を行い、事業計画図に

落とし込んだ。なお、標高については、事業計画

範囲南西側の測量鋲を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりなし。レンガ・ガラ多	

	 く含む。埋土。

2 層：	暗褐色土。埋土。しまりあり。粘性なし。

	 黄褐色砂を斑に含む。

3 層：	基本土層の 2 層が転圧を受けたもの。

4 層：	青灰色土。しまり極めて強い。粘性極め

て強い。基本土層の 2 層が変色したも    

のか。

5 層：	黄褐色砂質土。しまりあり。粘性ややあ	

	 り。土粒細かく均質。金雲母多い。自然	

	 堆積の無遺物層。地山か。

５－２４　茅ヶ崎市円蔵 370番地
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第 4図　調査区配置図（1/600）

20ｍ0BM（測量鋲）BM（測量鋲）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

建物範囲建物範囲

建物範囲建物範囲

建物

範囲

建物

範囲

建物

範囲

建物

範囲

5-15
TP1
5-15
TP1

5-15
TP6
5-15
TP6 5-15

TP3
5-15
TP3

5-15
TP5
5-15
TP5

TP2TP2

5-15
TP2
5-15
TP2

TP1（破線は拡張範囲）TP1（破線は拡張範囲）

5-20
TP1
5-20
TP1

5-20
TP3
5-20
TP3

5-20
TP2
5-20
TP2

5-15
TP4
5-15
TP4

（2）遺構覆土
〈1 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。土粒	

	 均質。橙色スコリア含む。水分量多い。	

	 土師器大片含む。

2 層：	暗褐色粘質土。同遺構の 1 層より粘性		

	 増す。やや酸化する。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：溝状遺構、アチソン炉

出土遺物：土師器、須恵器

〈TP2〉

発見遺構：アチソン炉

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、部分的に近代の工場に伴う掘削に

より攪乱されているが地表下約 140cm 以下では、

古代の遺物を包含する遺構の残存が確認できた。

出土遺物は奈良・平安時代の土師器が主体である

が、古墳時代の土師器も少数含まれている。近代

の工場に伴う構築物や掘削により深くまで削平を

受ける部分は多いが、本来の堆積土が部分的に残

存している様子も確認できたため、工場に伴う構
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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1.0m

0.5m

0.0m

1.0m

0.5m

…レンガ残存範囲

C D

C B

A

BC

D

コンクリートコンクリート

BM±0.0m

1

4 3

根石か

レンガ

土留め板か

BA

5 －２４　茅ヶ崎市円蔵 370 番地（小井戸遺跡No.185）
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写真 1　出土遺物

第 6図　TP2 遺構平面分布図及びエレベーション図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

1 ～ 2 層 土師器 3 4.7
土師器 甕 2 11.9
須恵器 甕 1 10.2

P-1 土師器 坏 1 9.4
1 号溝状遺構 土師器 甕 1 11.0

合計 8 47.2

BM±0.0m A B

アーチ構造部分炉穴か

1ｍ0

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

BA

…レンガ残存範囲

築物の下にも掘り込みの深い遺構は残存している

ものと推測される。また、耐火レンガを多用した

近現代のアチソン炉に伴う下部構造体が良好に残

存していることは、茅ヶ崎市の近代史にとって重

要な情報を得られるといえる。

なお、本調査は、本書報告の 5-15（P.61 ～

68）と 5-20（P.82 ～ 87）の結果を受け、発掘

調査の範囲を確定するために行ったものである。

そのため、試掘・確認調査の費用は事業主の負担

により調査を実施した。計 3 回試掘・確認調査

の結果を受け、本事業に関しては令和 5 年度に

近代～古代を対象とした小井戸遺跡第 14 次調査

を実施した。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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写真 6　TP1 西壁土層堆積状況

写真 2　TP1 設定状況（北から） 写真 3　TP1 レンガ確認状況（北から）

写真 4　TP1 拡張部意向確認状況（東から） 写真 5　TP1 完掘状況（北西から）

写真 7　TP2 完掘状況（西から）

写真 8　TP2 アチソン路構造確認状況（南から）

5 －２４　茅ヶ崎市円蔵 370 番地（小井戸遺跡No.185）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 7 月 6 日（木）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 1.3㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 大屋敷Ｂ遺跡（No.189）

（2）種別	 集落跡、遺物散布地

（3）時代	 弥生時代（後期）、古墳時代（前

	 期）、奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部北西側、茅ケ崎警察署

西久保駐在所から南西側約 160m の場所に位置

し、調査地点の標高は約 6.3m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の地盤改良工事範囲で 1.0 ｍ× 1.3

ｍの調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。

掘削は人力で行った。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地西側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりなし。粘性ややあり。	

	 コンクリート、ロームブロックを含む。

2 層：	暗褐色土。しまり粘性なし。砂、ガラ、	

	 砂利などの解体に伴うゴミを多く含む。

3 層：	暗黄褐色土。強くしまり硬い。ロームブ	

	 ロック、黒色土を主体とする。転圧を受	

	 ける。埋土。

4 層：	暗褐色土。しまりなし。ガラ・ビニール	

	 ゴミを多く含む。瓦・建材を含む。木の	

	 根が多い。

5 層：	暗褐色土。しまり弱い。粘性なし。宝永	

	 パミス、スコリアを含む。近世の耕作土。

５－２５　茅ヶ崎市西久保字大屋敷 753-1 の一部

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

調査対象範囲調査対象範囲

BM±0.0m BM±0.0m
1

2

3

4

5

6

7

3

1

4

5

6

7

東壁 北壁
0.0m

1.0m

0.5m

0.0m

1.0m

0.5m

5 －２５　茅ヶ崎市西久保字大屋敷 753-1 の一部（大屋敷Ｂ遺跡No.189）
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写真 1　調査地点近景（西から）

写真 5　調査作業風景（南東から）

写真 3　完掘状況（西から）

写真 2　調査区設定状況（西から）

写真 4　北壁土層堆積状況

6 層：	暗褐色土。しまり強く、粘性あり。土粒	

	 細かく、堆積密。橙色スコリアを少量含	

	 む。古代の遺物包含層。

7 層：	黄褐色土。しまり極めて強い。粘性極め	

	 て強い。橙色スコリア、白色パミスをわ	

	 ずかに含む。砂を少量含む。地山。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、調査区内は地表下 100cm まで近

現代の埋土であったが、壁面で本来の土層堆積

状況を確認できた。壁面の観察からは、地表下

50cm 付近まで建物解体工事に伴うガラ混じりの

埋土であったが、それ以下では近世層～無遺物層

（地山層）までが残存している様子が確認された。

いずれも水平に近い堆積層であり、遺構は確認さ

れなかった。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 7 月 7 日（金）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 3.4㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 大屋敷Ａ遺跡（No.188）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 古代、奈良時代、平安時代、中	

	 世、近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立浜

之郷小学校から東に約 300m の場所に位置する。

調査以前は宅地造成工事後の更地であり、調査地

点の標高は約 5.4m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の地盤改良工事予定範囲に 0.8m ×

4.2m の調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。

掘削は機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積

状況の観察を行い、記録は土層柱状図の作成と写

真記録とした。また、調査区の位置については簡

易測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、

標高については、事業地北西側道路に所在する汚

水マンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりなし。粘性なし。細か	

	 い建材やコンクリートガラを含む。表土。

2 層：	暗灰褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。

	 ソイルセメントが混じる。細かいアス		

	 ファルト片・コンクリートガラを含む。	

	 ソイルセメントにより、硬く硬化する。	

	 客土。

3 層：	擁壁のコンクリート基礎。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器

５－２６　茅ヶ崎市西久保字大屋敷 605番 14、15
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層柱状図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

10ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）
－ 1 層 土師器 甕 1 7.1

合計 1 7.1

BM±0.0m

BM±0.0m

1 2 4

溝
1
-
1

溝
1
-
2

溝1-3

5 6

1

2

3

2

4

溝1-1

溝1-2
5

6

3

6

西
壁

1号ピット

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 100cm までは全て客土

であり、遺構は確認されなかった。客土である 2

層は、ソイルセメントを多量に含むことから極め

て強く硬化していた。なお、表土である 1 層か

らは土師器細片が出土した。

当該地は宅地造成工事の際に新設道路部分にお

いて、令和 3 年度に発掘調査（大屋敷Ａ遺跡第

10 次調査）を実施しており、古墳時代後期から

近世に至るまで数多の埋蔵文化財が確認されてい

る。当該地に隣接する部分では井戸跡や溝状遺構、

畝状遺構が確認されているが、大規模な土取りの

痕跡と考えられる攪乱も確認されている。今回の

調査区で確認された客土は、宅地造成工事の際に

設置された擁壁に伴うものであると推測されるた

め、当該地において埋蔵文化財が展開しているか

どうかを確かめることはできなかった。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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写真 1　調査区設定状況（北東から） 写真 2　完掘状況（北東から）

写真 3　南西壁土層堆積状況 写真 4　出土遺物

5 －２６　茅ヶ崎市西久保字大屋敷 605 番 14、15（大屋敷Ａ遺跡No.188）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 7 月 7 日（金）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.72㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 大屋敷Ａ遺跡（No.188）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 古代、奈良時代、平安時代、中	

	 世、近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立浜之

郷小学校から東に約 300m の場所に位置してい

る。調査以前は宅地造成工事後の更地であり、調

査地点の標高は約 5.4m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の地盤改良工事予定範囲に 0.8m ×

2.4m と 0.8 ｍ× 3.5 ｍの調査区を計 2 箇所設定

して調査を実施した。掘削は機械と人力を併用し

た。掘削完了後、土層堆積状況の観察を行い、記

録は土層柱状図の作成と写真記録とした。また、

調査区の位置については簡易測量を行い、事業計

画図に落とし込んだ。なお、標高については、事

業地北西側道路に所在する汚水マンホール蓋を仮

原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりなし。粘性なし。コン	

	 クリートガラを含む。表土。

2 層：	暗灰褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。

	 ソイルセメントが混じる。細かいアス		

	 ファルト片・コンクリートガラを含む。	

	 ソイルセメントにより硬化する。客土。

3 層：	擁壁のコンクリート基礎。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器

５－２７　茅ヶ崎市西久保字大屋敷 605番 16、17
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層柱状図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

10ｍ0

TP2TP2

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

TP1TP1

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）
－ 1 層 土師器 坏 1 4.2

合計 1 4.2

BM±0.0m
1

2

3

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 100cm までは全て客土

であり、遺構は確認されなかった。客土である 2

層は、ソイルセメントを多量に含むことから極め

て強く硬化していた。なお、表土である 1 層か

らは土師器細片が出土した。

当該地は宅地造成工事の際に新設道路部分にお

いて、令和 3 年度に発掘調査（大屋敷Ａ遺跡第

10 次調査）を実施しており、古墳時代後期から

近世に至るまで数多の埋蔵文化財が確認されてい

る。当該地に隣接する部分では井戸跡や溝状遺構、

畝状遺構が確認されているが、大規模な土取りの

痕跡と考えられる攪乱も確認されている。今回の

調査区で確認された客土は、宅地造成工事の際に

設置された擁壁に伴うものであると推測されるた

め、当該地において埋蔵文化財が展開しているか

どうかを確かめることはできなかった。

5 －２７　茅ヶ崎市西久保字大屋敷 605 番 16、17（大屋敷Ａ遺跡No.188）
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写真 2　TP1 設定状況（南西から）写真 1　調査地点近景（南西から）

写真 3　TP1 完掘状況（南西から） 写真 4　TP1 北東壁土層堆積状況

写真 6　TP2 北東壁土層堆積状況写真 5　TP2 完掘状況（南西から）

写真 7　出土遺物

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 7 月 13 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 本社Ｂ遺跡（No.181）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 自然堤防地形

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立鶴

嶺中学校から東側に約 100m の場所に位置する。

調査以前は畑地として利用されており、調査地点

の標高は約 5.8m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路部分において、範囲内に

2.0m × 2.0m の調査区を 2 箇所設定して調査を

実施した。掘削は機械と人力を併用した。掘削後、

遺構平面分布状況の確認、土層堆積状況の観察を

行い、記録は遺構平面分布図及び土層断面図の作

成と写真記録とした。また、調査区の位置につい

ては簡易測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。

なお、標高については、事業地南側道路に所在す

る汚水マンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	明褐色土。近現代の耕作土。宝永パミス、

	 スコリアを 30％含む。転圧によりしま		

	 る。土師器片、コンクリートを含む。表土。

2 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。土粒	

	 細かい。橙色スコリア、炭化物を少量含	

	 む。土師器片、須恵器片を含む。古代～	

	 中世の遺物包含層。

3 層：	明褐色土。しまり強い。粘性あり。黄褐	

	 色土（地山）主体。無遺物層であり、地	

	 山漸移層か。

５－２８　茅ヶ崎市浜之郷字本社 348番 8ほか 1筆及び	 	
	 366 番 1の一部
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第 4図　調査区配置図（1/500）

20ｍ0

TP2TP2

新
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（2）遺構覆土
〈1 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色土。基本土層の 2 層を主体とす		

	 るが、橙色スコリア極めて少ない。基本	

	 土層の 3 層を極少量含むため、色調明		

	 るい。土粒細かく均一。土師器含む。

2 層：	暗褐色土。同遺構の 1 層に似るが、基

	 本土層の 3 層は含まない。遺物なし。		

	 白色スコリアを少量含む。

3 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。土師	

	 器片、須恵器片、炭化物を多く含む。基	

	 本土層の 2 層を主体とする。色調暗く、	

	 水分量やや多い。

〈1 号土坑〉

1 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。基本	

	 土層の 2 層を主体に炭化物を少量含む。	

	 土師器片、須恵器片含む。土粒細かいが、

	 やや均一さにかける。水分量多い。

〈1 号ピット〉

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性強い。土粒	

	 粗い。基本土層の 2 層が主体。橙色ス		

	 コリアを少量含む。

2 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。白色	

	 パミス多く、橙色スコリア少ない。古		

	 手の土師器を含む。同遺構の 1 層に基		

	 本土層の 3 層を多く含んだもの。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査

- 112 -



第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

表土 土師器 12 11.2
土師器 坏 5 14.7
土師器 甕 3 11.2

須恵器 1 1.0
須恵器 坏 3 13.0

礫 1 1.8
2 層 土師器 32 46.4

土師器 坏 7 23.0
土師器 甕 13 52.6
土師器 皿 1 5.0
須恵器 坏 1 7.5

陶器 1 8.6
1 号溝状遺構 土師器 坏 1 7.4

土師器 甕 5 31.6
1 号ピット 土師器 甕 2 15.7
P-1 陶器 甕 1 37.6

TP2

表土 土師器 11 13.4
土師器  坏 2 5.9
土師器 甕 4 17.9
須恵器 甕 1 1.7

礫 3 13.1
軽石 1 4.7

2 層 土師器 14 16.0
土師器 坏 2 4.3
土師器 甕 6 27.8
須恵器 甕 1 15.3

陶器 2 19.4
瓦器 1 6.7
礫 1 8.6

1 号竪穴状遺構 土師器 甕 1 29.1
2 号ピット 土師器 1 1.0

炭化物 1 0.2
3 号ピット 土師器 1 0.3

合計 141 473.7

〈1 号竪穴状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性弱い。橙色	

	 スコリア、炭化物を含む。黒色スコリア	

	 極少量含む。基本土層の 3 層わずかに		

	 含む。土師器片含む。

〈2 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。土粒	

	 細かく均一。橙色スコリア少量含む。土	

	 師器片含む。

〈5、6 号ピット〉

1 層：	灰褐色土。しまりなし。粘性なし。ガラ	

	 を含まない。宝永パミス・スコリアを多	

	 く含む。耕作痕か。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：溝状遺構、土坑、ピット

出土遺物：土師器、須恵器、陶器、礫

〈TP2〉

発見遺構：竪穴状遺構、溝状遺構、ピット

出土遺物：土師器、須恵器、陶器、瓦器、礫、	

	 軽石

（2）調査所見
調査の結果、地表下 30 ～ 40cm までが表土（近

現代の耕作土）であり、それ以下では堆積層が良

好に残存していた。近現代の耕作による攪乱も少

なく、近世の耕作痕と考えられるピット状の掘り

込みをはじめ、古代～中世と推測される竪穴状遺

構や溝状遺構、土坑、ピットが確認された。包含

層からの出土遺物も多く、土師器が主体を占めて

いるが須恵器・灰釉陶器・陶器も少量含まれてい

る。遺構の分布密度も高く、無遺物層である地山

漸移層は遺構と遺構の隙間で確認されたのみであ

る。なお、TP1 の 1 号土坑は覆土中に含まれる

炭化物の量が極めて多く、直径 1cm 以下の細か

な炭化物が全体にまんべんなく含まれており、部

分的に焼土の可能性のある橙色粒子が極小量混入

していた。

なお、本地点においては記録保存を目的として

令和 5 年度に本社Ｂ遺跡第 9 次調査を実施した。
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写真 1　調査地点近景（南東から）

写真 3　TP1 遺構確認状況（東から） 写真 4　TP1 完掘状況（西から）

写真 2　TP1 設定状況（北から）

写真 5　TP1 東壁土層堆積状況 写真 6　TP2 設定状況（南から）

写真 7　TP2 近世遺構検出状況（西から） 写真 8　TP2 近世以降完掘状況（西から）

5 －２８　茅ヶ崎市浜之郷字本社 348 番 8ほか 1筆及び 366 番 1の一部（本社Ｂ遺跡No.181）
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写真 9　TP2 完掘状況（北から） 写真 10　TP2 南壁土層堆積状況

写真 11　出土遺物
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 7 月 19 日（水）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 加藤大二郎

４　調 査 面 積	 6.4㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 前田Ａ遺跡（No.71）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部北西側、茅ヶ崎市立松

林小学校から南東側約 140m の場所に位置する。

調査以前は畑地として利用されており、調査地点

の標高は約 10.7m を測る。

７　調査の方法
本書報告の 5-16（P.69-72）で実施した試掘・

確認調査の TP2 を拡張する形で調査区を設定し

て調査を実施した。掘削は機械と人力を併用した。

掘削後、土層堆積状況の観察を行い、記録は土層

断面図の作成と写真記録とした。また、調査区の

位置については簡易測量を行い、事業計画図に落

とし込んだ。なお、標高については、事業地南西

側道路に所在する汚水マンホール蓋を仮原点とし

て測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	褐灰色土。しまり弱い。粘性弱い。根多	

	 く含む。

2 層：攪乱。

3 層：	褐灰色土。しまりあり。粘性弱い。宝永	

	 パミス含む。

4 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性弱い。	

	 遺物ほぼ含まない。

5 層：	暗黄褐色砂質土。やや明るい黄褐色砂質	

	 土。

6 層：	暗褐色砂質土。しまりやや強い。粘性弱	

	 い。4 層に似る。

５－２９　茅ヶ崎市菱沼二丁目 1251 番 2、5、7、1252 番
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第 4図　調査区配置図（1/400）

表 1　出土遺物集計表

A
B

C

10ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

新設道路新設道路

5-16
TP1
5-16
TP1

5-16
TP2
5-16
TP2

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

7 層 土師器 9 10.9
土師器 坏 5 13.1
土師器 甕 2 6.9
須恵器 坏 1 3.7
灰釉陶器 1 2.0

灰釉陶器 埦 1 17.8
合計 19 54.4

7 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。粘性弱いが	

	 あり。橙色スコリア含む。

8 層：	黒褐色砂質土。しまり強い。粘性強い。	

	 脱色したスコリアを多く含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、須恵器、灰釉陶器

（2）調査所見
本調査は、事前に実施した試掘・確認調査（本

書報告 5-16）において、遺物量が少なく遺構が

確認されなかったものの略完形のかわらけが出土

したことから、土器出土位置周辺を拡張し、改め

て試掘・確認調査を実施したものである。

今回の調査において、出土したかわらけに対応

する中世から近世の土層と考えられる 4 層には

明確な掘り込みを確認することはできなかった。

古代相当層と考えられる 7 層の遺物出土量は前

回の調査とあわせても少なく、8 層以下は無遺物

層と考えられる。

以上、当該地については埋蔵文化財の密度が低

い状態を確認することができた。
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第 5図　SPA-SPB 土層断面図（1/40）

第 6図　SPB-SPC 土層断面図（1/40）
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写真 1　調査地点近景（南西から）

写真 3　完掘状況（北東から）

写真 5　SPB － SPC 土層堆積状況（北西から） 写真 6　SPB － SPC 東側土層堆積状況（北西から）

写真 4　SPA － SPB 土層堆積状況（北東から）

写真 2　調査区設定状況（北東から）

写真 7　出土遺物
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 7 月 19 日（水）

	 ～ 7 月 20 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 20.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 網久保Ｂ遺跡（No.90）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 弥生時代（後期）、古墳時代、		

	 奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地　	 砂丘上から砂丘間凹地に向けて	

	 下降傾斜する南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部東側、茅ヶ崎市立松

林中学校から南東側約 250m の場所に位置する。

調査以前は畑地として利用されており、調査地点

の標高は約 10.6m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路部分に 2.0m × 2.0m の

調査区を 5 箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布

状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は

遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地西側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層
〈TP1、2〉

1 層：	黄褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 土粒細かくパウダー状。近現代の耕作土。

2 層：	暗黄褐色砂質土。しまりややあり。粘性	

	 なし。黄褐色砂質土を多く含む。宝永火	

	 山灰少量含む。マーブル状。近現代の耕	

	 作土。土師器片多く含む。

3 層：	にぶい黄褐色砂質土。しまりあり。粘性	

５－３０　茅ヶ崎市松林一丁目 1543 番の一部外 3筆
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第 4図　調査区配置図（1/600）
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第 5図　TP1 土層断面図（1/40）

第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

BM±0.0m

1

2

3

5

6

7

8

9

10

北西壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

BM−2.0m

BM±0.0m

1号竪穴状遺構13層

11層

P-1A

A B

B

竪1-1

竪1-2

竪1-1

竪1-2

13

11

1

2

3

4

6

11

12

13

竪…竪穴状遺構

1ｍ0

北東壁
0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

0.0m

1.0m

0.5m

5 －３０　茅ヶ崎市松林一丁目 1543 番の一部外 3筆（網久保Ｂ遺跡No.90）

- 123 -



第 7図　TP3 土層柱状図（1/40）
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	 コリアを少量含む。近現代の耕作土。

2 層：	褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。宝	

	 永パミス、スコリアを多く含み、地山で	

	 ある黄褐色砂を少量含む。近世の耕作土。

3 層：	褐色砂質土。TP4、5 基本土層 2 層の宝	

	 永パミス、スコリアが少ない土。

4 層：	にぶい褐色砂質土。地山層に近いが、海	

	 成砂を中量含み、色調やや暗い。宝永パ	

	 ミス、スコリアを含まない。

5 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。	

	 橙色スコリア少量含む。色調やや明るい。

	 土師器、須恵器含む。古代の遺物包含層。

6 層：	暗灰褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。

	 TP4、5 基本土層 5 層より土師器、須恵	

	 器を多く含む。土粒やや細かい。古代の	

	 遺物包含層。

（2）遺構覆土
〈1 号竪穴状遺構〉

1 層：	灰褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 腐植物と土師器を少量含む。

2 層：	灰褐色砂質土。しまり強い。粘性弱い。	

	 橙色スコリア、白色スコリアを少量含む。

	 土師器多く含む。

	 なし。砂丘由来の地山である黄褐色砂を	

	 少量含む。宝永パミス・スコリアを含ま	

	 ない。遺物なし。撹拌された埋土。

4 層：	にぶい黄褐色砂質土。TP1、2 基本土層	

	 の 3 層に比べ、より地山砂を多く含む。

5 層：	暗黄褐色砂質土。本来の土が攪拌された	

	 埋土。TP1、2 基本土層の 2 層の暗褐色	

	 砂質土を多く含む。土の混ざり方は粗い	

	 斑状。土師器を多量に含む。

6 層：	暗黄褐色砂質土。TP1、2 基本土層の 5		

	 層に近いが、より多く宝永パミス、スコ	

	 リアを含む。地山砂の含有は少ない。

7 層：	暗黄褐色砂質土。しまり強い。宝永パミ	

	 ス、スコリアを多く含む。TP1、2 基本	

	 土層の 5 層に近いが黒色土のブロック		

	 を多く含み、ガラス片を含む。近現代の	

	 埋土。

8 層：	灰褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを多く含み、全体	

	 に混じる。腐植物を少量含む。土師器を	

	 少量含む。近世の遺物包含層。

9 層：	灰褐色砂質土。TP1、2 基本土層の 8 層	

	 の宝永パミス、スコリアが少ない土。土	

	 師器を極少量含む。

10層：黄褐色砂。しまり強い。粘性なし。土粒	

	 均一で細かい。無遺物層。地山層。

11層：暗褐色土。ロームブロック、ガラ、ゴミ	

	 等を含む。近現代の客土。

12層：黄褐色砂。地山である TP1、2 基本土層	

	 の 10 層が攪乱されたもの。

13層：暗褐色土。TP1、2 基本土層の 11 層に		

	 比べ大きなロームブロックを含む。

〈TP3〉

1 層：	黄褐色砂質土。砂主体の客土。宝永パミ	

	 ス、スコリアを極少量含む。

2 層：	暗黄褐色砂質土。砂主体の客土。ゴミは	

	 少なく、地山の黄褐色砂を多く含む。

3 層：	黒褐色土。大型のゴミや建材を含む客土。

	 ゴミの包含量が多く、腐臭がする。

〈TP4、5〉

1 層：	明暗褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。

	 土粒細かくパウダー状。宝永パミス、ス	
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第 8図　TP4 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 9図　TP5 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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第 10 図　実測遺物（1/3）

朱墨範囲

灰釉範囲

1

0 10
cm

(1/3)

〈2 号竪穴状遺構〉

1 層：	明褐色砂質土。しまり強く、硬化してい	

	 る。土粒粗い。橙色スコリア、炭化物を	

	 少量含む。土師器を多く含む。

〈3 号竪穴状遺構〉

1 層：	暗灰褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。

	 橙色スコリア少量含む。炭化物ごく少量	

	 含む。地山砂を斑に少量含む。

2 層：	焼土。粘性あり。土師器の甕片多い。炭	

	 化物多い。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、須恵器、磁器

〈TP2〉

発見遺構：竪穴状遺構

出土遺物：土師器、ロクロ土師器、須恵器、灰	

	 釉陶器、礫、軽石、建材

〈TP3〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、陶器、磁器、瓦、ガラス製	

	 品、礫

〈TP4〉

発見遺構：竪穴状遺構、ピット

出土遺物：土師器、須恵器、灰釉陶器

〈TP5〉

発見遺構：竪穴状遺構

出土遺物：土師器、ロクロ土師器、須恵器、灰	

	 釉陶器、磁器、鉄製品、礫

（2）調査所見
調査の結果、南側の新設道路部分（TP1 ～ 3）

では近現代に本来の堆積層が攪乱されていたが、

TP2 では部分的に古代層が残存しており、竪穴

状遺構の可能性が高い堆積層も確認された。北側

の新設道路部分（TP4、5）では本来の堆積土が

良好に残存しており、焼土範囲が目視でき住居址

の可能性もある竪穴状遺構が確認された。遺物の

残存状況も良く、接合できる甕などが一括で出土

している。

全体の傾向としては、南側の土地は砂丘間の下

降傾斜面に位置していることから、土取りや大規

模な埋土が行われ現況道路よりも土を高く盛った

ものとはいえ、遺構・遺物の残存状況は悪かった。

ただし、部分的に堆積層が残存している場所もあ

り、埋土からは本来の土に包含されていたと推測

される遺物が多量に出土する。北側は現況道路よ

りも低く、本来の砂丘の斜面を残しており、一部

（TP5）では土を入れて土地を水平にしているも

のの堆積層は良好に残存している。

第 10 図は灰釉陶器・碗の底部である。胎土は

緻密であり、少量の砂礫と白色粒含む。焼成は良

好であり、ロクロ成形で底部は回転糸切りと付け

高台を有する。全体的に擦痕があり、特に内面に

は朱墨痕を確認できる。また、土器の周囲を意図

的に欠いている。これらのことから、この灰釉陶

器は転用硯として使用されていたことがわかる。

以上、当該地においては埋蔵文化財が高い密度

で確認された。このため、本地点においては令和

5 年度において網久保Ｂ遺跡第 3 次調査を実施し

た。
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表 2　TP2 出土遺物集計表

表 4　TP4 出土遺物集計表表 1　TP1 出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP2

2 ～ 5 層 土師器 7 9.4
土師器 坏 26 155.2
土師器 甕 22 195.1

ロクロ土師器 1 6.0
須恵器 坏 1 3.5
須恵器 甕 3 85.1

灰釉陶器 皿 1 2.2
軽石 1 0.7

8 層以下 土師器 19 22.1
土師器 坏 30 160.4
土師器 甕 40 256.7

ロクロ土師器 1 8.7
須恵器 坏 2 114.0
須恵器 蓋 1 2.0
須恵器 甕 2 12.7

礫 1 26.9
建材 1 7.7
不明 1 2.2

P-1 須恵器 甕 2 81.1
合計 162 1,151.7

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

一括 土師器 22 21.0
土師器 坏 27 68.3
土師器 甕 12 69.0
須恵器 甕 1 13.5

礫 6 321.5
合計 68 493.3

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP4

一括 土師器 7 7.1
土師器 坏 3 12.0
土師器 甕 6 26.5
須恵器 甕 1 6.7

灰釉陶器 碗 1 1.3
P-1 土師器 甕 34 218.8

合計 52 272.4

表 3　TP3 出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP3

一括 土師器 2 2.4
土師器 甕 5 26.7

陶器 1 5.1
磁器 2 7.9
瓦 1 106.3

ガラス製品 2 88.0
礫 3 295.9

不明 1 13.8
合計 17 546.1

表 5　TP5 出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP5

包含層 土師器 73 82.6
土師器 坏 30 98.1
土師器 甕 48 198.6

ロクロ土師器 4 43.9
須恵器 1 1.1

須恵器 坏 5 20.9
須恵器 甕 3 16.9
灰釉陶器 2 5.1
鉄製品 1 3.9

礫 2 13.8
3 号竪穴状遺構 土師器 17 19.8

土師器 坏 13 50.3
土師器 甕 36 225.3

ロクロ土師器 1 8.9
須恵器 坏 2 4.0
灰釉陶器 3 98.7

礫 1 3.2
表採 磁器 1 9.0

合計 243 904.1
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写真 1　調査地点近景（西から） 写真 2　調査地点近景（西から）

写真 4　TP1 完掘状況（北東から）

写真 6　TP1 北西壁上部土層堆積状況

写真 8　TP2 遺構確認状況（北から）写真 7　TP2 設定状況（北から）

写真 5　TP1 北西壁土層堆積状況

写真 3　TP1 設定状況（北東から）
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写真 9　TP2 遺構確認状況（北西から）

写真 11　TP2 北東壁土層堆積状況

写真 13　TP3 設定状況（北から）

写真 10　TP2 完掘状況（南東から）

写真 12　TP2 北東壁下部土層堆積状況

写真 14　TP3 完掘状況（北西から）

写真 15　TP4 設定状況（北東から） 写真 16　TP4 完掘状況（南東から）

5 －３０　茅ヶ崎市松林一丁目 1543 番の一部外 3筆（網久保Ｂ遺跡No.90）

- 129 -



写真 17　TP4 北西壁土層堆積状況 写真 18　TP5 設定状況（北東から）

写真 19　TP5 遺構確認状況（南西から） 写真 20　TP5 完掘状況（南西から）

写真 21　TP5 北東壁土層堆積状況 写真 22　TP5 北東壁北側下部土層堆積状況

写真 23　TP5 北東壁南側下部土層堆積状況 写真 24　TP1 〜 3 出土遺物
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写真 25　TP4 〜 5 出土遺物 写真 26　実測遺物（第 10 図）

写真 27　出土遺物 1 写真 28　出土遺物 2

写真 30　出土遺物 4写真 29　出土遺物 3

写真 31　出土遺物 5
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 7 月 27 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 10.5㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 久保山Ａ遺跡（No.11）

（2）種別　	 遺物散布地

（3）時代　	 縄文時代（中後期）、歴史時代

（4）立地　	 高座丘陵

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、茅ヶ崎市小出小学校か

ら北西側約 1200m の場所に位置している。調査

以前は宅地として利用されており、調査地点の標

高は約 17.3m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路範囲に 1.5m × 4.0m の

調査区を 1 箇所、宅地範囲に既存建物を避ける

形で 1.5m × 3.0m の調査区を 1 箇所、計 2 箇所

設定して調査を実施した。掘削は機械と人力を併

用した。掘削後、遺構平面分布状況の確認、土層

堆積状況の観察を行い、記録は遺構平面分布図及

び土層断面図の作成と写真記録とした。また、調

査区の位置については簡易測量を行い、事業計画

図に落とし込んだ。なお、標高については、事業

地北西側に所在する消火栓蓋を仮原点として測量

した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。現在の表土。コンクリートガ	

	 ラ含む。

2 層：	暗黄褐色土。しまりあり。粘性なし。宝	

	 永パミス・スコリアを多く含む。磁器出	

	 土。近世の耕作土。

3 層：	基本土層の 2 層が酸化し、橙色粒を含		

	 むもの。

4 層：	にぶい暗黄褐色土。しまり強い。粘性あ	

	 り。古代～中世の層。酸化粒・土師器含	

	 む。細かいローム粒含む。

５－３１　茅ヶ崎市芹沢字久保山 2494 番
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第 4図　調査区配置図（1/500）

20ｍ0

新
設
道
路

新
設
道
路

事業計画地事業計画地

TP1TP1

TP2TP2

※BMは事業地から北西側約50m地点に所在する
　防火水槽脇の消火栓天端とする。
※BMは事業地から北西側約50m地点に所在する
　防火水槽脇の消火栓天端とする。

5 層：	にぶい暗黄褐色土。しまり強い。粘性強	

	 い。基本土層の 3 層より酸化強い。縄		

	 文土器含む。古代～中世の層。

6 層：	暗褐色土。しまりなし。近現代の掘り込	

	 み（井戸水の塩ビ管）。

7 層：	暗褐灰色土。しまりなし。粘性強い。宝	

	 永パミス、スコリア多く含む。近世～近	

	 代の埋め土。

8 層：	暗オリーブ色粘性土。しまり強い。粘性	

	 あり。古代以前か。湿地的な土。酸化粒	

	 多い。遺物を含まない。

9 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性あり。土粒	

	 粗い。φ 2 ～ 12mm の橙色粒を多量に		

	 含む。白色粒少量含む。酸化粒を多く含	

	 む土。古墳時代～弥生時代の土。

10層：暗褐色土。しまり強い。粘性少ない。土	

	 粒粗い。φ 1 ～ 3mm 程度の橙色スコリ	

	 ア、白色粒少量含む。水分量多い。縄文	

	 時代か。

11層：にぶい灰褐色ローム土。しまり強い。粘	

	 性強い。土粒細かく、白色粒多い。

12層：にぶい灰褐色ローム土。しまり極めて強	

	 い。粘性強い。土粒細かい。橙色粒含ま	

	 ず、白色粒含む。湧水する。ハードローム。

（2）遺構覆土
〈旧家屋跡〉

1 層：	黄褐色土。近代の陶磁器を多く含む。

〈地震痕跡〉

1 層：	にぶい灰褐色土。白色粒多い。

2 層：	暗褐色土。基本土層の 9 層が割れ目に		
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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第 7図　実測遺物（1/3）
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写真 1　調査地点近景（北東から） 写真 2　TP1 設定状況（南西から）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

1 層 土師器 甕 7 29.6
須恵器 甕 1 8.3

陶器 1 67.0
鉄滓 1 16.5

5 層 縄文土器 1 6.2
土師器 甕 1 4.5

陶器 3 21.3
磁器 2 13.0

7 層 縄文土器 3 76.1
8 層 土師器 坏 1 4.4
9 層上面 種子 3 3.6
P-1 磁器 碗 4 78.4

礫 1 345.1
S-1 砥石 1 232.9
W-1 木杭 1 334.5
W-2 木杭 1 74.9

TP2
一括 土師器 甕 1 23.1

磁器 1 4.0
合計 34 1,343.4

	 入ったもの。下に行くほど角度がつく。	

	 酸化粒多い。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：ピット、杭列

出土遺物：縄文土器、土師器、須恵器、陶器、	

	 磁器、木杭、石製品

〈TP2〉

発見遺構：ピット、旧家屋跡、地割れ痕

出土遺物：土師器、磁器（近世）

（2）調査所見
近世～縄文時代までの遺物が出土したが、その

多くは基本土層の 7 層と旧家屋の 1 層とした近

世～近代の埋土からの出土であった。住民の話で

は、関東大震災で被災した際に住宅を建て直して

おり、基本土層の 7 層と旧家屋の 1 層はいずれ

も建て直しに伴うものであると推測される。明確

な遺構としては、TP1 の近世杭列が挙げられる。

現況の引き込み道路と並行して、大小さまざまな

径の杭が打たれていた。杭自体が残存しているも

のは少ないが、痕跡として変色が確認された。

特筆すべきは地震痕跡であり、TP2 では地割

れによってローム層が壊されている様子を確認し

た。地割れの頻度が高く、平面的に高頻度（50

～ 100cm 置き）で分布していた。本地点の土壌

は酸化粒や脱色した白色パミスなど湿地性の特徴

を示しており、谷戸に位置していたことが地震痕

跡の豊富な要因として挙げられる。

地形と久保山貝塚の広がりを捉えるべく長さを

持った調査区を設定したところ、本調査地点は谷

戸に立地している様子が確認された。出土遺物は

種類が豊富だが、いずれも現存する建物に伴う攪

乱土からの出土であった。

第 7 図は実測遺物 7 点である。1 ～ 3 は縄文

土器の破片である。1 は胴部の小片であり、残存

高 3.1cm、重さ 14.3 ｇである。胎土は密で白色

粒を含み、焼成は良好である。2 は胴部の小片で

あり、残存高 4.2cm、重さ 15.1 ｇである。胎土

はやや密で砂礫を含み、焼成は良好である。3 は

胴部の小片であり、残存高 5.6cm、重さ 46.6 ｇ

である。胎土はやや粗く、焼成は良好である。4

は磁器の碗であり、江戸時代末の所産である。5

は砥石であり、4 と出土したことから同時代の遺

物であると考えられる。6、7 は木杭である。6

は残存高 36.1cm、最大径 8.5cm であり、先端部

が加工されている。7 は残存高 36.3cm、径 3.58cm

であり、こちらも先端部が加工されている。
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写真 4　TP1 近代遺構完掘状況（北東から）

写真 6　TP1 完掘状況（北東から）

写真 8　TP2 設定状況（北東から）写真 7　TP1 南東壁土層堆積状況

写真 5　TP1 P-1 出土状況

写真 3　TP1 近代遺構検出状況（北東から）

写真 9　TP2 近代遺構検出状況（北東から） 写真 10　TP2 3 号ピット完掘状況（北西から）

5 －３１　茅ヶ崎市芹沢字久保山 2494 番（久保山Ａ遺跡No.11）
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写真 17　実測遺物 5 写真 18　実測遺物 6・7

写真 15　実測遺物 1 〜 3

写真 13　TP2 北西壁東側土層堆積状況

写真 11　TP2 完掘状況（北西から） 写真 12　TP2 北西壁西側土層堆積状況

写真 14　出土遺物

写真 16　実測遺物 4
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 8 月 17 日（木）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 ４.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 巳待田Ａ遺跡（No.74）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、茅ヶ崎市立小和田小

学校から南西側約 460 ｍの場所に位置している。

調査以前は畑地として利用されており、調査地点

の標高は約 12.4m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建築範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を１箇所設定して調査を実施した。掘削は機械

と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観察

を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地東側道路に所在する汚水マンホー

ル蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。ローム土、砕石、コンクリー	

	 トガラを多量に含む。造成に伴う盛土。

2 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性なし。白色、

	 橙色のスコリアを極少量含む。砂質味強	

	 い。ビニールゴミを含む。近現代の耕作	

	 土。隣接する畑の土と同じ。

3 層：	灰褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。	

	 堆積やや細かい。全体に宝永パミス、ス	

	 コリアを含む。炭化物・土師器を含む。	

	 近世の耕作土。

4 層：	明褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。	

	 土粒細かい。堆積密。宝永パミス、スコ	

５－３２　茅ヶ崎市菱沼二丁目 382-2、383-2 の一部
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表 1　出土遺物集計表

第 4図　調査区配置図（1/200）

第 6図　遺構平面分布図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

1 ～ 2 層 土師器 甕 1 6.1
3 層以下 土師器 17 16.4

土師器 坏 6 27.7
土師器 甕 10 35.8

灰釉陶器 碗 1 1.0
かわらけ 1 6.3

陶器 1 14.3
礫 1 89.1

炭化物 1 6.1
合計 39 202.8

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

5-33
TP
5-33
TP

	 リアを含まない。古代～中世遺物包含層。

	 ５層の砂（地山砂）を多く含む。

5 層：	褐色砂。しまり強い。堆積密。無遺物で	

	 地山層。砂丘本来の砂。海成砂やや含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、灰釉陶器、かわらけ、

	 陶器、礫

（2）調査所見
地表下 130cm 付近まで宅地造成工事に伴う盛

土であり、その直下には現在の畑と近似した土が

30cm 余り堆積していた。3 層も同様に畑の耕作

土であり近世の遺物が多く、全体に宝永パミス、

スコリアを含むことから近世前期以後の畑と推測

される。4 層になると土粒の細かい砂質の堆積土

であり、攪拌を受けた痕跡は確認されなかった。

隣接する試掘・確認調査地点（本書報告 5-33）

の土層堆積状況から、中世を軸にした年代観の堆

積層であるといえる。4 層直下は無遺物層の地山

である砂層であり、砂丘本来の堆積層である。

調査の結果、宅地造成工事に伴う盛土の下には

近現代と近世の耕作土が堆積していた。耕作土直

下は古代～中世の遺物包含層と自然堆積層であ

り、遺構は確認されなかったものの、遺物の出土

があった。以上、当該地において埋蔵文化財が確

認された。
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第 5図　土層断面図（1/40）
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5 －３２　茅ヶ崎市菱沼二丁目 382-2、383-2 の一部（巳待田Ａ遺跡No.74）
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写真 5　出土遺物

写真 3　南壁土層堆積状況

写真 1　調査地点近景（東から） 写真 2　調査区設定状況（北から）

写真 4　南壁下部土層堆積状況
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 8 月 18 日（金）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 ４.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 巳待田Ａ遺跡（No.74）

（2）種別	 集落址

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、茅ヶ崎市立小和田小学

校から南西側約 460 ｍの場所に位置する。調査

以前は畑地として利用されており、調査地点の標

高は約 12.6m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を１箇所設定して調査を実施した。掘削は機械

と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観察

を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地東側道路に所在する汚水マンホー

ル蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。ローム土、砕石、コンクリー	

	 トガラを多量に含む。造成に伴う盛土。

2 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性なし。白色	

	 橙色のスコリアを極少量含む。砂質味強	

	 い。近代磁器を含む。ナイロン紐を含む。

	 近現代の耕作土。隣接する畑の土と同じ。

3 層：	灰褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。	

	 堆積やや細かい。全体に宝永パミス、ス	

	 コリアを含む。炭化物、陶器、土製品、	

	 土師器含む。近世の耕作土。

4 層：	明褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。	

	 土粒細かい。堆積密。宝永パミス、スコ	

５－３３　茅ヶ崎市菱沼二丁目 382-3、383-2
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表 1　出土遺物集計表

第 4図　調査区配置図（1/200）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

1 層 磁器 4 28.6
3 層 鉄製品 釘 1 9.1
4 層 土師器 20 22.0

土師器 坏 10 38.9
土師器 甕 19 59.5
須恵器 坏 1 3.0
かわらけ 7 19.6

礫 3 38.4
骨片 - 0.9

4 層 P-1 かわらけ 1 5.1
合計 66 225.1

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

5-32
TP
5-32
TP

	 リアを含まない。５層を多く含む。かわ	

	 らけを含む。古代～中世遺物包含層。

5 層：	褐色砂。しまり強い。堆積密。無遺物層	

	 の地山。砂丘本来の砂。海成砂やや含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、須恵器、かわらけ、磁器、	

	 土製品、鉄製品

（2）調査所見
地表下 130cm 付近まで宅地造成工事に伴う盛

土であり、その直下には現在の畑と近似した土が

30cm ほど堆積していた。3 層も同様に畑の耕作

土であり近世の遺物が多く、全体に宝永パミス、

スコリアを含むことから、近世前期以後の畑と推

測される。4 層になると土粒の細かい砂質の堆積

土であり、攪拌を受けた痕跡は確認されなかった。

堆積層下部にかわらけを含むことから、中世を軸

にした年代観といえる。４層直下は無遺物の地山

であり、砂丘本来の堆積層である。

調査の結果、盛土の下には近現代と近世の耕作

土が堆積していた。耕作土直下は古代～中世の遺

物包含層と自然堆積層であり、遺構は確認されな

かったものの、遺物の出土があった。当該地にお

いては埋蔵文化財が確認された。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 5図　土層断面図（1/40）
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5 －３３　茅ヶ崎市菱沼二丁目 382-3、383-2（巳待田Ａ遺跡No.74）
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写真 1　調査地点近景（南東から）

写真 3　完掘状況（西から）

写真 5　出土遺物

写真 4　東壁下部土層堆積状況

写真 2　調査区設定状況（北から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 8 月 21 日（月）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 後田Ａ遺跡（No.70）

（2）種別	 集落跡、遺物散布地

（3）時代	 弥生時代、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世

（4）立地	 砂丘南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、茅ヶ崎市立松林小学校

から北東側約 230 ｍの場所に位置する。調査以

前は宅地として利用されており、調査地点の標高

は約 13.4m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布状況

の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺構

平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地北側道路に所在する汚水マンホー

ル蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗黄褐色土。しまり弱い。堆積粗い。砕	

	 石 30％含む。ローム主体の表土。

2 層：	黄褐色粘質土。しまり強い。粘性強い。	

	 ガラ、コンクリートブロックを少量含む。

	 ローム主体の盛土。

3 層：	灰黄褐色土。硬化し、強くしまる。酸化	

	 する。改良剤（ソイルセメント）。

4 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。粘性あり。	

	 腐植物を多量に含む。橙色スコリアを少	

	 量含む。黄褐色砂を斑に含む。斑の混ざ	

	 りは粗く、マーブル状。埋土。

５－３４　茅ヶ崎市菱沼一丁目６８６番１５
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表 1　出土遺物集計表

第 4図　調査区配置図（1/200）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）
－ 道状遺構 土師器 坏 1 0.5

合計 1 0.5

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

5 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。粘性あり。	

	 砂質味強い。腐植物含む。橙色スコリア	

	 極少量含み、白色スコリア少量含む。

6 層：	灰褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 堆積粗い。砂とロームブロック、壊され	

	 た道状遺構の 1 層のブロックを含む。

7 層：	褐灰色砂。微砂粒を少量含む。

（2）遺構覆土
〈1 号道状遺構〉

1 層：	灰褐色砂質土。硬化面。非常に硬く、ブ	

	 ロック状に剥離する。宝永パミス、スコ	

	 リアを多く含む。基本土層の 7 層の砂		

	 を斑状に含む。

2 層：灰褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを含む。砂質味強	

	 い。堆積やや密。

3 層：	灰褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを含む。砂質味極	

	 めて強い。堆積密。やや酸化し、硬化する。

4 層：	灰褐色砂質土。しまり強い。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを少量含む。強く	

	 酸化する。

5 層：	灰褐色砂質土。硬化面。しまり強い。粘	

	 性なし。宝永パミス、スコリアを少量含	

	 む。酸化強く、硬化している。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：道状遺構

出土遺物：土師器

（2）調査所見
調査の結果、地表下 230cm 付近まではコンク

リートブロックやソイルセメントを含む近現代の

埋土であったが、直下で近世後半以降の道状遺構

を確認した。道状遺構の覆土はいずれも宝永パミ

ス、スコリアを含み、1 層と 5 層は強く硬化して

いた。基本土層の 7 層を掘り込み構築されており、

延長軸は概ね南北方向であった。1 号道状遺構の

1 層と 5 層は道状遺構の硬化面であると考えられ

る。基本土層の６層中に硬化ブロックが混ざっ

ていたが、これら 1 号道状遺構の硬化面である 1

層の壊れたものが混入した結果と推測される。道

状遺構の直下は 7 層の砂であり、微砂粒を含む

土粒の均一な層であった。

調査の結果、地表下約 230cm 付近まではコン

クリートガラやソイルセメントを含む近現代の埋

土であったが、その直下には近世後半以降の道状

遺構が確認された。道状遺構直下には砂層の堆積

がみられた。以上、当該地において埋蔵文化財が

確認された。
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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写真 1　調査地点近景（北から）

写真 5　1 号道状遺構土層堆積状況

写真 3　遺構検出状況（東から） 写真 4　完掘状況（東から）

写真 6　出土遺物

写真 2　調査区設定状況（北から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）8 月 22 日（火）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 金山遺跡（No.182）

（2）種別	 集落跡、館跡

（3）時代	 弥生時代（終末）、古墳時代（前

	 期）、奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立鶴嶺

中学校から東側約 560m の場所に位置する。調

査以前は宅地造成後の更地であり、調査地点の標

高は約 5.1m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を２箇所設定して調査を実施した。掘削は機械

と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布状況の

確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺構平

面分布図及び土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地南側道路に所在する汚水マンホー

ル蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗黄褐色土。しまりなし。ガラ、ビニー	

	 ルゴミを多く含む。造成工事に伴う盛土。

2 層：	黄褐色土。ゴミは極めて少ないが、木や	

	 草が混じる。造成工事に伴う盛土。

3 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。橙色	

	 スコリア多く含む。土粒均一。土師器片	

	 を含む。古代の遺物包含層。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

５－３５　茅ヶ崎市矢畑 73番 1
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 4図　調査区配置図（1/400）
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表 1　出土遺物集計表

第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1
一括 土師器 3 3.3

土師器 坏 2 5.6
瓦器 1 1.4

TP2

一括 土師器 2 2.5
土師器 坏 1 1.7
土師器 甕 1 1.6

磁器 1 17.5
合計 11 33.6

BM±0.0m

1

西壁

0.0m

1.0m

0.5m

〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、瓦器

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、磁器

（2）調査所見
本地点は、令和 4 年度に金山遺跡第 27 次調査

を実施した新設道路に隣接した宅地である。

地表下 100cm までは全て造成工事に伴う盛土

であり、ビニールゴミやコンクリートガラが混入

していた。

TP1 では盛土直下に本来の堆積層である 3 層

が確認できたが、遺構は確認されなかった。

TP2 は全面が盛土の中であった。2 層から近世

磁器が、3 層から土師器が出土した。

調査の結果、全体的に宅地造成工事の影響を確

認したが、TP1 では部分的に古代の遺物包含層

が残存している様子が確認できた。以上、当該地

において、埋蔵文化財を確認した。

5 －３５　茅ヶ崎市矢畑 73番 1（金山遺跡No.182）
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写真 5　TP2 緒設定状況（北から） 写真 6　TP2 完掘状況（東から）

写真 7　TP2 西壁土層堆積状況 写真 8　出土遺物

写真 1　調査地点近景（南東から） 写真 2　TP1 設定状況（北から）

写真 3　TP1 完掘状況（東から） 写真 4　TP1 西壁土層堆積状況
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日　令和 5（2023）年 8 月 25 日（金）

２　調 査 目 的	 工場新設工事

３　調 査 担 当	 加藤大二郎

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 小井戸遺跡（No.185）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代

（4）立地	 小出川東側沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、株式会社東海カーボ

ン茅ケ崎工場の敷地内に位置する。調査地点の標

高は約 5.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の雨水貯留施設範囲に4.0m×2.0m

の調査区を１箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況

の観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記

録とした。また、調査区の位置については簡易測

量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標

高については、事業地の南側通路に所在する測量

鋲を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	黄褐色土。しまり弱い。粘性あり。ロー	

	 ム土主体。コンクリート、砕石混じる。

2 層：黄褐色土。しまりなく堆積粗い。レンガ	

	 を多量含む。ガラス、砕石、金属ゴミを	

	 含む。石炭の粒を含む。埋土。

3 層：	暗褐色土。重油を多く含み、粘性強くムー

	 ス状に発砲する。2 層を部分的に含む。	

	 宝永スコリア、パミスを含む近世層。

4 層：	暗褐色土。重油を多く含み、しまり粘性	

	 強い。橙色スコリア含む古代層。

5 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。重油	

	 を少量含む。自然堆積の無遺物層である	

	 と考えられる。部分的に酸化し変色する。

6 層：	暗褐色砂。しまりなし。河床的な土砂を	

５－３６　茅ヶ崎市円蔵 370番地
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第 4図　調査区配置図（1/600）
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写真 3　東壁土層堆積状況写真 2　完掘状況（西から）

写真 1　調査地点近景（南西から）

第 5図　土層断面図（1/40）
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	 含む。φ 5 ～ 20mm の礫を含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 150cm まではコンクリー

トガラや石炭を多量に含む昭和時代の工場にとも

なう埋土であった。自然堆積の無遺物層である６

層には小礫や山砂が豊富に見られることから、旧

河道の川床であると推測される。なお、本調査地

点は昭和時代のアチソン炉に伴う重油貯蔵施設と

石炭貯蔵施設が存在した地点であり、中でも重油

が漏れ浸みたことによる土中の変色が著しいもの

であった。

地表下約 150cm 以下では古代～近世の堆積層

が残存していることが確認されたが、旧河道に伴

う自然砂礫の多い堆積層であり、当該地において

は遺構、遺物は確認されなかった。

5 －３６　茅ヶ崎市円蔵 370 番地（小井戸遺跡No.185）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 8 月 31 日（木）

２　調 査 目 的	 フェンス新設工事

３　調 査 担 当	 三戸智也

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 居村 B 遺跡（No.202）

（2）種別	 生産痕、遺物散布地

（3）時代	 縄文時代（晩期）、古墳時代（末）、

	 奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地	 砂丘間凹地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、ＪＲ相模線北茅ケ崎

駅から南東側約 550m の場所に位置する。当該

地は青少年広場として利用されており、調査地点

の標高は約 5.9m を測る。

７　調査の方法
事業計画地のフェンス設置範囲に2.0m×2.0m

の調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘

削は機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状

況の観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真

記録とした。また、調査区の位置については簡易

測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、

標高については、事業計画地東側に所在する旧 3

級基準点 No.099 を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまり弱い。粘性ややあり。	

	 砕石を少量含む。

2 層：	しまり強い。粘性あり。ロームブロック	

	 （土丹）を多く含む。下部は青灰色に変	

	 色する。

3 層：	青灰色砂質土。しまりあり。粘性少ない。

	 白（黄？）色スコリア含む。砂質強い。	

	 縄文晩期。

4 層：	青灰色砂。しまりあり。粘性少ない。ス	

	 コリア減る。砂主体。地山か。

５－３７　茅ヶ崎市本村四丁目 14番
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第 4図　調査区配置図（1/500）
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第 5図　土層断面図（1/40）
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砂のブロックが混じることが特徴である。2 号水

田址の 2 層は地表下 185cm で確認でき、同遺構

の 1 層に類似するが砂を含まず、同遺構の 3 層

はパミス（脱色したスコリアか）が多く混じる。

基本土層の 3 層は地表下 201cm で確認でき、ス

コリア混じりの砂質土に変わる。基本土層の 4

層は地表下 221cm で確認でき、砂が主体になる。

周辺の状況を踏まえると、1 層は直近の盛土（青

少年広場または駐車場のためか）であり、2 層は

水田を埋め立てたものと考えられる。また、1 号

水田址は近世後半以降の水田土、2 号水田址は中

世以前の水田土、3 層は縄文晩期の包含層、4 層

は縄文晩期の包含層または地山と考えられる。

2 号水田址の 2 層については層中に砂ブロック

を多く含んでいたが、平面的に明確な畦や溝状と

して捉えていない。しかし、居村 B 遺跡第 4 次

調査や 8 次調査では溝脇の土手または畦に砂を

混ぜ込んだ例があり、本地点も広い範囲で確認す

ることでそのような遺構として捉えられる可能性

が高い。また、本調査で捉えた土層堆積の様相は

水田遺構を捉えた上述の調査と概ね同一であり、

本地点まで水田が広がっている可能性を示すと考

えられる。

以上のことから、当該地において埋蔵文化財が

確認された。

（2）遺構覆土
〈1 号水田址〉

1 層：	青灰色土。しまりややあり。粘性あり。	

	 宝永パミスφ 5mm を少量含む。サブト	

	 レ底面で水が染み出す。

〈2 号水田址〉

1 層：	青灰色土。しまり弱い。粘性強い。黄褐	

	 色砂をブロック状に含む。畦か。

2 層：	青灰色土。しまり弱い。粘性強い同遺構	

	 の 1 層に似るが、砂含まない。水田耕		

	 土か。

3 層：	青灰色土。しまりあり。粘性強い。白色、

	 黄色パミスを多く含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：水田址か

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、遺物は確認できなかったが、水田

の可能性がある堆積土が確認された。

堆積土は地表下 140cm までは客土（基本土層

の 1、2 層）で、その下から本来の堆積が確認さ

れた。上から順に堆積土の特質を述べる。本来の

堆積土は 1 号水田址の 1 層まで宝永火山灰を含

み、それ以下では含まない。2 号水田址の 1 層は

地表下 167cm で確認でき、粘質土でありながら
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写真 1　調査地点近景（南東から）

写真 3　完掘状況（南から）

写真 5　調査作業風景（南東から）

写真 4　北壁土層堆積状況

写真 2　調査区設定状況（南から）

5 －３７　茅ヶ崎市本村四丁目 14番（居村Ｂ遺跡No.202）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 9 月 1 日（金）

２　調 査 目 的	 排水路新設工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 八図Ｃ遺跡（No.205）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 古墳時代

（4）立地	 台地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北東部、茅ヶ崎市立赤羽根中

学校から南西側約 560m の場所に位置する。調

査地点の現況は林野であり、調査地点の標高は約

19.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の集水枡設置場所に 2.0m × 2.0m

の調査区を１箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布

状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は

遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地南側道路に所在する消火栓蓋

を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。堆積粗い。プラゴミを多く含	

	 む。樹木根多い。表土。

2 層：	暗褐色土。しまりなし。堆積粗い。宝永	

	 パミス、スコリアを全体に含む。礫含む。

	 近世層。

3 層：	暗褐色土。しまりなし。粘性強い。陶磁	

	 器、土製品、ガラス瓶を含む。近代（明	

	 治・大正期）の掘り込み。

4 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性ややあり。	

	 基本土層の 2 層に似るが、宝永パミス、	

	 スコリア多くなる。

5 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性やや強い。	

５－３８　茅ヶ崎市赤羽根 2192-1 外
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第 4図　調査区配置図（1/300）

10ｍ0

TPTP

BM（消火栓蓋）BM（消火栓蓋）

事業計画範囲事業計画範囲

	 宝永パミス、スコリアを含まない。部分	

	 的に硬化ブロックがみられる。中世～近	

	 世層。

6 層：	ソフトローム。やや粒の粗いローム。自	

	 然堆積層。無遺物層。

7 層：	黒褐色土。しまり強い。粘性強い。白色	

	 スコリアを少量含む。

（2）遺構覆土
〈1 号道状遺構〉

1 層：	暗褐色土。かたくしまり、粘性強い。宝	

	 永パミス、スコリアを極少量含む。近世	

	 の道状遺構の硬化面か。

〈1 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性弱い。ロー	

	 ム粒を含み、色調やや明るい。土粒均一。

2 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性弱い。ロー	

	 ム粒を含まず、色調暗い。堆積密。

3 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性なし。砂分	

	 やや強い。土粒均一。

4 層：	暗黄褐色粘質土。しまりなし。粘性なし。

	 ロームを多く含む。土粒細かい。

〈2 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性弱い。土粒	

	 細かい。ロームブロックを極少量含む。

2 層：	暗褐色土。　ローム粒を少量含み、色調	

	 やや明るい。土粒細かく、堆積密。

3 層：	暗黄褐色粘質土。しまりあり。ローム粒	

	 を多く含む。色調明るい。壁面が崩れた	

	 ものか。

4 層：	暗黄褐色土。同遺構 3 層のローム粒が		

	 やや少ないもの。

5 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性強い。ロー	

	 ム粒を含まない。

6 層：	暗褐色土。同遺構 5 層の粘性が強いもの。

7 層：	暗黄褐色土。しまりあり。粘性あり。ロー

	 ム粒多く、色調明るい。

8 層：	暗黄褐色土。しまりなし。粘性強い。ロー

	 ム粒多く、色調明るい。ロームブロック	

	 含む。

9 層：	暗褐色土。しまりあり。ローム粒少なく、

	 色調暗い。ロームブロック含む。

10層：暗褐色土。同遺構 9 層にローム粒を少		

	 し含むもの。

11層：暗黄褐色土。同遺構の 3 層と 10 層が混	

	 ざったもの。

5 －３８　茅ヶ崎市赤羽根 2192-1 外（八図Ｃ遺跡No.205）

- 163 -



第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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1 層：暗黄褐色土。しまりなし。粘性弱い。砂	

	 分強い。ローム粒を少量含む。

2 層：	暗黄褐色土。しまりなし。粘性弱い。砂	

	 分強い。ローム粒を少量含む。

3 層：	暗黄褐色土。しまりややあり。粘性やや	

	 あり。堆積細かい。ローム粒をわずかに	

	 含む。

4 層：	暗黄褐色粘質土。しまり強い。粘性強い。

	 堆積細かい。ローム粒主体。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：道状遺構、溝状遺構、土坑、ピット

出土遺物：土師器、陶器、磁器、土製品、ガラ	

	 ス製品

（2）調査所見
本遺跡は縄文海進時の最奥部にあたり、海食に

よる崖が発達し、一連の横穴墓群が連なる地帯に

位置する。本遺跡では横穴墓の確認はされていな

いが、がけ崩れに伴いまとまった須恵器が出土し

たという伝承が残されている。
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写真 1　調査地点近景（南西から） 写真 2　調査区設定状況（南から）

写真 4　出土遺物写真 3　完掘状況（南から）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

表土 陶器 2 239.9
磁器 7 63.8

磁器 小皿 6 155.5
ガラス瓶 5 148.7
タイル 1 5.9

近世層 土師器 甕 1 4.4
1 号ピット 不明 1 4.7

合計 23 622.9

調査の結果、地表下 20cm 程まで表土であり、

それ以下では堆積層が良好に残存していた。山の

斜面地に接していることから、堆積土は関東ロー

ムの細かい粒を含むしまりの弱い土であり、西

に向かい下降傾斜しながら堆積していた。地表

下 40 ～ 70cm には宝永パミス、スコリアを含む

近世の堆積である 4 層が堆積しており、古代の

土師器片１片が出土している。４層と宝永パミ

ス、スコリアを含まない中世～近世の堆積である

6 層の間には幅５cm 程の硬化面が確認されてお

り、宝永パミス、スコリアを極少量含むことから

近世初頭前後の道状遺構であると推測される。な

お、６層でも部分的な硬化ブロックを確認した

が、面的な広がりを追えるほど密集して検出はで

きなかった。これは道状遺構が地形の傾斜に伴い

崩落したためと考えられる。迅速測図を参照する

と、当該地に村と村をつなぐ赤道の存在が確認で

きる。

６層直下には 1、2 号溝状遺構が確認された。

2 号溝状遺構はＶ字に近い掘り込み形状を呈して

いる。これについては道普請などの目的で自然地

形を人為的に埋めた可能性も指摘できる。また、

壁際であったが土坑状の掘り込みも確認された。

なお、1 号ピットについては樹木根である可能性

が高いと推測される。

試掘の結果、地表下 50cm 付近で近世の遺構

及び遺物包含層が、それ以下で中世～近世の遺構

が良好に残存していることが確認された。以上、

当該地において、埋蔵文化財が確認された。なお、

本地点については令和 6 年度に八図Ｃ遺跡第 1

次調査を実施している。

5 －３８　茅ヶ崎市赤羽根 2192-1 外（八図Ｃ遺跡No.205）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 9 月 7 日（木）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 宿遺跡（No.79）

（2）種別	 集落跡、貝塚

（3）時代	 弥生時代、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世

（4）立地	 砂丘北斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、熊野神社の東側隣接す

る場所に位置する。調査以前は宅地として利用さ

れており、調査地点の標高は約 11.2m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を１箇所設定して調査を実施した。掘削は機械

と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観察

を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につい

ては、事業地北西側に設置されている汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	黄褐色土。ロームブロックとガラ主体。	

	 暗褐色土を少量含む。盛土。

2 層：	青灰色砂質土。堆積密。宝永パミス、ス	

	 コリアを全体に含む。土粒細かい。

3 層：	青灰色砂。堆積密。宝永パミス、スコリ	

	 アを含まない。湧水する。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：木杭

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 160cm の 1 層までは近

現代の盛土であり、コンクリートガラとロームブ

５－３９　茅ヶ崎市小和田二丁目 385番 6
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表 1　出土遺物集計表

第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）
― 一括 木製品 木杭 2 32.3

合計 2 32.3

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲
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湧水→

木杭

東壁

0.0m

1.0m
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1.5m
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ロックが多量に混入していた。地表下約 160 ～

190cm には宝永パミス、スコリアを多量に含む

砂質土である 2 層が堆積していた。砂質土直下

には砂丘本来の砂と推測される変色した砂層の 3

層が堆積している状況を確認した。なお、2 層と

3 層の境で著しい湧水が確認された。事業地の南

東側には水路が存在し、その水路の底面と湧水面

の標高がほぼ一致している状況が確認できた。木

杭については、その掘り込み位置から近世のもの

であると推測される。

以上、当該地において埋蔵文化財を確認するこ

とができた。

5 －３９　茅ヶ崎市小和田二丁目 385 番 6（宿遺跡No.79）
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写真 1　調査地点近景（北西から）

写真 3　完掘状況（西から）

写真 5　木製品出土状況（西から） 写真 6　出土遺物

写真 4　東壁下部土層堆積状況

写真 2　調査区設定状況（西から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 9 月 11 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 宿遺跡（No.79）

（2）種別	 集落跡、貝塚

（3）時代	 弥生時代、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世

（4）立地	 砂丘間凹地の後背湿地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、熊野神社の西側に隣接

する場所に位置する。調査以前は畑地として利用

されており、調査地点の標高は約 10.1m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路部分に 2.0m × 2.0m の

調査区を２箇所設定して調査を実施した。掘削は

機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の

観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地北東端に設置されている街区

多角点 No.10A63 を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗黄褐色土。近現代の耕作土。表土。

2 層：	暗黄褐色土。堆積粗い。ロームブロック、

	 コンクリートガラ、ビニールゴミを含む。

	 下部に植物多い。客土。

3 層：	暗灰色砂質土。しまりあり。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを全体に含む。ビ	

	 ニールゴミを含む。やや酸化する。埋土。

4 層：	暗灰色砂質土。しまり強い。堆積粗い。	

	 宝永パミス、スコリアを少量含む。ビニー

	 ルゴミを含む。埋土。

5 層：	暗灰色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを含まない。ビニー

	 ルゴミを含む。植物を少量含む。埋土。

５－４０　茅ヶ崎市小和田一丁目 672番の一部
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第 4図　調査区配置図（1/500）

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）
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写真 1　調査地点近景（南東から）

第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1
一括 土師器 甕 1 0.5

磁器 2 15.2

TP2
一括 土師器 甕 1 3.8
2 層 ガラス製品 1 2.5

合計 5 22.0

BM±0.0m
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7

東壁 0.0m
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0.5m

1.5m

2.0m

3.0m
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6 層：	暗灰色粘質土。しまり強い。粘性強い。	

	 宝永パミス、スコリアを含まない。全体	

	 に植物を含む。笹類多い。斑に酸化する。

7 層：	暗灰色砂。しまりあり。堆積密。砂分強	

	 い。土粒均一。湧水する。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、磁器

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、ガラス製品

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 200cm の 5 層までは近

現代の埋土であり、コンクリートガラやビニール

ゴミが混入していた。地表下 200 ～ 230cm には、

笹類を多量に含む腐植物の多い粘質土が堆積して

いた。粘質土直下には砂丘本来の砂である７層が

堆積している状況が確認できた。このことから、

６層は砂丘間凹地の低湿地に伴う沼地などの痕跡

である可能性が考えられる。埋土については、か

つて水田として使用していた本地点を、のちに畑

地へ転用した際に土を入れた旨が伝えられている

という。その痕跡として北側に用水路が残存し、

敷地内には水田の水門が半分埋没した状態で残さ

れていた。

以上、当該地においては低い密度ながらも埋蔵

文化財が確認された。

5 －４０　茅ヶ崎市小和田一丁目 672 番の一部（宿遺跡No.79）
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写真 2　TP1 設定状況（北から）

写真 3　TP1 完掘状況（東から） 写真 4　TP1 西壁下部土層堆積状況

写真 6　（●から）写真 5　TP2 設定状況（北から）

写真 7　出土遺物 写真 6　TP2 東壁土層堆積状況
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 9 月 14 日（木）

２　調 査 目 的	 遊具設置工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 1.81㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 宮ノ腰遺跡（No.152）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂質微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立鶴嶺

小学校の敷地内に位置し、調査地点の標高は約

3.7m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の遊具新設位置に 0.4m × 0.6m、

0.6m × 0.6m、1.1m × 1.1m の調査区を各 1 箇

所ずつ計 3 箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況

の観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記

録とした。また、調査区の位置については簡易測

量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標

高については、事業地北側道路に所在する４級基

準点 B49 を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	青灰色砂。しまり強い。土粒均一。グラ	

	 ウンド砂の表土。

2 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性なし。コン	

	 クリートガラ、鉄くずを含む。

3 層：	黒色砂。配管の埋土。バラスト。

4 層：	コンクリート。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 30cm 付近で堅牢なコン

５－４１　茅ヶ崎市浜之郷 477
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）

第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

5ｍ0

非常
階段
非常
階段

※BMは鶴嶺小学校北側道路に
　所在する4級基準点B49とした。
※BMは鶴嶺小学校北側道路に
　所在する4級基準点B49とした。

遊具設置位置遊具設置位置

グレーチング付側溝グレーチング付側溝集水桝集水桝

TP1TP1

TP2TP2
TP3TP3

BM±0.0m

1

2

4

東壁

0.0m

0.5m

BM±0.0m
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1
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0.5m
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写真 1　調査地点近景（北東から）

写真 3　TP1 完掘状況（西から）

写真 5　TP3 完掘状況（西から）

写真 4　TP2 完掘状況（西から）

写真 2　調査区設定状況（東から）

第 7図　TP3 土層断面図（1/40）

BM±0.0m

1

2

3

東壁

0.0m

1.0m

0.5m

クリートが確認された。旧校舎の図面と照らし合

わせたところ、渡り廊下の基礎であることが判明

した。削岩機を用いてコンクリートを破砕したが

30cm 以上の厚みで構築されており、すべてを除

去することは困難であった。

当該地において埋蔵文化財は確認されなかっ

た。

5 －４１　茅ヶ崎市浜之郷 477（宮ノ腰遺跡No.152）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 9 月 27 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 臼久保Ａ遺跡（No.15）

（2）種別	 集落跡、古墳、横穴

（3）時代	 縄文時代（早・中期）、弥生時		

	 代（後期）、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世

（4）立地	 台地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、文教大学湘南キャンパ

スから北西側約 750m の場所に位置する。調査

以前は宅地として利用されており、調査地点の標

高は約 41.9m を測る。

７　調査の方法
事業計画地に 2.0m × 2.0m の調査区を１箇所

設定して調査を実施した。掘削は機械と人力を併

用した。掘削後、遺構平面分布状況の確認、土層

堆積状況の観察を行い、記録は土層断面図の作成

と写真記録とした。また、調査区の位置について

は簡易測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。

なお、標高については、事業地北側道路に所在す

る公共基準点 No.42 を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。ロームブロック、コンクリー	

	 トブロックを多く含む。ゴミ多い。近現	

	 代の盛土。

2 層：	黄褐色土。ソフトローム主体。ガラ、ゴ	

	 ミを含む。近現代の盛土。

3 層：	黄褐色土。ハードローム。土粒粗い。堆	

	 積密。色調やや暗い。スコリア（赤、黒）

	 を多く含む。

4 層：	ハードローム。土粒均一で細かい。スコ	

	 リア減る。

５－４２　茅ヶ崎市行谷 787-1 の一部

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 4図　調査区配置図（1/400）

10ｍ0

TPTP

※BMは事業地北西側に位置する
　公共基準点NO.042とする。
※BMは事業地北西側に位置する
　公共基準点NO.042とする。

事業計画地事業計画地

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下 110cm 付近まで近現代の

盛土である 1、2 層であり、直下にはハードロー

ムである 3 層の堆積が確認された。ハードロー

ムの観察から、地割れの痕跡や自然堆積に南へ向

かう下降傾斜が確認された。

試掘結果から地表下 1.1 ｍ付近まで近現代層で

あり、直下には自然堆積のハードロームが確認さ

れている。当該地において、埋蔵文化財は確認さ

れなかった。

5 －４２　茅ヶ崎市行谷 787-1 の一部（臼久保Ａ遺跡No.15）
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写真 4　北壁土層堆積状況写真 3　完掘状況（南から）

写真 1　調査地点近景（北西から） 写真 2　調査区設定状況（北から）

第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 9 月 28 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 居村Ａ遺跡（No.199）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 縄文時代（後期）、弥生時代（中

	 期）、古墳時代（後期）、奈良時	

	 代、平安時代、中世、近世

（4）立地	 砂丘北斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、茅ヶ崎市立病院から

南側約 100m の場所に位置している。調査以前

は畑地として利用されており、調査地点の標高は

約 7.1 ～ 8.0m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路範囲に 2.0m × 2.0m の

調査区を 2 箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布

状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は

遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地南側に所在する汚水マンホー

ル蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色砂質土。しまりなし。堆積粗い。	

	 ゴミ（プラスチック、ガラス、カーペッ	

	 ト）を多く含む。植物痕多い。近代層。

2 層：	褐色砂。しまりあり。土粒均一。3 層の	

	 青灰色砂を少量含む。砂丘本来の自然堆	

	 積層。地山。

3 層：	青灰色砂。しまりあり。土粒細かく均一。

	 微砂粒を含む。

4 層：	青灰色砂。3 層に類似するが、より微砂	

	 粒を多く含む。

５－４３　茅ヶ崎市本村五丁目 1037 番 3の一部外 3筆
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第 4図　調査区配置図（1/400）
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第 5図　TP1 土層断面図（1/40）

第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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5 －４３　茅ヶ崎市本村五丁目 1037 番 3の一部ほか 3筆（居村Ａ遺跡No.199）
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写真 1　TP1 調査地点近景（南西から） 写真 2　TP2 調査地点近景（北西から）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1
表採 土師器 坏 2 8.4

土師器 甕 3 15.8
陶器 1 24.2

TP2

一括 土師器 坏 2 4.6
土師器 甕 3 8.6

青磁か 1 2.9
陶器 1 12.7
磁器 2 5.3

土製品 3 10.6
鉄製品 1 17.9

礫 2 14.4
合計 21 125.4

（2）遺構覆土
〈1 号ピット〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまり弱く、粘性なし。	

	 近代（戦前）の建物に伴う堀り込みで、	

	 近代の遺物を含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、陶器

〈TP2〉

発見遺構：ピット

出土遺物：土師器、青磁か、陶器、磁器、土製	

	 品、鉄製品、礫

（2）調査所見
近代の遺物を含む1層の下は砂丘本来の砂層（2

～ 4 層）であった。住人によると、戦前までは

納屋の位置に母屋があり、その後、現在の位置に

母屋を新築し引っ越したとのことであり、今回発

見された TP2 の 1 ～ 3 号ピットはいずれも戦前

の遺物を含むものであった。これらの状況から、

1 ～ 3 号ピットは近代の母屋に伴うものであり、

母屋再建築にあたり本来の地形を削平して平場を

設けたものと推測される。TP1 については、戦

後に椎茸栽培のビニールハウスと養鶏舎を建てて

いた場所とのことであり、椎茸栽培のための導水

管や養鶏舎の残骸が地中に残されていた。TP ２

と同じく、こちらも戦後に削平を受けたものと推

測される。なお、土師器は調査地点の 1、2 層か

ら出土したものであり、本来は遺構が存在してい

た可能性が高いといえる。

調査の結果、いずれの調査区からも近代の建造

物（母屋、養鶏舎、椎茸栽培用ビニールハウス）

に伴う残骸と同時期の遺物が出土した。近代に土

地利用を行う際に、本来の地形を大きく削平した

様子が確認でき、近代層の直下には砂丘本来の砂

層の堆積が確認できた。以上、当該地において埋

蔵文化財が確認された。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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写真 3　TP1 設定状況（北から） 写真 4　TP1 完掘状況（西から）

写真 6　TP1 南壁土層堆積状況写真 5　TP1 東壁下部土層堆積状況

写真 7　TP2 設定状況（南から） 写真 8　TP2 完掘状況（南から）

写真 9　TP2 北壁土層堆積状況 写真 10　出土遺物

5 －４３　茅ヶ崎市本村五丁目 1037 番 3の一部ほか 3筆（居村Ａ遺跡No.199）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 9 月 29 日（金）

２　調 査 目 的	 8.0㎡

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 宅地造成工事

５　遺跡の概要
（1）名称	 網久保Ａ遺跡（No.86）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 弥生時代（後期）、古墳時代、		

	 奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、茅ヶ崎市立松林小学校

から南側約 400m の場所に位置する。調査以前

は畑地及び果樹園として利用されており、調査地

点の標高は約 9.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路範囲に 2.0 × 2.0m の調

査区を 1 箇所、事業地の南東隅に 2.0m × 2.0m

の調査区 1 箇所、計 2 箇所設定して調査を実施

した。掘削は機械と人力を併用した。掘削後、遺

構平面分布状況の確認、土層堆積状況の観察を行

い、記録は遺構平面分布図及び土層断面図の作成

と写真記録とした。また、調査区の位置について

は簡易測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。

なお、標高については、事業地西側道路に所在す

る雨水マンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	明黄褐色砂質土。堆積粗く、しまりなし。

	 近現代のゴミを含む。植物・樹木根多い。

	 表土。

2 層：	暗褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 土粒細かい。宝永火山灰を含む。部分的	

	 に樹木根による攪拌を受ける。土師器片	

	 を極少量含む。近世包含層。

3 層：	黄褐色砂。土粒均一でしまり強い。砂丘	

	 本来の砂。部分的に酸化する。地山。

５－４４　茅ヶ崎市松林二丁目 488番 2外 2筆
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第 4図　調査区配置図（1/400）

10ｍ0

TP2TP2
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事業計画地事業計画地

新設道路新設道路
TP1TP1

（2）遺構覆土
〈1 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりなし。堆積粗い。	

	 宝永火山灰を極少量含む。近世に攪乱を	

	 受けた覆土の可能性もある。土師器含む。

2 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性なし。	

	 宝永火山灰を含まない。土師器を多量に	

	 含む。緑釉陶器出土。基本土層の 3 層		

	 を極少量含む。

3 層：	暗褐色砂質土。基本土層の 3 層と同遺		

	 構の 2 層が混ざったもの。

4 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。白色パミス	

	 を少量含む。橙色スコリアを極少量含む。

	 基本土層の 3 層を少量含む。土師器含む。

5 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性なし。	

	 同遺構 4 層より砂分強い。馬歯、土師		

	 器出土。

6 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。同遺構の 5	

	 層に基本土層の３層が多いもの。遺物は	

	 極めて少なくなる。

7 層：	明褐色砂質土。やや酸化し、しまり極め	

	 て強くなる。同遺構の 6 層に基本土層		

	 の３層がより多く含む層。

8 層：	明褐色砂質土。酸化強く、しまり極めて	

	 強い。土粒均一。同遺構の 6 層に基本		

	 土層の３層がより多く含まれる層。遺物	

	 は極少量が極小片で出土する。

〈1 号竪穴状遺構〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりやや強い。粘性な	

	 し。橙色粒子含む。基本土層の 3 層を		

	 少量含む。土師器片出土。炭化物が少量	

	 混ざる。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：溝状遺構

出土遺物：土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶	

	 器、礫、軽石

〈TP2〉

発見遺構：竪穴状遺構

出土遺物：土師器、須恵器、陶器、礫、炭化		

	 物、動物遺存体（馬歯）
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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写真 1　実測遺物（第 7 図） 写真 2　実測遺物（第 7 図）

表 1　出土遺物集計表

第 7図　実測遺物（1/2）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

1 号溝状遺構 土師器 16 12.5
土師器 坏 5 15.2
土師器 甕 14 55.1
須恵器 坏 1 2.5

灰釉陶器 皿 1 1.9
サブトレンチ 土師器 31 36.0

土師器 坏 8 32.3
土師器 甕 17 72.9
須恵器 坏 1 3.4

礫 5 32.8
軽石 1 0.5

P-1 緑釉陶器 1 4.6

TP2

表土 土師器 11 15.6
土師器 坏 8 23.8
土師器 甕 4 33.8

須恵器 1 2.4
須恵器 坏 2 5.9

陶器 1 5.8
礫 1 3.3

炭化物 1 0.7
1 号竪穴状遺構 土師器 22 25.4

土師器 坏 6 22.6
土師器 甕 8 27.6

炭化物 4 6.6
サブトレンチ 馬歯 － 14.0

合計 170 457.2

緑釉範囲1

0 5
cm

(1/2)

（2）調査所見
調査の結果、地表下 50cm までが表土である 1

層と近世層の 2 層であり、それ以下では無遺物

の３層を掘り込む古代～中世の遺構が良好に残存

していた。

TP1 の東端の１号溝状遺構からは、緑釉陶器

の小片や馬歯など特徴的な遺物の出土が確認され

た。TP2 は部分的に近現代の耕作に伴う深い掘

削が入り込むが、竪穴状遺構が良好に残存してい

る様子が確認されている。

第 7 図は緑釉陶器の小片である。器形は碗か

皿であり、残存高は 1.4cm、重さ 4.6g である。

胎土は堅緻であり、暗灰黄色（2.5Y5/2）を呈する。

焼成は良好、ロクロ成形である。

当該地においては埋蔵文化財が高い密度で良好

な状態で確認された。このことから、本事業は事

業者と協議の結果、事業地全体を対象として令和

5 年度から令和 6 年度にかけて網久保Ａ遺跡第 8

次調査を実施した。

5 －４４　茅ヶ崎市松林二丁目 488 番 2外 2筆（網久保Ａ遺跡No.86）
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写真 3　調査地点近景（東から） 写真 4　TP1 設定状況（北から）

写真 5　TP1 完掘状況（北から） 写真 6　TP1 南壁土層堆積状況

写真 7　TP2 設定状況（北から） 写真 8　TP2 完掘状況（北から）

写真 9　TP2 南壁土層堆積状況 写真 10　出土遺物

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査

- 188 -



第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 10 月 5 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 12.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 御屋敷Ｂ遺跡（No.157）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 弥生時代（末）～古墳時代（前・

	 後期）、奈良時代、平安時代、		

	 中世、近世

（4）立地	 砂質微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立松

林小学校から南西側約 420m の場所に位置する。

調査以前は畑地として利用されており、調査地点

の標高は約 5.7m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路範囲に 2.0m × 2.0m の

調査区を 3 箇所設定して調査を実施した。調査

の過程で、TP2は2.0m×2.3m、TP3は2.0×2.4m

に調査区を拡張している。掘削は機械と人力を併

用した。掘削後、遺構平面分布状況の確認、土層

堆積状況の観察を行い、記録は遺構平面分布図及

び土層断面図の作成と写真記録とした。また、調

査区の位置については簡易測量を行い、事業計画

図に落とし込んだ。なお、標高については、事業

地北側道路に所在する汚水マンホール蓋を仮原点

として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗黄褐色土。しまりなし。粘性あり。近	

	 現代の耕作土。ビニールゴミを含む。

2 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。堆積	

	 密。宝永パミス、スコリアを極少量含む。

	 橙色スコリアを極少量含む。ビニールゴ	

	 ミを含む。近現代の耕作土。

3 層：	暗褐色土。基本土層の 2 層に基本土層		

	 の 7 層が混じったもの。配管の埋土。

５－４５　茅ヶ崎市円蔵字御屋敷 2266 番 1の一部外 2筆
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第 4図　調査区配置図（1/500）
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4 層：	暗褐色土。しまり弱い。粘性弱い。宝永	

	 パミス、スコリアを多く含む。近世層。

5 層：	暗褐色土。橙色スコリアを少量含む。土	

	 師器片を含む。下部は 7 層を斑状に含む。

	 古代～中世層。

6 層：	暗褐色土。しまり弱い。5 層と 7 層の混	

	 ざったもの。樹木根か。

7 層：	黄褐色土。しまり強い。粘性なし。堆積	

	 密。部分的に酸化する。下部に腐植物を	

	 含む。湧水する。無遺物層の地山。

（2）遺構覆土
〈1 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性弱い。宝永	

	 パミス、スコリアを全体に多く含む。炭	

	 化物、橙色スコリアを少量含む。

2 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。橙色	

	 スコリアを少量含む。龍泉窯系青磁出土。

	 土師器片を含む。

〈2 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色土。硬化面。しまり極めて強い。	

	 橙色スコリアを少量含む。
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 7図　TP3 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

1 層 土師器 1 1.6
土師器 坏 2 3.6

磁器 2 2.7
2 層 土師器 3 5.7

土師器 甕 3 18.2
礫 1 35.2

1 号溝状遺構 土師器 甕 1 5.3
かわらけか 1 20.0

青磁 1 9.5

TP2

一括 土師器 5 4.5
土師器 坏 6 32.0
土師器 甕 4 35.4

P-1 土師器 甕 1 28.9

TP3

4 層 土師器 3 2.9
土師器 坏 2 8.3

2 号溝状遺構 土師器 3 3.0
土師器 坏 1 3.6

B-1 骨片 － 17.0
合計 40 237.4

2 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。同遺	

	 構の 1 層が硬化していない層。土師器		

	 含む。

〈3 号溝状遺構〉

1 層：	灰白色土。しまり弱い。宝永パミス、ス	

	 コリアを多く含む。

〈1 号土坑〉

1 層：	暗褐色土。しまりやや強い。色調暗い。	

	 基本土層の 5 層に類似する。

〈1 号ピット〉

1 層：	暗褐色土。しまり弱い。粘性強い。基本	

	 土層の 7 層を極少量斑に含む。宝永パ		

	 ミス、スコリア、橙色スコリアを含まな	

	 い。遺物なし。

〈2 号ピット〉

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。土粒	

	 粗い。基本土層の 5 層を基本とし、基		

	 本土層の 7 層を少量含む。

〈3、4 号ピット〉

1 層：	暗褐色土。しまり弱くなる。基本土層の	

	 5 層を基本とする。橙色スコリア極少量	

	 含む。土師器片多く含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：溝状遺構、ピット

出土遺物：土師器、かわらけ、龍泉窯系青磁、	

	 磁器、礫

〈TP2〉

発見遺構：ピット

出土遺物：土師器、かわらけ

〈TP3〉

発見遺構：溝状遺構、土坑

出土遺物：土師器、動物遺存体

（2）調査所見
調査の結果、地表下 50 ～ 70cm までは表土で

ある基本土層 1、2 層、近世層である基本土層 3 層、

古代の遺物包含層である基本土層４層が上から順

に堆積しており、基本土層 4 層は良好な状態で

残存している様子を確認した。古代～中世の遺構

は、いずれも無遺物層である基本土層 7 層を掘

り込み構築されていた。基本土層 5 層からの土

師器出土状況は、上位程小片であり、下位になる

と遺存率の高い破片が含まれている状況であっ

た。

TP1 で確認された 1 号溝状遺構は、堆積層に

傾斜が確認でき西へ向かい下降傾斜している溝状

遺構であると推測される。覆土の 2 層は龍泉窯

系青磁やかわらけを包含し、このことから遺構年

代は中世に遡ることができるといえる。また、覆

土の 1 層に宝永パミス、スコリアを含むことから、

遺構の埋没は近世前半以降と考えられる。なお、

TP1 で確認した部分的に黒く変色した土はビニー

ルハウスで用いられた暖房用の重油による変色で

あり、土からはタール臭がしていた。

TP2 の 2 ～ 5 号ピットはいずれも古代～中世

に属すると推測され、覆土は基本土層の 5 層を

基本として基本土層の 7 層の混入や橙色スコリ

アの多少が変化している。4、5 号ピットは規模、

覆土がともに類似している。また、覆土の類似か

ら 3 号ピットと４号ピットは同一の遺構である

可能性も指摘できるが、遺構確認面でのプランに

差が見られたことから、別遺構として報告した。

試掘結果から地表下 50cm 以下で古代～近世

の遺構が良好に残存している様相を確認した。当

該地において、埋蔵文化財を確認した。なお、本

事業に対しては、令和 5 年度から令和 6 年にか

けて御屋敷Ｂ遺跡第 17 次調査を実施した。
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写真 1　調査地点近景（北東から） 写真 2　TP1 設定状況（北から）

写真 3　TP1 完掘状況（東から） 写真 4　TP1 北壁土層堆積状況

写真 5　TP1 南壁土層堆積状況 写真 6　TP2 設定状況（北西から）

写真 7　TP2 完掘状況（南東から） 写真 8　TP2 北西壁土層堆積状況

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査

- 194 -



写真 9　TP3 設定状況（北から） 写真 10　TP3 完掘状況（東から）

写真 12　TP3 東壁土層堆積状況写真 11　TP3 西壁土層堆積状況

写真 13　出土遺物
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 10 月 6 日（金）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 巳待田Ａ遺跡（No.74）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市西部、茅ヶ崎市立松林小学校

から南東側約 480m の場所に位置する。調査以

前は畑地として利用されており、調査地点の標高

は約 10.8m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定し、調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地西側に所在する汚水マンホール

蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐灰色砂質土。しまりややあり。粘性	

	 なし。小石、コンクリートガラ含む。表土。

2 層：	暗褐灰色砂質土。しまりなし。粘性弱い。

	 小石、コンクリートガラ含む。ロームブ	

	 ロックとにぶい黄褐色砂が斑に混じる。

3 層：	暗褐灰色砂質土。しまりやや強い。粘性	

	 ややあり。酸化粒子中量含む。宝永パミ	

	 ス、スコリアを少量含む。

4 層：	暗褐灰色砂質土。しまりややあり。粘性	

	 ややあり。3 層に類似するが、酸化粒子	

	 と宝永パミス、スコリアが減少する。

5 層：	暗褐灰色砂質土。4 層をベースに、褐鉄	

５－４６　茅ヶ崎市菱沼二丁目 342番 10、12
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

5ｍ0

TPTP

事業計画地事業計画地

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

建物範囲建物範囲

建物範囲建物範囲

BM±0.0m

BM±0.0m

1号溝状遺構

1 2 4

溝
1
-
1

溝
1
-
2

溝1-3

5 6

1

2

4

溝1-1

溝1-2 溝…溝状遺構
5

6

3

6

西
壁

1ｍ0

南壁

1号ピット

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

3.0m

2.5m

BM±0.0m

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

1

2

4
5

3

東壁

6

7

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

－
5 層 土師器 1 8.1

土師器 坏 1 0.9
合計 2 9.0

	 鉱が筋状に混ざり、全体に酸化する。

6 層：	にぶい黄褐色砂。しまり強い。粘性なし。

	 宝永パミス、スコリアを含まない。小石	

	 を少量含む。全体に褐鉄鉱を含む。少量	

	 湧水する。

7 層：	6 層に類似するが、褐鉄鉱はみられない。

	 土粒均一。多量に湧水する。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器

（2）調査所見
調査の結果、地表下 90cm 付近までは近現代

のガラを含む埋土であった。埋土である 2 層直

下では、宝永パミス、スコリアを含む宝永期以降

の堆積層が確認された。

近世層は酸化粒子を全体に含み、5 層では筋状

に多量の褐鉄鉱が分布することから、水分と植物

が多量に存在する環境があったものと推測され

る。6 層では宝永パミス、スコリアの混入はみら

れないが褐鉄鉱の分布は著しく増加する。堆積層

も全体に酸化し、色調はにぶさを増している。

5 －４６　茅ヶ崎市菱沼二丁目 342 番 10、12（巳待田Ａ遺跡No.74）
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写真 3　完掘状況（西から）

写真 1　調査地点近景（西から） 写真 2　調査区設定状況（北から）

写真 4　東壁土層堆積状況

写真 5　出土遺物

は摩滅していなかった。このことから、５層は古

代の遺物包含層であると推測される。

調査の結果、地表下 90cm 付近までは近現代の

埋土であったが、直下では宝永パミス、スコリア

を含む宝永期以降の堆積層が確認された。近世層

には下位になるほど褐鉄鉱の分布が多くみられ、

地表下 130cm 付近で湧水した。褐鉄鉱の分布状

況からは、近世以前に湿地的な環境が展開したも

のと推測される。

6 層の直下には褐鉄鉱を含まない土粒の均一な

7 層の堆積が確認された。6 層と 7 層の境で多量

の湧水が発生したため、部分的に深掘りを実施し

たが、7 層を掘り込む深掘り部分は水没した。7

層は土粒が均一で堆積状況も密であることから、

地山の無遺物層であると推測される。

褐鉄鉱の分布状況から、近世以前の長期間にわ

たり湿地的な状況が継続していたものと推測され

る。遺物は 5 層から出土しており、古代に属す

る土師器の細片２片が出土した。土師器片の断面
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年10月16日（月）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 御屋敷Ｂ遺跡（No.157）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 弥生時代（末）、古墳時代（前・

	 後期）、奈良時代、平安時代、		

	 中世、近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部北西側、茅ケ崎警察署

西久保駐在所から南東に約 400m の場所に位置

する。調査以前は宅地として利用されており、調

査地点の標高は約 5.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地北東側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色砂。φ 60 ～ 50mm の礫を含む。	

	 ほぼ砂からなる。表土。

2 層：	黄褐灰色砂。φ 10 ～ 30mm の礫を含む。

	 植物根多い。埋土。

3 層：	にぶい灰褐色土。酸化粒子を含む。砂を	

	 少量含む。埋土。

4 層：	にぶい灰褐色土。しまり弱い。粘性強い。

	 宝永パミス、スコリアを全体に少量含む。

	 明治～昭和初期の磁器を含む。埋土。

5 層：	にぶい灰褐色土。しまり弱い。粘性強い。

	 宝永パミス、スコリアを極少量含む。近	

５－４７　茅ヶ崎市円蔵字御屋敷 2269-1
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

BM±0.0m

BM±0.0m

1号溝状遺構

1 2 4

溝
1
-
1

溝
1
-
2

溝1-3
5 6

1

2

4

溝1-1

溝1-2 溝…溝状遺構
5

6

3

6

西
壁

1ｍ0

南壁

1号ピット

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

3.0m

2.5m

1

2

3

4 5

6

西壁

BM±0.0m 0.0m

1.0m

0.5m

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

4 層 陶器 蓋 4 207.3
磁器 碗 1 129.0

磁器 猪口 1 9.3
ガラス 小瓶 1 19.6
ガラス 瓶 1 106.7

ガラス 化粧瓶 1 150.2
ガラス 薬品瓶 1 165.4

合計 10 787.5

	 世層。

6 層：	黄褐色砂質土。しまりあり。粘性あり。	

	 土粒均一。全体に斑に酸化する。著しく	

	 湧水する。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：陶器、磁器、ガラス製品

（2）調査所見
調査の結果、地表下 100cm 付近まで近現代の

陶磁器を含む堆積土が確認された。

明治～昭和期の陶磁器が集中して出土した 4

層は近現代のごみ穴である可能性が考えられる。

4 層は 5 層の近世層を掘り込み構築されている様

子を確認した。5 層は全体に宝永パミス、スコリ

アを含む近世宝永期以降の堆積層であるが、近世

に属する遺物の出土は確認されなかった。4 層及

び 5 層の直下では部分的に 6 層の堆積が確認さ

れたが、地表下 100cm 付近で著しく湧水した。
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写真 1　調査地点近景（北東から）

写真 5　出土遺物

写真 3　完掘状況（東から） 写真 4　東壁土層堆積状況

写真 2　調査区設定状況（北から）

6 層は土粒が均一な黄褐色砂質土であり、遺物の

出土がないことから地山層である可能性も考えら

れる。また、湧水面の高さから 6 層は全体に酸

化し、斑に赤褐色を呈する。

調査の結果、地表下約 100cm 付近まで近現代

の陶磁器を含む堆積土と宝永期以降の近世層で

あった。部分的に 6 層とした黄褐色砂質土の堆

積が確認されたが、著しい湧水に見舞われたため、

それ以下の調査は断念した。

5 －４７　茅ヶ崎市円蔵字御屋敷 2269-1（御屋敷Ｂ遺跡No.157）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年10月19日（木）

２　調 査 目 的	 集合住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 東遺跡（No.24）

（2）種別	 集落跡、遺物散布地

（3）時代	 弥生時代、古墳時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北東部、諏訪神社の南東側に

隣接する場所に位置する。調査当時は集合住宅が

が建っており、調査地点の標高は約 9.0m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲及び雨水貯留施設範囲に

2.0m × 2.0m の調査区をそれぞれ 1 箇所ずつ計

2 箇所設定して調査を実施した。調査区設置場所

がアスファルトで舗装されていたため、事業主の

方にあらかじめアスファルト舗装を除去してもら

い調査に臨んだ。掘削は機械と人力を併用した。

掘削後、土層堆積状況の観察を行い、記録は土層

断面図の作成と写真記録とした。また、調査区の

位置については簡易測量を行い、事業計画図に落

とし込んだ。なお、標高については、事業地南東

側道路に所在する汚水マンホール蓋を仮原点とし

て測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	アスファルト。

2 層：	路盤材と砕石。

3 層：	にぶい灰白色砂質土。しまりなし。粘性	

	 なし。堆積粗い。コンクリートガラ、建	

	 材多い。盛土。

4 層：コンクリート。

5 層：	明褐色砂。しまり強い。堆積密。土粒均	

	 一。自然堆積層。

6 層：	青灰色砂。しまり強い。堆積密。微砂粒	

５－４８　茅ヶ崎市香川二丁目 1582 番 2、3及び 1586 番	 	
	 13、16
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第 5図　TP1 土層断面図（1/40） 第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

第 4図　調査区配置図（1/400）

10ｍ0

TP2TP2
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事業計画地事業計画地
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4
5 5

6

北壁
0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

BM±0.0m

1
2

3

5 5

6

北壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

5 －４８　茅ヶ崎市香川二丁目 1582 番 2、3及び 1586 番 13、16（東遺跡No.24）
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第 7図　聞き取り調査による削平想定図（1/2,500）

想定の削平範囲

現存する社

100ｍ0

	 を含む。湧水する。自然堆積層。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1、2〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下 140cm までは既存建物の

建築に伴う盛土であった。

盛土中には、既存建物の建築に際して解体さ

れた旧建物に伴うガラが混じっており、地表下

140cm 付近でコンクリートの土台が確認できた。

地表下 150cm 以下で本来の堆積層が確認された。

土地所有者に話しを伺ったところ、現在の建物が

建築される前には株式会社東海カーボンの社宅が

存在し、社宅建築時に本来の北へ向かう上昇傾斜

の斜面を削平したとのことであった。現在、地形

の名残は事業地西側に存在する社とその法面のみ

となっている（第 7 図）。盛土の堆積が厚く崩落

の危険性が高いため部分的な深掘りに留まった

が、地表下約 160cm 付近で湧水を確認した。湧

水面付近は縞状に酸化の痕跡がみられ、赤褐色の

酸化鉄分が確認できた。

以上、当該地においては埋蔵文化財を確認する

ことができなかった。
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写真 1　調査地点近景（東から）

写真 3　TP1 完掘状況（南から）

写真 5　TP2 設定状況（南から）

写真 7　TP2 北壁土層堆積状況

写真 6　TP2 完掘状況（南から）

写真 4　TP1 北壁土層堆積状況

写真 2　TP1 設定状況（南から）

5 －４８　茅ヶ崎市香川二丁目 1582 番 2、3及び 1586 番 13、16（東遺跡No.24）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年10月20日（金）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 12.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 前田Ａ遺跡（No.71）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂丘南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部東側、茅ヶ崎市立松林

小学校から南側約 120m の場所に位置する。調

査以前は畑地として利用されており、調査地点の

標高は約 9.8m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路範囲に 2.0m × 2.0m の

調査区を 3 箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布

状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は

遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地東側道路に所在する消火栓蓋

を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗黄褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。

	 ビニールゴミ、礫を含む。ロームブロッ	

	 クを少量含む。表土。

2 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを全体に含む。近	

	 現代の耕作土。

3 層：	明褐色砂質土。しまり強い。土粒均一で	

	 細かい。宝永パミス、スコリアを含まな	

	 い。中世～近世初頭の層。かわらけ出土。

4 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。土粒細かい。

	 堆積密。橙色スコリアを含む。古代～中	

５－４９　茅ヶ崎市松林二丁目 973番 1及び 974 番 1
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第 4図　調査区配置図（1/400）

10ｍ0

BM（消火栓）BM（消火栓）

事業計画地事業計画地

新設道路新設道路

TP1TP1 TP3TP3

TP2TP2

	 世層。

5 層：	灰白色砂。しまり強い。土粒細かい。砂	

	 丘本来の砂。部分的に斑に酸化する。自	

	 然堆積の無遺物層。地山層。

（2）遺構覆土
〈1 号土坑〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。土粒細かい。

	 全体に基本土層の 5 層が混ざる。略完		

	 形のかわらけ出土。

2 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。土粒均一。	

	 酸化した砂、炭化物が少量混ざる。

〈2 号土坑〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりなし。宝永パミス、

	 スコリアを全体に含む。基本土層の 2		

	 層に類似する。ビニールゴミを含む。

〈1 号ピット〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。土粒均一。

〈3 号ピット〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりなし。宝永パミス、

	 スコリアを全体に含む。基本土層の 2		

	 層に類似する。ビニールゴミを含む。

〈1 号竪穴状遺構〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。土粒やや粗	

	 い。基本土層の 5 層を極少量含む。か		

	 わらけ出土。

2 層：	暗褐色砂質土。しまりやや強い。堆積や	

	 や粗い。基本土層の 5 層を斑にブロッ		

	 ク状に含む。かわらけ出土。

3 層：	暗褐色砂質土。同遺構の 1 層に似るが、	

	 しまり増す。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：ピット、土坑

出土遺物：土師器、かわらけ、礫

〈TP2〉

発見遺構：ピット

出土遺物：土師器、かわらけ、陶器

5 －４９　茅ヶ崎市松林二丁目 973 番 1及び 974 番 1（前田Ａ遺跡No.71）
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第 6図　遺構平面分布図（1/40）

第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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第 7図　TP3 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 8図　実測遺物（1/3）
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発見遺構：竪穴状遺構

出土遺物：土師器、かわらけ、陶器、鉄製品

（2）調査所見
調査の結果、地表下 50cm 付近まで近現代の

耕作土が確認され、それ以下では基本土層の 5

層を掘り込む古代～中世の遺構を確認できた。

TP1 は包含層の残存状況が良好であり、複数

の遺構が確認された。中でも略完形のかわらけ（第

8 図）が出土した 1 号土坑は、平面形状が楕円形

であり、有機物の残存は確認できなかったものの

土壙墓である可能性が考えられる。かわらけは底

部に明瞭な回転糸切り痕が残された厚手のもので

あり、15 世紀～ 16 世紀前半頃であると推測さ

れる。2 号土坑については、ビニールゴミを含む

基本土層の 2 層に類似した覆土から、近現代の

耕作に伴う掘り込みと推測される。

TP2 は堆積層の残存は良好であるが、近世以

前の遺構は確認されなかった。3 号ピットは確認

されたものの、2 号土坑と同様近現代の耕作に伴

う掘り込みと推測される。包含層である基本土層

の 3 層からはかわらけが出土している。

TP3 は現況の出入口であり、そのため近現代

に堆積層が他の調査区より深く削平され、3 層は

消失していた。掘り込みの深い遺構は残存してお

り、竪穴状遺構が１基確認されている。1 号竪穴

状遺構からは、かわらけの大片と鉄釘が出土して

いる。

なお、本事業に関しては、令和 5 年度に前田

Ａ遺跡第 9 次調査を実施した。

5 －４９　茅ヶ崎市松林二丁目 973 番 1及び 974 番 1（前田Ａ遺跡No.71）
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写真 5　TP1 南壁土層堆積状況 写真 6　TP1 西壁土層堆積状況

写真 4　TP1P-1 出土状況（東から）写真 3　TP1 完掘状況（北から）

写真 1　調査地点近景（北東から） 写真 2　TP1 設定状況（北から）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

表土 土師器 2 6.3
土師器 坏 1 2.3
かわらけ 8 12.3

礫 1 6.2
3 層 かわらけ 3 33.9
P-1 かわらけ 5 120.6

TP2

一括 土師器 1 1.5
土師器 甕 1 4.8
かわらけ 1 2.0

陶器 2 71.3

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP3

一括 土師器 3 1.9
土師器 甕 2 8.2
かわらけ 2 9.0

陶器 3 23.9
鉄製品 釘 1 2.3

P-2 かわらけ 1 13.4
合計 37 319.9
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写真 7　TP2 設定状況（北から） 写真 8　TP2 完掘状況（北から）

写真 9　TP2 南壁土層堆積状況 写真 10　TP3 設定状況（西から）

写真 11　TP3 完掘状況（西から） 写真 12　TP3 東壁土層堆積状況

写真 13　出土遺物 写真 14　実測遺物（第 8 図）

5 －４９　茅ヶ崎市松林二丁目 973 番 1及び 974 番 1（前田Ａ遺跡No.71）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年10月23日（月）

２　調 査 目 的	 集合住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 12.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 石原Ａ遺跡（No.147）

（2）種別	 遺物散布地、集落跡、参道

（3）時代	 古墳時代（後期）、奈良時代、		

	 平安時代、中世、近世、近代

（4）立地	 砂質微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市南西部、茅ヶ崎市立鶴嶺小学

校から南側約 480m の場所に位置する。調査以

前は集合住宅が建っており、調査地点の標高は約

3.8m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を計 3 箇所を設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布

状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は

遺構平面分布図及び土層断面図の作成、写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地南東側道路に所在する汚水マ

ンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。既存建物の解体に伴う土。コ	

	 ンクリートガラ、礫混ざる。

2 層：	黄褐色土。しまり強い。粘性強い。既存	

	 建物に伴う盛土とみられる。ローム土を	

	 多く含む。

3 層：	灰褐色土。しまり強く、転圧を受ける。	

	 部分的にロームブロック、ビニールゴミ	

	 を含む。埋土。

4 層：	灰褐色砂質土。しまり強い。粘性弱い。	

	 堆積密。上位に宝永パミス、スコリアを	

	 少量含む。中世～近世の包含層。

５－５０　茅ヶ崎市下町屋二丁目 310番 1
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第 5図　TP1 土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

第 4図　調査区配置図（1/400）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

1 層 土師器 3 2.2
土師器 坏 2 4.6

一括 土師器 坏 1 3.1
土師器 甕 2 7.5
須恵器 甕 1 81.6

TP2
一括 土師器 1 0.5

土師器 坏 1 1.8

TP3
一括 土師器 甕 1 1.0

須恵器 甕 1 20.1
合計 13 122.4
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5 層：	灰褐色砂質土。しまり強い。橙色スコリ	

	 アを中量含む。土師器片含む。古代～中	

	 世の包含層。

6 層：	にぶい灰褐色砂質土。しまり極めて強い。

	 堆積極めて密。無遺物の地山層。砂分強	

	 い。斑に酸化する。

7 層：	にぶい灰黄褐色砂質土。しまり弱い。堆	

	 積粗い。基本土層の 6 層に砂を多く含		

	 むもの。

8 層：	にぶい灰褐色砂質土。基本土層の 6 層		

	 より砂分が強いもの。砂粒大きくなる。

9 層：	砂礫層。しまりなし。含まれる砂粒は大	

	 きく、φ 8 ～ 15cm の礫を多量に含む。

10 層：灰褐色砂。しまりあり。φ 10 ～ 30mm	

	 の小礫を多く含む。砂粒均一。

11 層：にぶい黄褐色砂質土。しまり強い。粘性	

	 あり。土粒細かい。基本土層の 12 層を	

	 少量含む。二次堆積ローム主体。

12 層：灰褐色砂。基本土層の 10 層が酸化した	

	 もの。

13 層：基本土層の 11 層がより酸化したもの。	

	 金雲母多く含む。

5 －５０　茅ヶ崎市下町屋二丁目 310 番 1（石原Ａ遺跡No.147）
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第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

第 7図　TP3 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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第 8図　実測遺物（1/3）

使用痕

1

0 10
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(1/3)

構築されていることなどからも、地山層であると

推測される。

基本土層 8 層は基本土層 6 層に類似するが、

より砂分が強くなり粗粒砂を多く含む。基本土層

9 層になると小礫を多く含み、砂粒も粗くなる。

酸化もみられることから、旧相模川に由来する砂

礫層であると考えられる。

基本土層 10 ～ 12 層は砂主体の堆積層であり、

土粒の細かい砂が相互に堆積し、層位の境界は緩

いカーブを伴う縞状の堆積であった。また、それ

ぞれの層位の間には酸化した堆積層が確認され

た。遺物は出土しなかった。

1 号溝状遺構は 6 層を掘り込み構築されてお

り、覆土は橙色スコリアを含む古代の特徴を呈し

ていた。出土遺物はなかったが、覆土中に 6 層

をブロック状に混入しており、下位層になるほど

砂分が強くなっている様子が確認された。このこ

とから、古代に属する意向であると推測される。

第 8 図は TP1 から出土した須恵器の甕である。

色調は外面は灰白色（2.5Y7/1）、内面は灰褐色

（7.5YR4/2）を呈する。胎土は密で焼成は良好、

外面にタタキ目を有する。内外面問わず全体を

擦っており、砥石に転用されたと考えられる。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認され

た。なお、当該地においては事業計画に伴い令和

5 年度に石原Ａ遺跡第 12 次調査を実施した。

（2）遺構覆土
〈溝状遺構１〉

1 層：	にぶい灰褐色砂質土。しまり弱い。堆積	

	 粗い。基本土層の 6 層に基本土層の 5		

	 層を斑に含む。

2 層：	にぶい灰褐色砂質土。しまりあり。粘性	

	 弱い。基本土層の 6 層主体。

3 層：	にぶい灰褐色砂質土。堆積粗い。基本土	

	 層の 8 層を多く含む。

4 層：	黄褐色砂。しまり強い。粘性なし。全体	

	 に酸化する。

5 層：	にぶい灰褐色砂質土。しまりなし。堆積	

	 粗い。基本土層 5 層と基本土層の 6 層		

	 が混ざったもの。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1、2〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、須恵器
〈TP3〉

発見遺構：溝状遺構

出土遺物：土師器、須恵器

（2）調査所見
調査の結果、地表下 120cm（基本土層 1 ～ 3

層）までは建材ガラを含む建物解体に伴う攪乱さ

れた土であった。地表下 120 ～ 180cm までは古

代～近世の遺物包含層が残存しており、橙色スコ

リアの有無で上下 2 層（基本土層 4、5 層）に分

類される。基本土層 4 層は橙色スコリアを含ま

ず、上位に宝永パミス・スコリアを含む中世～近

世の遺物包含層であり、基本土層 5 層は橙色ス

コリアを含む古代～中世の遺物包含層と推測され

る。遺物包含層からの出土遺物は土師器、須恵器

であった。

基本土層 6 層は砂分を多く含む土粒が均一で

堆積密な堆積層であった。部分的に酸化が確認さ

れ、密で均一な堆積状況から無遺物の地山層であ

ると推測される。また、TP3 の古代に属すると

推測される溝状遺構が基本土層 6 層を掘り込み

5 －５０　茅ヶ崎市下町屋二丁目 310 番 1（石原Ａ遺跡No.147）
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写真 2　TP1 設定状況（北から）写真 1　調査地点近景（南西から）

写真 3　TP1 完掘状況（東から） 写真 4　TP1 西壁土層堆積状況

写真 5　TP2 設定状況（北から） 写真 6　TP2 完掘状況（東から）

写真 7　TP2 南壁土層堆積状況 写真 8　TP2 西壁土層堆積状況
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写真 9　TP3 設定状況（南から） 写真 10　TP3 完掘状況（南から）

写真 13　実測遺物（第 8 図）

写真 12　出土遺物写真 11　TP3 西壁土層堆積状況

5 －５０　茅ヶ崎市下町屋二丁目 310 番 1（石原Ａ遺跡No.147）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年10月27日（金）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 餅塚遺跡（No.65）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世、近代

（4）立地	 砂丘南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、茅ケ崎市立小和田小学

校から北西側約 180 ｍの場所に位置する。調査

以前は宅地として利用されており、調査地点の標

高は約 13.7m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地西側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 コンクリートガラ、ごみを含む。東側斜	

	 面の擁壁工事に伴う埋土。

2 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性なし。	

	 砂混じる。宝永火山灰を少量含む。転圧	

	 を受ける。盛土。

3 層：	暗褐色砂質土。しまりなし。粘性少ない。

	 宝永火山灰を少量含む。ガラス片、ごみ	

	 混じる。砂少量含む。樹木の根を多く含	

	 む。

4 層：	黄褐色砂。しまりあり。堆積密。微砂粒	

	 を少量含む。自然堆積層。

５－５１　茅ヶ崎市小和田三丁目９２９番３、９３０番１
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

BM±0.0m BM±0.0m
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西壁

1

3

2
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5 －５１　茅ヶ崎市小和田三丁目９２９番３、９３０番１（餅塚遺跡No.65）
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写真 1　調査地点近景（北西から）

写真 3　完掘状況（北から） 写真 4　南壁土層堆積状況

写真 2　調査区設定状況（北から）

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、事業計画地南東側の道路に伴う擁

壁工事の埋土である１層が厚く堆積している様子

が確認された。なお、１層が擁壁工事に伴う埋土

であると仮定したのは、調査中に南東側道路部分

のアスファルト舗装工事を実施していた工事業

者からの情報提供である。2 層は事業地を更地に

整地した際の転圧を強く受けており、3 層はガラ

ス片やビニールゴミを含む土であった。地表下

150cm 付近で黄褐色砂である 4 層を確認した。

4 層は土粒、しまりが均一な堆積をしていること

から自然堆積層であると考えられ、遺構、遺物の

出土がないことから、文化層以前の堆積層と推測

される。

調査の結果、地表下 150cm 付近までは近現代

のごみを含む土であった。その直下には黄褐色砂

の堆積が確認されたが遺構・遺物の出土はなかっ

た。以上、当該地においては埋蔵文化財は確認さ

れなかった。
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年10月30日（月）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.5㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 宮ノ腰遺跡（No.152）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 砂質微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立鶴

嶺中学校から南西側約 100m の場所に位置する。

調査以前は宅地及び畑地として利用されており、

調査地点の標高は約 5.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の切土範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を１箇所、擁壁範囲に 1.5m × 3.0m の調査区

1 箇所、計 2 箇所に設定して調査を実施した。掘

削は機械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状

況の観察を行い、記録は土層断面図の作成と写真

記録とした。また、調査区の位置については簡易

測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、

標高については、事業地北側道路に所在する汚水

マンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりなし。粘性あり。宝永	

	 パミス、スコリアを全体に少量含む。ビ	

	 ニールゴミを含む。近現代の耕作土。

2 層：	暗褐色土。しまりなし。粘性なし。宝永	

	 パミス、スコリアを全体に少量含む。近	

	 世～近代の磁器、土製品含む。耕作土。	

	 花畑の土。

3 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。堆積粗い。	

	 宝永パミス、スコリアを少量含む。近世	

	 初頭以降の遺物包含層。

4 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。堆積密。宝	

５－５２　茅ヶ崎市浜之郷字宮ノ腰 516番 1外 9筆
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第 4図　調査区配置図（1/500）

20ｍ0

TP2TP2

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

TP1TP1

	 永パミス、スコリアを上位に少量含む。	

	 角の丸くなった土師器片を含む。中世～	

	 近世初頭の遺物包含層。

5 層：明褐色土。しまりあり。粘性あり。橙色	

	 スコリアを中量含む。6 層を 3 少量下部	

	 に含む。土師器、須恵器を含む。古代～	

	 中世層の遺物包含層。

6 層：	明黄褐色粘質土。しまり強い。粘性強い。

	 堆積密。二次堆積ローム層。下部に 7		

	 層を多く含む。

7 層：	暗褐色砂。しまりなし。粘性なし。堆積	

	 粗い。下位になるほど粗い砂と小礫を多	

	 く含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、須恵器、土製品、磁器

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、須恵器、土製品

（2）調査所見
調査の結果、地表下 90cm の 4 層までは宝永

パミス、スコリアを含む近世初頭以降の土が堆積

している様子が確認された。

4 層直下の 5 層は橙色スコリアを多く含む古代
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第 6図　TP2 土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

1 ～ 3 層 土師器 3 3.5
土師器 坏 1 3.1
土師器 甕 1 1.8

磁器 1 0.6
土製品 4 24.8

4 層 土師器 1 0.9
土師器 甕 2 7.0

TP2

一括 土師器 4 3.5
土師器 坏 1 5.2
土師器 甕 1 4.6

土製品 2 10.0
P-1 須恵器 甕 1 38.6

合計 22 103.6
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1

2

4P-1

5

6

7

3
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0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

～中世の遺物包含層の特徴を有しており、土師

器、須恵器の出土状況からも古代を中心とした年

代観の堆積層であると推測される。５層の堆積は

30 ～ 50cm と良好に残存していたが、今回の調

査区内では遺構の検出はなかった。6 層は砂質微

高地に特徴的な二次堆積ロームからなる色調の明

るい堆積層であり、土粒は細かく堆積は密である。

6 層の下位になると 7 層の混入が増していく様子

が確認された。また、7 層は下位になるほど粗い

砂と小礫を含み、砂自体もやや酸化の傾向がみら

れた。なお、４層から出土した P-1 は破断面の丸

くなった須恵器甕と考えられるが、胎土中の小礫

が多く土粒も大きいことから、中世の渥美系陶器

甕の可能性も指摘できる。

調査の結果、地表下 90cm 付近までは宝永パミ

ス、スコリアを含む近世初頭以降の堆積層であっ

たが、90cm 以下では橙色スコリアや土師器片を

含む最大厚約 50cm の古代～中世の遺物包含層

が良好に残存している様子が確認された。以上、

当該地においては埋蔵文化財を確認することがで

きた。

5 －５２　茅ヶ崎市浜之郷字宮ノ腰 516 番 1外 9筆（宮ノ腰遺跡No.152）
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写真 2　TP1 設定状況（北から）写真 1　調査地点近景（北東から）

写真 3　TP1 完掘状況（西から） 写真 4　TP1 東壁土層堆積状況

写真 5　TP2 設定状況（北から） 写真 6　TP2 完掘状況（西から）

写真 8　出土遺物写真 7　TP2 東壁土層堆積状況
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 11 月 6 日（月）

２　調 査 目 的	 変電施設新設工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 上ノ町遺跡（No.148）

（2）種別	 集落跡、居館跡

（3）時代	 弥生時代、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世、近代

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北西部、東京電力茅ヶ崎変電

所内に位置し、調査地点の標高は 6.4m を測る。

７　調査の方法
事業計画地建物範囲付近の安全作業圏内に

2.0m × 2.0m の調査区を 1 箇所設定して調査を

実施した。掘削は機械と人力を併用した。掘削後、

土層堆積状況の観察を行い、記録は土層断面図の

作成と写真記録とした。また、調査区の位置につ

いては簡易測量を行い、事業計画図に落とし込ん

だ。なお、標高については、事業計画地内に所在

する水準点を原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	砕石。

2 層：	砕石 + ローム土。

3 層：	砕石 + ローム土。2 層よりローム土の比	

	 率多い。

4 層：	ローム土主体。高圧送電線の埋土。

5 層：	暗灰オリーブ色粘質土。しまり強い。粘	

	 性強い。砕石やビニールごみを含む埋土。

	 重油またはタールを全体に含む。土師器、

	 陶器を含む。

6 層：	暗灰オリーブ色粘質土。しまり強い。粘	

	 性強い。重油による変色。タール臭強い。

7 層：	暗灰オリーブ色粘質土。しまり強い。粘	

	 性強い。重油による変色が縦に入る。

8 層：	褐鉄の集合体。しまりなく、脆い。

５－５３　茅ヶ崎市西久保１６２４
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第 4図　調査区配置図（1/1,000）

10ｍ0

TPTP

BM（水準点）BM（水準点）

事業計画地事業計画地

事業計画範囲事業計画範囲

9 層：	暗灰オリーブ色粘質土。しまり強い。粘	

	 性強い。宝永パミス・スコリアを全体に	

	 極少量含む。全体に褐鉄を含む。

10層：暗灰オリーブ色粘質土。しまりあり。粘	

	 性強い。黒色スコリアを中量含む。全体	

	 に堆積均一。分解途上の植物片を全体に	

	 含む。

11層：暗灰オリーブ色粘質土。しまりあり。粘	

	 性極めて強い。土粒細かい。分解途上の	

	 植物片を含む。

12層：暗灰オリーブ色粘質土。土粒均一。酸化	

	 粒多い。砂を極少量含む。部分的に酸化	

	 する。

13層：暗灰オリーブ色砂質土。しまり極めて強	

	 い。土粒細かい。斑に酸化する。砂含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：土師器、陶器

（2）調査所見
調査の結果、地表下 40cm までの 1 ～ 4 層は

現況の変電施設に伴う造成土であった。直下には
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表 1　出土遺物集計表

第 5図　土層断面図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―
2 層 土師器 坏 1 1.4

陶器 1 28.1
合計 2 29.5

6.000m
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3 4
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78
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地表下 70cm までビニールごみを含む 5 層が堆

積しており、堆積土中から土師器と陶器の細片が

出土した。5 層直下には地表下 120cm まで宝永

パミス、スコリアを含む 9 層の堆積が確認でき、

部分的に変色と多量の褐鉄鉱の分布が確認され

た。なお、6 層や 7 層、9 層の変色原因は以前に

本地点に存在した高圧コンデンサに使用していた

重油とポリ塩化ビフェニルによるものであるとの

ことであり、強いタール臭と刺激が感じられた。

地表下 120 ～ 200cm までは暗灰オリーブ色

粘質土の堆積が確認され、腐植物や砂の多少によ

り 10 層に分類される。上位層には腐植物の含有

が多く、下位層には砂が多く含まれている。酸化

粒が全体に含まれることや腐植物の分布状況から

は、砂丘から小出川に至る湿地帯に位置していた

ものと推測される。なお、堆積土は全体に重油の

変色を受けていたため、本来の堆積層よりも色調

は暗く変化しているものと考えられる。10 層に

含まれる黒色スコリアの一部は割ると中央部分が

赤色味を帯びていることから、橙色スコリアが重

油や水分によって変色した可能性が考えられる。

そのため、10 層、11 層の年代観は古代前後と考

えられる。12 層は砂分が多く、土粒が均一であ

ることから、無遺物の地山漸移層である可能性が

推測される。

調査の結果、近世層である 9 層直下には湿地

性の堆積層が確認され、10 層、11 層には変色し

た橙色スコリアとみられる粒子や黒色スコリアが

確認できた。10、11 層からの遺構、遺物の出土

は無く、分解されつつある植物の破片が多量に確

認された。このことから、当該地は小出川周辺に

分布していた湿地帯に位置していると推測され、

埋蔵文化財の密度は低い地点であると推察され

る。

5 －５3　茅ヶ崎市西久保１６２４（上ノ町遺跡No.148）
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写真 5　出土遺物

写真 1　調査地点近景（北西から） 写真 2　調査区設定状況（北から）

写真 4　西壁土層堆積状況写真 3　完掘状況（東から）

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 11 月 9 日（木）

２　調 査 目 的	 集合住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 勝沼遺跡（No.158）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、茅ヶ崎市消防署から

南西側約 210m の場所に位置する。調査以前は

宅地として利用されており、調査地点の標高は約

4.4m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建築範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布状況

の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺構

平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地南東側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。近現代のゴミが入った土。

2 層：	にぶい暗褐色土。しまり弱い。粘性なし。

	 宝永パミス、スコリアを全体に含む。近	

	 世層。

3 層：	にぶい暗褐色土。基本土層 2 層の宝永		

	 パミス、スコリアがやや少ないもの。

4 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。橙色	

	 スコリアを極少量含む。土師器、かわら	

	 け出土。古代～中世層。

5 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性極めて強い。

	 橙色スコリア多く含む。土粒均一。土師	

５－５４　茅ヶ崎市矢畑字勝沼 1338 番 1及び 2
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第 4図　調査区配置図（1/400）

10ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

雨水浸透施設雨水浸透施設

	 器、須恵器出土。古代層。

5 層：	黄褐色土。しまり極めて強い。土粒細か	

	 い。砂分多い。無遺物層。地山。

（2）遺構覆土
〈2 号ピット〉

1 層：	にぶい暗褐色土。しまりなし。粘性なし。

	 宝永パミス、スコリアを多く含む。

〈1 号土坑〉

1 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。堆積	

	 粗い。橙色スコリア少量含む。遺物含む。

〈2 号土坑〉

1 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。橙色	

	 スコリア、炭化物を少量含む。遺物含む。

〈1 号竪穴状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまり強く硬い。粘性あり。	

	 橙色スコリア中量含む。堆積やや粗い。	

	 土師器、須恵器、かわらけ出土。

2 層：	暗褐色土。同遺構 1 層の色調が明るい		

	 もの。

3 層：	暗褐色土。同遺構 1 層に多量の炭化物		

	 が入ったもの。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：ピット、土坑、竪穴状遺構

出土遺物：土師器、須恵器、礫

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

2 層 土師器 5 5.5
土師器 坏 2 3.5
土師器 甕 1 1.1

礫 1 4.0
5 層 土師器 7 6.1

土師器 坏 6 14.9
土師器 甕 5 15.7
須恵器 坏 1 7.3

須恵器 瓶か 1 4.4
合計 29 62.5

BM±0.0m

B
M

±0.0m

1号竪穴状遺構

古代～中世近世

3号土坑

2号土坑

1号土坑

3号ピット

1号ピット
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1

2

4
竪1-1

土
1
-
1

土
2
-
1

ピ
2
-
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竪1-3竪1-2

5

6
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1ｍ0 1ｍ0

南壁

1

2

3
4

5
5

6

東
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0.0m
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（2）調査所見
調査の結果、地表下 50cm で古代～中世の遺

構を確認できた。

ピットは宝永パミス、スコリアを含む近世が主

体であったが、平面形状の四角い中世と推測され

るものも確認された。竪穴状遺構は南側に炭化物

が集中していたが、焼土の混入は全体的に微量で

あった。遺構の切り合い関係からは、土坑よりも

竪穴状遺構の方が新しいといえる。

遺物は古代が主体であるが、かわらけも出土し

ている。特に、1 号竪穴状遺構からかわらけが出

土する傾向が強かったため、1 号竪穴状遺構は中

世の遺構である可能性が高い。

以上、当該地において埋蔵文化財が高い密度で

確認された。このことから、本事業については令

和 6 年度に勝沼遺跡第 5 次調査を実施した。

5 －５４　茅ヶ崎市矢畑字勝沼 1338 番 1及び 2（勝沼遺跡No.158）
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写真 1　調査地点近景（南から）

写真 8　出土遺物写真 7　東壁土層堆積状況

写真 5　遺構確認状況（北から） 写真 6　完掘状況（西から）

写真 3　近世遺構検出状況（西から） 写真 4　近世遺構完掘状況（西から）

写真 2　調査区設定状況（北から）

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年11月10日（金）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 1.7㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 北方横穴群（No.165）

（2）種別	 横穴

（3）時代	 古墳時代（末）

（4）立地	 台地西側低位部斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、茅ヶ崎市立北陽中学校

から西側約 500m の場所に位置する。調査以前

は宅地として利用されており、調査地点の標高は

約 14.6m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の浄化槽設置範囲に 1.7m × 1.0m

の調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘

削は全て人力で行った。掘削後、遺構平面分布状

況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺

構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地西側道路に所在する雨水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりなし。土粒さらさら。	

	 全体に宝永パミス、スコリアを含む。ゴ	

	 ミ（ビニール）を含む。

2 層：	黒褐色土。しまりなし。粘性なし。宝永	

	 パミス、スコリアを全体に中量含む。近	

	 世層。

3 層：	黒褐色土。しまりあり。堆積やや粗い。	

	 橙色スコリアを多く含む。土師器含む。	

	 古代～中世層。

4 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。白色	

	 スコリアを多く含む。弥生時代末～古墳	

	 時代初頭の土器出土。

５－５５　茅ヶ崎市下寺尾字北方 1129 番 4外 9筆
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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第 6図　実測遺物（1/3）

表 1　出土遺物集計表

1

2

3

4

0 10
cm

(1/3)

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

1 層 縄文土器 2 15.0
土師器 6 10.9

土師器 坏 7 17.7
土師器 甕 7 37.8

3 ～ 4 層 縄文土器 18 137.9
土師器 7 8.8

土師器 坏 2 7.3
土師器 甕 12 79.0

礫 2 20.2
5 層 縄文土器 64 962.8

土師器 6 8.4
土師器 甕 13 77.0

礫 10 516.1
黒曜石 1 0.1

P-1 縄文土器 1 48.3
P-2 縄文土器 1 67.9

合計 159 2,015.2

5 層：	暗黄褐色粘質土。しまり粘性極めて強い。

	 ローム粒を下部に多く含む。縄文土器（後

	 期～晩期）を多量に含む。縄文時代層。

6 層：	ソフトローム層。粘性極めて強い。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：ピット

出土遺物：縄文土器、土器（弥生時代末～古墳	

	 時代頭）、土師器、礫、黒曜石

（2）調査所見
調査の結果、1 層である地表下 40cm までは表

土であり、それ以下では近世～縄文時代までの各

層が良好に残存していた。中でも縄文時代の遺物

出土量が多く、土器の大片が多量に出土している。

縄文土器は後期～晩期に属するものであり、いず

れも５層中位に集中して分布している。５層の堆

積にはトレンチの中央部を北東－南西方向に縦断

する溝状の落ち込みが確認されている。落ち込み

は、出土した土器の年代から縄文時代後期～晩期

にかけての溝状遺構である可能性も考えられる。

第 6 図はすべて縄文土器である。1 は深鉢の口

縁部であり、内面にミガキを有する。2 は深鉢の

頸部であり、胎土はやや粗く焼成は良好である。

3 は深鉢の口縁部であり、胎土はやや密で白色粒

を含む。内面にミガキあり。4 は深鉢の胴部であ

り、胎土はやや密で焼成は良好、内面にミガキを

有する。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認された。

5 －５５　茅ヶ崎市下寺尾字北方 1129 番 4外 9筆（北方横穴群No.165）
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写真 1　調査地点近景（南東から） 写真 2　近世遺構検出状況（北西から）

写真 4　遺構完掘状況（南西から）

写真 6　出土遺物写真 5　北東壁土層堆積状況

写真 7　実測遺物（第 6 図）

写真 3　遺構検出状況（南西から）

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査

- 236 -



第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年11月13日（月）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 南方Ａ遺跡（No.39）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 縄文時代（中期）

（4）立地	 丘陵

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、茅ヶ崎市立北陽中学校

から南東側約 540m の場所に位置する。調査以

前は宅地及び駐車場として利用されており、調査

地点の標高は約 16.2m を測る。

７　調査の方法
事業計画地に 2.0m × 2.0m の調査区を 1 箇所

設定して調査を実施した。掘削は人力で行った。

掘削後、土層堆積状況の観察を行い、記録は土層

断面図の作成と写真記録とした。また、調査区の

位置については簡易測量を行い、事業計画図に落

とし込んだ。なお、標高については、事業地東側

道路に所在する雨水マンホール蓋を仮原点として

測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。表土。砕石主体。

2 層：	黄褐色土。ローム土主体。砂利含む。

3 層：	暗褐色土。ロームブロック、ガラ、金属	

	 ゴミを多く含む。埋土。

4 層：	ローム土。

5 層：	暗褐色土。水道管の埋土。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 20cm までは駐車場と

しての利用に伴う砕石主体の表土であり、地表下

５－５６　茅ヶ崎市下寺尾字南方 2274-2 の一部外 4筆
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写真 1　調査地点近景（北から）

写真 2　完掘状況（北西から）

第 4図　調査区配置図（1/400）

第 5図　土層断面図（1/40）
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20 ～ 100cm までは近現代のゴミを含む埋土で

あった。埋土はローム主体土とロームブロックを

含む暗褐色土が相互になっており、客土と考えら

れる。その直下には自然堆積のローム土が確認さ

れた。以上、当該地において埋蔵文化財は確認さ

れなかった。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年11月16日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 浜竹遺跡（No.201）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 奈良時代、平安時代

（4）立地	 砂丘南斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市南東部、茅ヶ崎市立松浪小学

校から北東側約 470m の場所に位置する。調査

以前は宅地及び駐車場として利用されており、調

査地点の標高は約 11.6m を測る。

７　調査の方法
事業計画地に 2.0m × 2.0m の調査区を 2 箇所

設定して調査を実施した。掘削は機械と人力を併

用した。掘削後、遺構平面分布状況の確認、土層

堆積状況の観察を行い、記録は遺構平面分布図及

び土層断面図の作成と写真記録とした。また、調

査区の位置については簡易測量を行い、事業計画

図に落とし込んだ。なお、標高については、事業

地南東側道路に所在する汚水マンホール蓋を仮原

点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	しまりなし。建材ガラ、砕石混じる。砂	

	 利多い。表土。

2 層：	しまり強く、転圧されている。建材ガラ、

	 昭和期の磁器を含む。埋土。

3 層：	灰褐色砂質土。しまりなし。土粒粗い。	

	 宝永パミス、スコリアを全体に少量含む。

	 近世層。

4 層：	灰褐色砂。しまりあり。粘性なし。土粒	

	 均一。堆積密。無遺物の地山漸移層。

5 層：	黄褐色砂。しまり強い。堆積極めて密。	

	 全体にやや酸化する。無遺物の地山層。

6 層：	青灰色砂。しまり多い。砂粒多い。粗粒	

５－５７　茅ヶ崎市浜竹一丁目２９５４番１の一部外
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第 4図　調査区配置図（1/400）

表 1　出土遺物集計表

10ｍ0

新
設
道
路

新
設
道
路

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

TP1TP1

TP2TP2

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1
1 層 磁器 小碗 3 31.2
2 号ピット 磁器 小碗 2 37.5

瓦 2 148.1
合計 7 216.8

	 砂を多く含む。無遺物の地山層。

（2）遺構覆土
〈1 ～ 5 号ピット〉

1 層：	灰褐色砂質土。しまりなし。宝永パミス、

	 スコリアを全体に含む。遺物なし。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：ピット

出土遺物：磁器、瓦

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下 70cm までは近代の磁器

を含む攪乱された堆積層であり、地表下 70 ～

90cm までは宝永パミス、スコリアを含む近世宝

永期以降の堆積層であった。

TP1 で確認された 1 ～ 5 号ピットはいずれも

3 層を掘り込み構築されていることから、近世後

半以降の所産であると推測される。4 ～ 6 層は土

粒が均一でしまりの強い堆積層であるが、乾燥す

るとサラサラと風で飛ぶような砂である。ただし、

湿っている状態では堆積密である。また、層位が

下がるほど粗粒砂を多く含み、色調は青色味を呈

する。

TP2 は 2 層直下に 5 層の堆積が確認された。

以前に存在した住宅の出入口部分であることか

ら、事業予定地より低位に存在する市道に向か

い既に切土されていた可能性が指摘できる。TP1

で確認されたピットなどは検出されなかった。

近世層の直下には土粒が均一で堆積密な砂が確

認され、砂層は下位に向かうほど粗粒砂を多く含

む傾向があり、色調も徐々に青色味を呈する。堆

積状況も水平堆積を呈していることから、自然堆

積層の砂層であると推測される。
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 6図　TP2 土層断面図（1/40）
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5 －５７　茅ヶ崎市浜竹一丁目２９５４番１の一部外（浜竹遺跡No.201）
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写真 1　調査地点近景（南東から）

写真 3　TP1 完掘状況（北から）

写真 5　TP2 設定状況（東から）

写真 7　TP2 北壁土層堆積状況 写真 8　出土遺物

写真 6　TP2 完掘状況（南から）

写真 4　TP1 南壁土層堆積状況

写真 2　TP1 設定状況（東から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年11月20日（月）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 3.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 前ノ田遺跡（No.200）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 縄文時代、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、ＪＲ相模線北茅ケ崎

駅から南東側約 500m の場所に位置する。調査

以前は宅地及び畑地として利用されており、調査

地点の標高は約 7.1 ～ 7.7m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の道路拡張部分に 1.5m × 2.0m の

調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布

状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は

遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地北東側道路に所在する雨水マ

ンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 ビニールゴミ・金属ゴミを多く含む。近	

	 現代の耕作土。

2 層：	灰褐色砂質土。しまりなし。粘性なし。

宝永パミス、スコリアを多く含む。堆積

層の下位は宝永パミス、スコリアが減る。

近世磁器を少量含む。近世の耕作土。

3 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性ややあ	

	 り。土粒均一。土師器片・須恵器片を多	

	 く含む。古代～中世の遺物包含層。

4 層：	にぶい黄褐色砂質土。基本土層 3 層が		

５－５８　茅ヶ崎市本村四丁目 1678
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第 4図　調査区配置図（1/500）

20ｍ0

TPTP

BM（雨水マンホール）BM（雨水マンホール）

事業計画地事業計画地

道路拡幅部分道路拡幅部分

R5-59
TP
R5-59
TP

	 斑に酸化したもの。

5 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。粘性ややあ	

	 り。土粒均一。堆積層の下位は砂分が強	

	 くなる。橙色スコリアを中量含む。遺物	

	 の包含量は減る。古代の遺物包含層。

6 層：	暗褐色砂質土。しまり強い。粘性強い。	

	 腐植物を中量含み色調黒色味強い。焼土	

	 粒、粘土粒を含む。橙色スコリアを中量、

	 黒色スコリアを極小量含む。古墳時代の	

	 遺物含む。

7 層：	明褐色砂質土。しまりややあり。粘性な	

	 し。堆積密。縄文土器（晩期）を含む。	

	 縄文時代の遺物包含層。

8 層：	黄褐色砂。しまり強い。粘性なし。土粒	

	 細かく均一。堆積密。無遺物自然堆積層。

（2）遺構覆土
〈1 号竪穴建物〉

1 層：暗褐色砂質土。しまり強い。粘性強い。	

	 焼土粒と粘土ブロックを含む。基本土層	

	 3 層に類似し、下部に基本土層 5 層を少	
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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れていた。5 層では土師器片をはじめとする遺物

の包含量は減少するが、6 層になると急激に増加

する傾向がみられた。7 層は土粒がやや均一な砂

質土であり、縄文時代晩期の土器片を包含する。

部分的に斑な酸化がみられ、褐鉄鉱の分布がみ

られた。8 層は土粒が均一でしまりの強い砂層で

あった。７層からは、分解が進みタールと樹皮の

一部のみが残存した樹木の痕跡が確認された。

１号竪穴状遺構は、覆土全体に橙色スコリアを

含み相模型の土師器坏を多く出土することから、

平安時代の遺構であると推測される。覆土の特徴

は 3 層に類似するが、出土遺物にかわらけを含

まない。幅の広い溝状遺構である可能性も指摘で

きる。

第 6 図はすべて 3 層から出土した土器である。

1 は土師器の坏であり、色調は橙色（5YR6/6）

	 量含む。橙色スコリアを少量含む。土師	

	 器を多量含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：竪穴状遺構

出土遺物：土師器、ロクロ土師器、須恵器、灰	

	 釉陶器、青磁、陶器、磁器、土製品、

	 礫

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 30cm 以下で近世～縄

文時代までの堆積を確認した。

近世層である 2 層は下位に向かって宝永パミ

ス、スコリアの含有量が減少し、最下位では部分

的に宝永パミス、スコリアを含まない灰褐色砂質

土の堆積が確認できた。3 層では多量の土師器片

が包含されており、残存率の良い破片も多く含ま

5 －５８　茅ヶ崎市本村四丁目 1678（前ノ田遺跡No.200）
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表 1　出土遺物集計表

第 6図　実測遺物（1/3）

1 2 3

0 10
cm

(1/3)

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

1層 土師器 26 26.7
土師器 坏 23 96.9
土師器 高台付坏 1 1.5
土師器 甕 21 135.0
須恵器 甕 2 8.6
灰釉陶器 瓶 1 2.6
磁器 2 6.5
青磁 皿 1 5.8
礫 4 70.5

3 層 土師器 6 8.7
土師器 坏 85 411.6
土師器 甕 156 855.7
ロクロ土師器 50 51.4
ロクロ土師器 坏 1 8.0
須恵器 坏 12 172.0
須恵器 蓋 3 18.8
須恵器 甕 9 104.1
須恵器 瓶 1 17.1
須恵器 壺 1 4.9
灰釉陶器 皿 1 1.5
灰釉陶器 瓶 1 6.7
陶器 1 3.8
土製品 1 4.2
礫 9 378.7

サブトレンチ 土師器 3 3
土師器 坏 9 9
土師器 甕 24 24
須恵器 甕 3 3
礫 4 4

サブトレンチ

下層

土師器 坏 2 13.5
土師器 甕 8 41.8
礫 1 17.0

合計 474 3,048.0

を呈する。焼成は良好で胎土は密である。2 は須

恵器の坏であり、色調は灰オリーブ色（7.5Y6/2）

～にぶい橙色（7.5YR6/4）を呈する。焼成はや

や不良めだが胎土は密の白色粒、白色針状物質を

多く含む。ロクロ成形で底部に回転糸切りを有す

る。3 は須恵器の坏であり、色調は灰色（N4/0）

を呈する。焼成は良好で、胎土は密の白色粒、白

色針状物質を多く含む。ロクロ成形で底部に回転

糸切りを有する。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認され

た。このことから、本事業については本書報告の

5-59（P.248 ～ 251）と併せて、令和 5 年度に

前ノ田遺跡第 10 次調査を実施した。
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写真 5　出土遺物

写真 7　実測遺物 2（第 6 図） 写真 8　実測遺物 3（第 6 図）

写真 6　実測遺物 1（第 6 図）

写真 4　北西壁土層堆積状況写真 3　完掘状況（南西から）

写真 1　調査地点近景（東から） 写真 2　調査区設定状況（北西から）

5 －５８　茅ヶ崎市本村四丁目 1678（前ノ田遺跡No.200）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年11月20日（月）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.5㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 前ノ田遺跡（No.200）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 縄文時代、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世

（4）立地	 砂丘南側斜面

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、ＪＲ相模線北茅ケ崎

駅から南東側約 500m の場所に位置する。調査

以前は宅地及び畑地として利用されており、調査

地点の標高は約 8.0 ～ 8.8m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の道路拡張部分に 1.5m × 2.0m の

調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布

状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は

遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地南東側道路に所在する雨水マ

ンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色砂質土。しまりなし。解体に伴う	

	 建材ガラ・樹木根が混じる。表土。

2 層：	暗褐色砂質土。しまりややあり。宝永パ	

	 ミス、スコリアを全体に含む。近世の遺	

	 物包含層。

3 層：	黄褐色砂。しまりあり。土粒均一で細か	

	 い。部分的にやや酸化する。地山に類似	

	 する無遺物層。

（2）遺構覆土
〈 1 号竪穴状遺構 〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。黒色の砂質	

５－５９　茅ヶ崎市本村四丁目 1673-1、1674、1673-3
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第 4図　調査区配置図（1/500）
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	 土を全体に 50％含む。橙色スコリアを		

	 少量含む。土師器を多く含む。

〈 2 号竪穴状遺構 〉

1 層：暗褐色砂質土。しまり強い。黒色の砂質	

	 土を全体に 50％含む。粘土粒と焼土粒		

	 を少量含む。橙色スコリアを中量含む。	

	 土師器を多く含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：竪穴状遺構、ピット

出土遺物：土師器、ロクロ土師器、磁器、鉄製品

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 60cm 以下で近世以前

の遺構を確認した。

地表下約 40cm までが既存建物解体に伴う建

材混じりの表土であり、それ以下では宝永パミ

ス、スコリアを全体に含む近世の遺物包含層が約

20cm の厚みで堆積しており、それ以下で無遺

物の砂層である基本土層 3 層の堆積がみられた。

遺構は、基本土層 3 層を掘り込む竪穴状遺構２

基とピット１穴を確認した。いずれの遺構も覆土

中に橙色スコリアを含み、土師器を多く出土した。

5 －５９　茅ヶ崎市本村四丁目 1673-1、1674、1673-3（前ノ田遺跡No.200）
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

第 6図　実測遺物（1/3）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

1 層 土師器 坏 5 17.7
土師器 甕 11 131.3

ロクロ土師器 坏 1 5.9
磁器 蓋 1 27.8

包含層 土師器 3 2.4
土師器 坏 1 17.6
土師器 甕 13 70.2
鉄製品 釘 1 4.0

P-1 土師器 甕 2 28.7
合計 30 305.6

1

20 10
cm

(1/3)

BM±0.0m

1号竪穴状遺構

2号竪穴状遺構
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１号竪穴状遺構は覆土に残存率の良い土師器甕

の口縁部を含み、全体にしまりがある。出土遺物

の傾向としては土師器が主体であった。2 号竪穴

状遺構は覆土に粘土粒と焼土粒を含み、しまりが

強い。また、覆土全体に土師器の細片を含む。１

号竪穴状遺構に比べ、やや砂質みが強い。１号ピッ

トは１号竪穴状遺構の覆土に類似しており、同一

の遺構である可能性も考えられる。いずれの遺構

も土師器の年代観から奈良～平安時代に属するも

のと考えられる。

第 6 図はともに土師器であり、1 は坏、2 は甕

の口縁部である。1 は焼成が良好で、胎土は密の

赤色粒を少量含む。2 は 1 層から出土しており、

胎土はやや粗いが焼成は良好である。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認され

た。このことから、本事業については本書報告の

5-58（P.243 ～ 247）と併せて、令和 5 年度に

前ノ田遺跡第 10 次調査を実施した。

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査

- 250 -



写真 7　実測遺物 2（第 6 図）

写真 5　出土遺物

写真 3　完掘状況（南から）

写真 1　調査地点近景（北から） 写真 2　調査区設定状況（北から）

写真 4　北壁土層堆積状況

写真 6　実測遺物 1（第 6 図）

5 －５９　茅ヶ崎市本村四丁目 1673-1、1674、1673-3（前ノ田遺跡No.200）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 5（2023）年 12 月 4 日（月）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 木ノ下Ａ遺跡（No.88）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市東部、茅ヶ崎市立松林小学校

から南東側約 540m の場所に位置する。調査以

前は宅地造成後の更地であり、調査地点の標高は

約 10.0m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定し調査を実施した。掘削は機械

と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観察

を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地南西側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色砂質土。コンクリートガラ・ロー	

	 ムブロックを含む。表土。

2 層：	灰白色砂質土。しまりなし。粘性なし。	

	 宝永パミス、スコリアを含む。

3 層：	暗褐色砂。ややしまる。やや酸化する。	

	 砂粒細かい。

4 層：	黄褐色砂。しまり強い。堆積密。やや湧	

	 水し、部分的に酸化する。

5 層：	青灰色砂。しまりあり。粒子粗い。微砂	

	 粒を多く含む。湧水する。

５－６０　茅ヶ崎市小和田一丁目７３７番地１９
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）
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９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、コンクリートガラ混じり表土であ

る１層直下で本来の堆積を確認することができ

た。

近世層の直下には土粒の均一な砂層の堆積がみ

られ、砂層は下位に向かい微砂粒の含有量と堆積

の粗さが増加していた。また、地表下 80cm 付

近で微量の湧水と赤褐色を呈する酸化鉄分の分

布がみられ、4 層下位では湧水が確認された。湧

水により 4 層下位の壁面が崩落したため中央部

分を深掘りしたところ、微砂粒をより多く含む 5

層の堆積が確認された。3 ～ 5 層は橙色スコリア

や黒色スコリアを含まず、遺物の出土もなかった。

事業地の北側隣接地との境には高低差 80cm

程の段差がみられることから、近世～近代のいず

れかに削平を受けたため近世以前の遺物包含層が

消失したものと考えられる。以上、当該地におい

て埋蔵文化財は確認されなかった。

5 －６０　茅ヶ崎市小和田一丁目７３７番地１９（木ノ下Ａ遺跡No.88）
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写真 2　調査区設定状況（南から）

写真 4　東壁土層堆積状況写真 3　完掘状況（西から）

写真 1　調査地点近景（南西から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和5（2023）年12月14日（木）

２　調 査 目 的	 資材置場造成工事

３　調 査 担 当	 金馬義郎

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 行谷遺跡（No.36）

（2）種別	 貝塚、集落跡

（3）時代	 縄文時代（早・中・後期）、奈		

	 良時代、平安時代、中世、近世

（4）立地	 台地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、文教大学湘南キャンパ

スから北西側約 450m の場所に位置する。調査

以前は畑地として利用されており、調査地点の標

高は約 49.3m を測る。

７　調査の方法
事業計画地に 2.0m × 2.0m の調査区を 1 箇所

設定して調査を実施した。掘削は機械と人力を併

用した。掘削後、遺構平面分布状況の確認、土層

堆積状況の観察を行い、記録は遺構平面分布図及

び土層断面図の作成と写真記録とした。また、調

査区の位置については簡易測量を行い、事業計画

図に落とし込んだ。なお、標高については、事業

地北側道路に所在する 3 級基準点 No.019 を仮原

点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	黒色土。しまり弱い。粘性あり。現代の	

	 ごみを含む。現代の耕作土。

2 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性あり。φ 3	

	 ～ 5mm の橙色スコリア含む。耕作の影	

	 響を受けた自然堆積層か。

3 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性あり。		

	 φ 3mm の橙色スコリア含む。自然堆積	

	 層

4 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性あり。基本	

	 土層の 3 層に比べ橙色スコリアあまり		

	 含まない。自然堆積層。

５－６１　茅ヶ崎市行谷 832-2
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第 4図　調査区配置図（1/400）

10ｍ0

TPTP

※BMは3級基準点
　No.019とした。
※BMは3級基準点
　No.019とした。

事業計画地事業計画地

5 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性あり。		

	 φ 3mm の橙色スコリアやや含む。自然	

	 堆積層。

6 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性あり。		

	 φ 3mm の橙色スコリア僅かに含む。自	

	 然堆積層。

7 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性あり。基本

	 土層の 6 層に似るが色味やや明るい。		

	 自然堆積土。

8 層：	暗褐色土。しまり強い。白色パミス含む。

	 φ 3mm の橙色スコリア含む。ローム漸	

	 移層。

9 層：	黄褐色土。しまり強い。粘性あり。ソフ	

	 トローム層。

（2）遺構覆土
〈1 ～ 3 号土坑〉

1 層：	褐色土。しまりあり。粘性あり。基本土	

	 層 5 層に似るが、下部でロームブロッ		

	 クが混ざる。

〈1 ～ 3 号竪穴状遺構〉

1 層：	褐色土。しまりあり。粘性あり。基本土	

	 層 5 層に似るが、下部でロームブロッ		

	 クが混ざる。

2 層：	褐色土。しまりあり。粘性あり。同遺構	

	 1 層に似るがロームブロックやや少ない。

3 層：	褐色土。しまりあり。粘性あり。基本土	

	 層 9 層に基本土層 8 層が少量混ざり込		

	 む。
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

BM±0.0m

BMｰ1.0m A

BMｰ1.0m B B’

A’

BM±0.0m

2号土坑1号土坑

3号土坑

1号竪穴状遺構

S-1

P-1
2号竪穴状遺構

3号竪穴状遺構

土3-1

竪3-1

竪1-1

1号土坑

2号土坑

竪1-3
竪1-2

竪…竪穴状遺構

土…土坑

1ｍ01ｍ0

南壁

1

2

3

4

5

6

9
8

北壁

1

1

3

1

7
6

5

0.0m

1.0m

0.5m

0.0m

1.0m

0.5m

A A’ B’B

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

－

一括 縄文土器 1 11.4
土師器 3 1.5

土師器 甕 2 8.6
礫 3 139.7

P-1 縄文土器 5 1.9
S-1 礫 3 558.8

合計 17 721.9

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：土坑、竪穴状遺構

出土遺物：縄文土器、土師器、焼礫

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 20cm まで現代に耕作

された様相が確認され、それ以下で本来の堆積が

確認された。

地表下約 45cm から縄文時代と考えられる焼礫

を 1 点確認し、自然堆積層と考えられる 4 層の

黒褐色土が東から西に落ち込む様相を確認した。

地表下約 80cm で、6 層の暗褐色土を掘り込む土

坑 3 基と、重複する形で竪穴状遺構 3 基が確認

された。これらは検出された土層の状況からおよ

そ縄文時代前期の所産である可能性があり、重複

の関係から最も古い遺構は 2 号竪穴状遺構と想

定されるが、具体的な時期は遺物を伴わなかった

ため不明である。各遺構の掘底はソフトローム層

に達し、住居址の可能性も想定される。

以上のことから、当該地点は縄文時代前期に人

間の活動の痕跡が見られ、より上層での焼礫の出

土から、まばらにその様相を残しつつ、現代に耕

作地として縄文時代以降の土層が開墾された状況

が確認された。

5 －６１　茅ヶ崎市行谷 832-2（行谷遺跡No.36）
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写真 1　調査地点近景（北東から）

写真 3　S-1 検出状況（北から）

写真 5　北壁土層堆積状況

写真 7　南壁土層堆積状況 写真 8　出土遺物

写真 6　西壁土層堆積状況

写真 4　完掘状況（北から）

写真 2　調査区設定状況（北から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日　令和5（2023）年12月25日（月）							

	 ～ 12 月 27 日（木）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 斎藤愛

４　調 査 面 積	 7.1㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 宮ノ腰遺跡（No.152）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立鶴嶺

小学校から北側約 120m の場所に位置する。調

査以前は古民家が建っており、調査地点の標高は

約 4.9m を測る。

７　調査の方法
事業計画地南西部の埋設管範囲に調査区を設定

して調査を実施した。当初 1.0 ｍ× 11.0 ｍの調

査区を設定したが、調査区東側は既存建物解体時

の攪乱が深かったため、西側を中心に調査するこ

ととした。このため、調査範囲は 1.0 ｍ× 7.1 ｍ

となった。掘削は人力で行った。掘削後、遺構平

面分布状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、

記録は遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写

真記録とした。また、調査区の位置については簡

易測量を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、

標高については、事業地南側道路に所在する汚水

マンホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。宝永パミス含む。既存建物解	

	 体時の埋土。土壁の藁スサや一部に土間	

	 のタタキが混じる。

2 層：	暗褐色土。しまりやや強い。粘性やや弱	

	 い。宝永パミス少量含む。白色粒微量、	

	 φ 5mm 程の炭化物粒少量、橙色スコリ	

	 アわずかに含む。小石が少量混ざる。土	

５－６２　茅ヶ崎市浜之郷字宮ノ腰 486番 1
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第 4図　調査区配置図（1/400）
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※破線は
　埋設管ライン

事業計画地事業計画地

	 師器小片出土。堆積粗い。

3 層：	にぶい黄褐色土。しまりやや強い。粘性	

	 やや強い。堆積密。白色粒少量、橙色

	 スコリア少量、φ１0mm 程の炭化物粒		

	 微量含む。土師器、須恵器の小片出土。

4 層：	にぶい黄褐色土。しまりやや強い。粘性	

	 やや強い。基本土層の２層に似るが、よ	

	 り色調明るくなる。φ１0mm 程の炭化		

	 物、橙色スコリア少量含む。土師器、須	

	 恵器の小片出土。堆積密。

5 層：	灰黄褐色土。しまりやや強い。粘性やや	

	 弱い。当該地周辺の地山層に類似する。

（2）遺構覆土
〈１号竪穴状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまりやや強い。粘性やや強	

	 い。白色粒少量、φ１0mm程の炭化物粒、

	 橙色スコリア少量、含む。土師器、須恵	

	 器出土。

2 層：	暗褐色土。しまりやや強い。粘性やや強

	 い。φ 10mm 程炭化物粒多量、白色粒		

	 少量、橙色スコリア少量含む。小石わ

	 ずかに含む。φ 10 ～ 30mm 程の焼土		

	 が混ざる。部分的に厚さ 10mm の帯状		

	 に炭化物が混ざる。

3 層：	暗灰黄色土。しまりやや強い。粘性あり。

	 上層より砂質み増す。橙色スコリア、炭	

	 化物粒を少量含む。φ 20 ～ 50mm 程		

	 ブロック状に基本土層 4 層が含まれる。

〈１号土坑〉

1 層：暗褐色土。しまりやや強い。粘性やや強

	 い。堆積密。φ 5 ～ 10mm 程炭化物粒		

	 少量、白色粒微量含む。土師器片出土。

2 層：暗褐色土。しまりやや強い。粘性やや強	

	 い。同遺構 1 層に似るが、より色調暗		
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図①（1/40）
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第 6図　土層断面図②（1/40）
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	 くなる。

3 層：暗灰黄色土。しまりやや強い。粘性やや	

	 強い。白色粒微量、橙色スコリア少量含	

	 む。土師器片出土。

〈１号ピット〉

１層：暗褐色土。しまり粘性やや強い。橙色ス	

	 コリア少量、φ 5mm 程炭化物粒少量、	

	 小石をわずかに含む。ブロック状に地山	

	 を含む。土師器小片出土。

〈２号ピット〉

１層：暗灰黄色土。しまりやや強い。粘性やや	

	 弱い。φ 50mm 程炭化物粒少量、白色		

	 粒多量に含む。ブロック状に地山を含む。

	 土師器小片出土。

〈３号ピット〉

1 層：	暗褐色土。白色粒少量、橙色スコリア少	

	 量、黄色粒少量含む。炭化物粒微量含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：ピット、土坑、竪穴状遺構

出土遺物：土師器、須恵器、かわらけ、陶器、	

	 磁器、土錘、瓦、礫、軽石

（2）調査所見
調査の結果、地表下約 60cm で古代から近世

前半に属すと考えられる遺物、遺構を確認した。

遺物は土師器、須恵器、かわらけ、陶器で、基本

土層 2 ～ 4 層と各遺構より出土した。遺構は竪

穴状遺構１基、ピット３基、土坑１基である。

１号竪穴状遺構は調査区の西側に位置してお

り、既存建物解体時の客土直下で確認された。遺

構の上部は既存建物解体時に削平されているた

め、正確な平面形状や掘り込みの深さは不明で

あるが、南壁で約 60cm の掘り込みを確認した。

遺構の時期は、覆土中より多量の土師器片が出土

しているため、古代に属す可能性が高いと思われ

るが、土層堆積からは古代～近世前半と考えられ

る。1、2 号ピットは 5 層上面で確認された。ど

ちらの遺構も覆土より土師器の小片が出土してい

るため、古代に埋没した可能性がある。3 号ピッ

トは 1 号竪穴状遺構に重複して検出された。1 号

竪穴状遺構より新しい遺構であるが、覆土が近似

していることから、古代～近世前半の遺構と考え

られる。1 号土坑の覆土も１号竪穴状遺構に類似

している。このため、1 号土坑も古代に属す可能

性が高いと思われるが、土層堆積からは古代～近

世前半と考えられる。

堆積土については、客土である基本土層 1 層

が既存建物解体時の埋土である。関東大震災以前

から現代まで残されてきた古民家を解体した後の

埋土であるため、堆積土には土壁の藁スサや土間

のタタキが多く含まれていた。本来の堆積土で

宝永火山灰を確認したのは基本土層 2 層である。

所々ピット状に掘り込むような堆積が見られるこ

とから、基本土層 2 層は近世後半から現代にか

けての生活痕跡を含む土層の可能性がある。基本

土層 3、4 層は橙色スコリアを含み、古代の遺物

が確認されていることから、古代の包含層の可能

性がある。基本土層 5 層で当該地周辺の地山層
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表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

1 層 土師器 4 5.0
土師器 坏 24 126.3
土師器 甕 21 145.9

土錘 1 5.4
磁器 碗 1 2.5

陶器 1 2.1
陶器 擂鉢 1 62.8

土製品 1 5.3
瓦 8 726.2

包含層 土師器 67 72.1
土師器 坏 76 477.5
土師器 甕 148 1,659.4
須恵器 坏 1 3.3
須恵器 蓋 1 3.5
須恵器 甕 1 35.0
須恵器 碗 1 13.2

土錘 1 7.1
陶器 4 48.3
瓦 1 36.2
礫 11 833.9

1 号竪穴状遺構 土師器 10 12.5
土師器坏 15 120.3
土師器 甕 104 1,669.6
土師器 鉢 2 107.5
須恵器 蓋 1 2.0

礫 1 47.3
1 号竪穴状遺構

下部

土師器 36 40.2
土師器 坏 44 210.6
土師器 甕 186 1,199.5
須恵器 蓋 1 7.7

礫 2 139.9
軽石 1 0.7

1 号ピット 土師器 坏 1 0.9
土師器 甕 1 1.3

2 号ピット 土師器 甕 1 1.5
4 号ピット 土師器 坏 1 2.5
1 号土坑 土師器 2 2.9

土師器 坏 3 7.8
土師器 甕 6 24.9
須恵器 蓋 1 3.4

合計 794 8,275

に類似する灰黄褐色土を確認した。

第 7 図 1 ～ 7 は 土 師 器、8 は 灰 釉 陶 器、9・

10 は土錘である。1 は土師器の坏であり、残存

率は口径から体部にかけて 1/5 程度である。残

存高 3.3cm、口径 12.2cm、重さ 16.6g である。

胎土は密で赤色粒を含む。色調は内外ともに橙色

（5YR7/6）を呈し、焼成は良好である。2 は土師

器の坏であり、残存率は口径から体部にかけて

1/6 程度である。残存高 3.7cm、口径 13.4cm、

底径 9.0cm、重さ 28.3g である。胎土は密で赤

色粒を含む。色調は内面が橙色（5YR6/6）、外

面が橙色（5YR7/8）～橙色（7.5YR7/6）を呈

し、焼成は良好である。1 号竪穴状遺構から出

土した。3 は土師器・甕の底部であり、残存率

は 1/5 程度である。残存高 4.5cm、底径 8.6cm、

重さ 53.2g である。色調は内面がにぶい黄橙色

（10YR6/4）、外面がにぶい黄橙色（10YR7/4）

～褐灰色（10YR4/1）を呈する。胎土はやや密

で焼成は良好、底部に木葉痕を有する。4 は土

師器・甕の底部であり、底部が完存する。残存

高 2.6cm、底径 8.9 ～ 9.3cm、重さ 122.6g であ

る。色調は内面がにぶい黄橙色（10YR6/4）、外

面がにぶい黄橙色（10YR6/3）～黒色（N2/0）

を呈する。胎土はやや密で焼成は良好、底部に木

葉痕を有する。5 は土師器・甕の口縁部であり、

残存率は 1/4 程度である。残存高 9.9cm、口径

23.2cm、重さ 127.3g である。色調は内面が橙

色（7.5YR7/6）、外面が橙色（7.5YR7/6）～灰

黄褐色（10YR5/2）を呈する。胎土はやや粗く、

砂粒多い。焼成は良好で、口縁部外部の一部に指

頭痕を有する。1 号竪穴状遺構から出土した。6

は土師器の甕であり、口縁部がほぼ完損する。残

存高 17.3cm、口径 21.5cm、重さ 768.8g である。

色調は内面が橙色（5YR7/8）～橙色（7.5YR7/6）、

外面が橙色（2.5YR6/8）を呈する。胎土はやや

密の赤色粒含む。焼成は良好。1 号竪穴状遺構か

ら出土した。7 は土師器の鉢形土器であり、残

存率は口縁部から胴部にかけて 1/5 程度である。

残存高は 11.9cm、口径は 19.7cm、重さ 107.5g

である。色調は内面が橙色（5YR6/6）～にぶい

橙色（7.5YR6/4）、外面がにぶい褐色（7.5YR5/3）

を呈する。胎土はやや粗く、砂粒多い。焼成は

良好。1 号竪穴状遺構から出土した。8 は灰釉

陶器・甕の口縁部である。残存高 4.7cm、口径

180.6cm、重さ 35.0g である。色調は内外とも

に灰黄色（2.5Y6/1）を呈する。胎土は緻密で焼

成は良好、ロクロ成形の内面に施釉がある。9 は

残存長 3.1cm、最大径 1.3cm の最小径 0.8cm、

孔径 0.3 ～ 0.4cm である。残存重量は 5.4g であ

り、胎土は密、焼成は良好である。色調はにぶい

黄橙色（10YR6/4）を呈する。10 は残存長 4.7cm、

最大径 1.4cm の最小径 0.6cm、孔径 0.3 ～ 0.4cm

である。残存重量は 7.1g であり、胎土は密、焼

成は良好である。色調は橙色（7.5YR6/6）を呈

する。
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第 7図　実測遺物（1 ～ 8：1/3、9・10：1/2）
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写真 1　調査地点近景（南西から）

写真 3　完掘状況（東から）

写真 5　1 号土坑完掘状況（北から）

写真 7　2 号ピット土層堆積状況（東から） 写真 8　1 号竪穴状遺構土層堆積状況（南から）

写真 6　1 号竪穴状遺構完掘状況（東から）

写真 4　1、2 号ピット完掘状況（南から）

写真 2　調査区設定状況（南から）
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写真 9　東壁土層堆積状況 写真 10　西壁土層堆積状況

写真 13　出土遺物③

写真 15　出土遺物⑤ 写真 16　実測遺物 1（第 7 図）

写真 14　出土遺物④

写真 12　出土遺物②写真 11　出土遺物①
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写真 17　実測遺物 2（第 7 図）

写真 19　実測遺物 4（第 7 図）

写真 21　実測遺物 6（第 7 図）

写真 23　実測遺物 8（第 7 図） 写真 24　実測遺物 9・10（第 7 図）

写真 22　実測遺物 7（第 7 図）

写真 18　実測遺物 3（第 7 図）

写真 20　実測遺物 5（第 7 図）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 1 月 11 日（木）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 大縄下遺跡（No.93）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部東側、茅ヶ崎市立松

林中学校から北東側約 340m の場所に位置する。

調査以前は宅地及び畑地として利用されており、

調査地点の標高は約 7.8m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地南側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまり極めて弱い。粘性極め	

	 て弱い。土粒均一。表土。

2 層：	暗褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。	

	 φ 10mm 程の小石少量、宝永パミス少		

	 量含む。プラスチックゴミ含む。

3 層：	暗褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。	

	 2 層に似るが、φ 10mm 程の炭化物粒		

	 を少量含み、色相暗くなる。プラスチッ	

	 クゴミ含む。近現代のゴミ穴か。

4 層：	灰黄褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。

	 全体に宝永パミス、白色粒子を少量含む。

	 プラスチックゴミ含む。須恵器片出土。

５－６３　茅ヶ崎市室田一丁目 791-1、792-1、3
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第 4図　調査区配置図（1/200）

5ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

5 層：	褐灰色土。しまり弱い。粘性ややあり。	

	 土粒細かく均一。

6 層：	灰黄褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。

	 全体に砂を多く含む。プラスチックゴミ、

	 ナイロン紐含む。

7 層：	暗青灰色土。しまりやや弱い。粘性やや	

	 強い。φ 3 ～ 10mm 程の宝永パミス少

	 量、白色粒中量、φ 10mm 程の小石を		

	 含む。

8 層：	暗青灰色砂質土。しまりやや強い。粘性	

	 ややあり。7 層に似るが、砂が増す。縦	

	 方向筋状に酸化鉄分を含む。

9 層：	暗青灰色砂質土。しまりやや強い。粘性	

	 ややあり。8 層に似るが砂と酸化鉄分を	

	 多く含む。陶器出土。

10 層：暗灰色砂。しまりやや強い。粘性やや弱	

	 い。土粒均一。当該地周辺の地山層に類	

	 似する。

11 層：暗灰色砂質土。しまりやや強い。粘性や	

	 や強い。10 層より粘性増す。シルト質		

	 に砂が含まれる。雲母片含む。湧水。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：陶器、礫

（2）調査所見
調査の結果、地表下 87cm までは客土で、そ

れ以下で本来の堆積が確認された。遺物は地表

下 40cm の客土である 4 層から須恵器、地表下

116cm の自然堆積層である 9 層から陶器が出土

5 －６３　茅ヶ崎市室田一丁目 791-1、792-1、3（大縄下遺跡No.93）
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写真 1　出土遺物

第 5図　土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

BM±0.0m
1

2

4

5

6

7

8

9

10

11

4

3

西壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

－
4 層 陶器 1 8.8

礫 1 5.6
9 層 陶器 4 21.7

合計 6 36.1

した。

堆積土については、2 ～ 4 層と 6 層でプラス

チックゴミやナイロン紐が確認された。また、宝

永火山灰を含んでいることから、2 層から 6 層ま

では近世後半以降から近現代にかけての堆積と考

えられる。7 層以下は、上層と比較して堆積土の

色調が暗くなり、青みが増す。7 層には宝永火山

灰が含まれることから、堆積した時期は近世後半

以降と思われる。8 層、9 層に宝永火山灰は見ら

れず、全体的に酸化鉄分を多く含む。また、9 層

から京焼系の近世陶器が出土している。このこと

から、8 層、9 層は近世前半の堆積であると考え

られる。10 層で砂、11 層で雲母片を確認し、地

表下 186cm で湧水した。

堆積土の色調や土質、湧水状況などを踏まえる

と、当該地は近世前半まで水田として利用されて

いた可能性が考えられる。宝永降灰後も湿地状の

様相を呈していたと思われるが、6 層に当該地周

辺の地山とみられる砂が多く混ざっていることか

ら、2 ～ 6 層は周辺の切土であり、これによって

埋め立てられたものと推察される。

以上のことから、当該地において埋蔵文化財が

確認された。
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写真 4　完掘状況（東から） 写真 5　西壁土層堆積状況

写真 3　調査区設定状況（南から）写真 2　調査地点近景（東から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 1 月 11 日（木）

２　調 査 目 的	 水準点新設工事

３　調 査 担 当	 田中万智

４　調 査 面 積	 1.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 石原Ａ遺跡（No.147）

（2）種別	 遺物散布地、集落跡、参道

（3）時代	 古墳時代（後期）、奈良時代、		

	 平安時代、中世、近世、近代

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立鶴嶺

小学校から南東側約 480m の場所に位置し、調

査地点の標高は約 3.6m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の水準点設置範囲に 1.0m × 1.0m

の調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘

削は人力で行った。掘削後、土層堆積状況の観察

を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地北側道路に所在する汚水マンホー

ル蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	灰褐色土。しまり弱い。堆積粗い。コン	

	 クリートガラ（30cm 程度）を多く含み、

	 ビン・カンなどを含む。

2 層：	灰褐色土。しまり弱い。堆積粗い。明治	

	 ～昭和期の磁器を含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：陶器、磁器、土製品、ガラス製品

（2）調査所見
調査の結果、地表下 70cm までは一抱えもあ

るコンクリートブロックが多量に投入されてお

り、コンクリートブロックの隙間はビン、カン

５－６４　茅ヶ崎市浜之郷字石原 731番 1
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表 1　出土遺物集計表

第 4図　調査区配置図（1/400）

第 6図　実測遺物（1/3）

第 5図　土層断面図（1/40）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

1 層 陶器 2 132.4
陶器 壺 30 187.3

磁器 5 133.7
磁器 皿 1 78.0
磁器 碗 1 234.6
土製品 1 195.7

土製品 焙烙 1 167.2
ガラス製品 4 81.3

ガラス製品 瓶 1 37.0
ガラス製品 蓋 4 149.3

貝 1 29.6
アスファルト 1 38.8

合計 52 1,464.9
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写真 1　調査地点近景（南東から）

写真 3　北西壁土層堆積状況

写真 5　実測遺物 1（第 6 図） 写真 6　実測遺物 2（第 6 図）

写真 4　出土遺物

写真 2　完掘状況（南西から）

記が行われた。

第 6 図は近代の遺物である。1 は五徳であり、

内面全体から全面にかけてと外面の穿孔周辺に煤

の付着がみられる。ロクロ成形。2 は焙烙であり、

胎土はやや密で金雲母を多く含み、ロクロ成形で

ある。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認された。

やプラスチックごみで埋まっていた。地表下 70

～ 100cm までは明治～昭和期の陶器、磁器を多

量に含む灰褐色土であり、同様の状況は平成 25

（2013）年に同敷地内で実施した石原Ａ遺跡確認

調査（2014：第 25 回茅ヶ崎市遺跡発表会要旨）

と共通していた。2 層には粉末状の獣骨が混入し

ていたが、これは大正 11（1922）年 3 月 31 日

に国より無代下付（死獣捨場）を受けたため、獣

骨が出土したものと推測される。昭和 55（1980）

年 9 月 30 日には茅ヶ崎市へ所有権保存・移転登
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 2 月 1 日（木）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 12.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 西ノ谷遺跡（No.174）

（2）種別	 遺物散布地、集落跡

（3）時代	 弥生時代、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世

（4）立地	

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市西部、茅ヶ崎市立萩園中学校

から北側約 710m の場所に位置する。調査以前

は駐車場及び畑地として利用されており、調査地

点の標高は約 5.8m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路範囲に 2.0 ｍ× 2.0 ｍの

調査区を 3 箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布

状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は

遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地東側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層
〈TP1〉

1 層：	暗褐色土。しまりなし。粘性なし。根が	

	 多い。

2 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性弱い。	

	 炭化物微量含む。白色粒子混ざる。

3 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性ややあ	

	 り。ブロック状に地山含む。

4 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性ややあり。	

	 コンクリート片、ゴミ多量に含む。

5 層：	褐灰色土。しまりあり。粘性ややあり。

	 堆積密。宝永パミス多量に含む。		

５－６５　茅ヶ崎市萩園字西ノ谷 1637 番 5及び 1640 番 1
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第 4図　調査区配置図（1/600）
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道路
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BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

TP1TP1

TP2TP2

TP3TP3

	 φ 10mm 程の炭化物が混ざる。

6 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性ややあり。	

	 宝永パミス含む。堆積密。

7 層：	灰黄褐色土。しまりややあり。粘性やや	

	 あり。堆積やや粗い。炭化物粒、橙色ス	

	 コリア含む。

8 層：	にぶい黄褐色土。しまりややあり。粘性	

	 ややあり。当該地周辺の地山に類似する。

〈TP2〉

1 層：	しまり強い。粘性なし。駐車場整地時の	

	 砕石。

2 層：	暗褐色土。しまりきわめて強い。粘性や	

	 やあり。コンクリートブロック、ガラ、	

	 ビニールゴミ多量に含む。帯状に地山ブ	

	 ロック含む。

3 層：	黒褐色土。しまりややあり。粘性ややあ	

	 り。ビニールゴミ、ガラス瓶含む。

4 層：	にぶい黄褐色土。しまりややあり。粘性	

	 ややあり。TP1 の基本土層 8 層に対応。	

	 当該地周辺の地山層に類似する。

〈TP3〉

1 層：	駐車場整地時の砕石。

2 層：	暗褐色土。しまりきわめて強い。粘性や	

	 やあり。コンクリートブロック、ガラ、	

	 ビニールゴミ多量に含む。

3 層：	黒褐色土。しまりややあり。粘性ややあ	

	 り。ビニールゴミ、ガラス瓶含む。ブロッ

	 ク状に TP3 の基本土層 6 層含む。

4 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性ややあ	

	 り。コンクリートガラ、ビニールゴミ多	

	 量に含む。

5 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性ややあ	

	 り。地山をブロック状に多く含む。

6 層：	褐灰色土。しまりあり。粘性ややあり。	

	 宝永パミス多量に含む。φ 10mm 程の		

	 炭化物が混ざる。堆積密。TP1 の基本		

	 土層 5 層に対応。

7 層：	灰黄褐色土。しまりややあり。粘性やや	

	 あり。炭化物粒、橙色スコリア含む。堆	

	 積やや粗い。TP1 の基本土層 7 層に対応。
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

第 6図　TP2 土層断面図（1/40）
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第 7図　TP3 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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8 層：	にぶい黄褐色土。しまりややあり。粘性	

	 ややあり。TP1 の基本土層 8 層に対応。	

	 当該地周辺の地山層に類似する。

（2）遺構覆土
〈１号竪穴状遺構〉

1 層：	灰黄褐色土。しまりややあり。粘性やや	

	 あり。炭化物粒微量含む。橙色スコリア	

	 含む。

2 層：	灰黄褐色土。しまりあり。粘性弱い。堆	

	 積密。

〈１号ピット〉

1 層：	灰黄褐色土。しまりややあり。粘性やや	

	 あり。炭化物粒微量含む。橙色スコリア	

	 含む。

〈１号土坑〉

1 層：	灰黄褐色土。しまりあり。粘性ややあり。

	 宝永火山灰と軽石を非常に多く含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：ピット、竪穴状遺構

出土遺物：土師器、磁器、陶器

〈TP2〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

〈TP3〉

発見遺構：土坑

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、いずれの調査区も攪乱を受けてい

たが、TP1 において古代から近世前半に属すと

考えられる遺構、遺物を確認した。

TP1 は、地表下約 95cm で本来の堆積が確認

された。遺物は基本土層 5 層から土師器と磁器

の小破片が出土した。遺構は基本土層 8 層上面

でピットと竪穴状遺構を確認した。1 号竪穴状遺

構は、30cm 程の掘り込みが見られた。遺物の出

土はなかったが覆土に炭化物粒と橙色スコリアが

含まれることから、時期は近世前半から古代ま

で遡る可能性が考えられる。1 号ピットの覆土は

1 号竪穴状遺構の覆土に類似しているため、1 号

ピットも近世前半以前に属する可能性が高いと思

われる。TP1 の基本土層の堆積は、1 層が根を多

く含む現代の表土で、2 層が耕作土と思われる。3、
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写真 2　TP1 設定状況（北から）写真 1　調査地点近景（南東から）

写真 3　TP1 遺構確認状況（西から） 写真 4　TP1 完掘状況（南から）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1
5 層 土師器 1 0.8

陶器 1 1.0
磁器 1 2.7

合計 3 4.5

4 層はコンクリートガラやゴミを多く含む客土で

あった。5 層では多量の宝永パミスが確認された。

宝永火山灰を含むのは 6 層までで、7 層より下は

含まない。7 層は炭化物粒と橙色スコリアを含ん

でおり、近世前半以前から古代の堆積と考えられ

る。8 層はにぶい黄褐色を呈しており、当該地周

辺の地山に類似する。

TP2 は調査区の大部分が攪乱を受けており、

本来の堆積土は地表下約 170cm で確認された基

本土層 4 層に限られている。基本土層 4 層は当

該地周辺の地山に類似する黄褐色土である。TP2

において遺物、遺構は確認されなかった。

TP3 は基本土層 5 層までが客土であり、基本

土層 6 層以下で本来の堆積を確認した。遺構は

基本土層 7 層上面で土坑を確認した。1 号土坑の

覆土は宝永火山灰と軽石が非常に多いが、基本土

層 7 層の灰黄褐色土も含まれている。火山灰の

堆積と周囲の堆積土の様相から、近世後半以降に

行われた天地返しの可能性がある。ただし、攪乱

により遺構の範囲や形状が明らかでないため、断

定はできない。

以上のことから、当該地において埋蔵文化財が

確認された。本地点は西ノ谷遺跡の西端に位置し

ており、事業地の西側半分が遺跡の範囲外に位置

している。今回の試掘・確認調査の結果、現行の

遺跡範囲の外まで埋蔵文化財が展開されているこ

とが確認された。この結果を受けて、西ノ谷遺跡

範囲拡張の変更・増補を調整している。

5 －６５　茅ヶ崎市萩園字西ノ谷 1637 番 5及び 1640 番 1（西ノ谷遺跡No.174）
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写真 5　TP1 北壁土層堆積状況 写真 6　TP2 設定状況（北から）

写真 7　TP2 完掘状況（北から） 写真 8　TP2 東壁土層堆積状況

写真 10　TP3 東壁土層堆積状況

写真 11　TP3 南壁土層堆積状況 写真 12　出土遺物

写真 9　TP3 設定状況（東から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 2 月 7 日（水）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 中之谷Ａ遺跡（No.5）

（2）種別	 遺物散布地

（3）時代	 古墳時代

（4）立地	

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北部、文教大学湘南キャンパ

スから北東側約 500m の場所に位置する。調査

以前は宅地の一部として利用されており、調査地

点の標高は約 36.8m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地北東側道路に所在する鋲を仮原

点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまり弱い。粘性弱い。コン	

	 クリートガラ、プラスチックゴミ含む。

2 層：	暗褐色土。しまりやや弱い。粘性ややあ	

	 り。コンクリートガラ、プラスチックゴ	

	 ミ含む。ロームブロック多く含む。既存	

	 建物解体時の埋土。

3 層：	暗褐色土。しまりやや弱い。粘性ややあ	

	 り。2 層よりロームブロックが減る。根	

	 が多い。

4 層：	暗褐色土。しまりやや弱い。粘性ややあ	

	 り。橙色スコリア多量に含む。堆積やや	

	 粗い。

5 層：	黒褐色土。しまりややあり。粘性ややあ	

５－６６　茅ヶ崎市芹沢字中ノ谷 1095 番 1、1096 番 7、	 	
	 1094 番 1の一部
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第 4図　調査区配置図（1/500）

第 5図　土層断面図（1/40）

20ｍ0

TPTP

BM（鋲）BM（鋲）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

浄化槽浄化槽

BM+3.0m

1

2

3

4

5

6

7

8

東壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

	 り。橙色スコリア中量含む。根多い。

6 層：	黒褐色粘質土。しまり強い。粘性強い。	

	 橙色スコリアを霜降り状に含む。土粒均	

	 一。堆積密。

7 層：	黒褐色土。6 層に似るが、6 層より色調	

	 が明るくなり、しまりがやや弱まる。粘	

	 性強い。橙色スコリア含む。

8 層：	褐灰色土。しまりややあり。粘性強い。	

	 橙色スコリア少量含む。一部筋状にロー	

	 ムが混ざる。地割れ痕か。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし
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写真 5　東壁下部土層堆積状況

写真 3　完掘状況（西から）

写真 1　調査地点近景（南東から） 写真 2　調査区設定状況（東から）

写真 4　東壁土層堆積状況

（2）調査所見
調査の結果、1 ～ 3 層の地表下 75cm までは表

土及び客土で、それ以下で本来の堆積土を確認す

ることができた。

4 層は暗褐色を呈する土層で、橙色スコリアを

多量に含む。宝永火山灰が確認されなかったこと

から、近世以前に堆積した可能性がある。5、6

層は橙色スコリアを多量に含む黒褐色土であり、

縄文時代以降～古墳時代以前の堆積土と考えられ

る。7 層は 6 層に似るが、色調がやや明るくなり、

橙色スコリアが減少するという特徴がみられた。

8 層になると粘性が増し、ロームを少量含むこと

から、いわゆるローム漸移層に類似する堆積土と

思われる。地表下約 200cm まで調査したが、ロー

ム層は確認できなかった。壁面の土層観察から西

が高く、東に向かって低く堆積する様子がみられ

たため、当該地は谷地形の落込みであり、周辺よ

りも堆積が厚い可能性を想定している。

以上のことから、当該地において埋蔵文化財は

確認されなかった。

5 －６６　茅ヶ崎市芹沢字中ノ谷 1095 番 1、1096 番 7、1094 番 1の一部（中之谷Ａ遺跡No.5）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 2 月 8 日（木）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 鶴ヶ町遺跡（No.186）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 古墳時代、奈良時代、平安時代、

	 中世、近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部、茅ヶ崎市立鶴が台小

学校から南側約 320m の場所に位置する。調査

以前は宅地として利用されており、調査地点の標

高は約 5.6m を測る。

７　調査の方法
事業計画地に 2.0m × 2.0m の調査区を 1 箇所

設定して調査を実施した。掘削は機械と人力を併

用した。掘削後、土層堆積状況の観察を行った。

記録は土層断面図の作成と写真記録とした。また、

調査区の位置については簡易測量を行い、事業計

画図に落とし込んだ。なお、標高については、事

業地南東側道路に所在する汚水マンホール蓋を仮

原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりやや強い。粘性ややあ	

	 り。ロームをブロック状に含む。コンク	

	 リートブロック、ゴミが多量に混ざる。

2 層：	暗褐色土。しまりやや強い。粘性ややあ	

	 り。φ 3mm 程の橙色スコリアを少量含	

	 む。ブロック状に砂が混ざる。

3 層：	暗褐色土。しまりやや強い。粘性やや強	

	 い。宝永パミス少量、炭化物粒少量、橙	

	 色スコリア少量含む。堆積やや粗い。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

５－６７　茅ヶ崎市円蔵二丁目 114番 11
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第 4図　調査区配置図（1/300）

第 5図　土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

10ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

BM±0.0m

1

2

3

北壁

0.0m

0.5m

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）
－ 3 層 陶器 1 1.3

合計 1 1.3

出土遺物：陶器

（2）調査所見
地表下 50cm まで掘り下げた結果、調査区の

大部分が客土されていたが、地表下 18cm で本

来の堆積土を確認した。

客土である 1 層はコンクリートブロックやプ

ラスチックゴミが多量に含まれており、既存建物

解体時の埋土と思われる。2 層は橙色スコリアを

含むほか、ブロック状に砂が混ざるため、既存建

物解体時とは別の時期の客土の可能性がある。3

層は宝永パミス、炭化物粒、橙色スコリアが含ま

れており、近世後半以降の堆積と思われる。また、

3 層から近世の京焼系陶器と思われる遺物の小破

片が出土していることから、以下は近世の包含層

が堆積していると考えられる。

以上のことから、当該地において埋蔵文化財が

確認された。

5 －６７　茅ヶ崎市円蔵二丁目 114 番 11（鶴ヶ町遺跡No.186）
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写真 1　調査地点近景（南東から）

写真 3　完掘状況（南から）

写真 5　出土遺物

写真 4　北壁土層堆積状況

写真 2　調査区設定状況（北から）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 2 月 14 日（水）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 中谷遺跡（No.187）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立浜

之郷小学校から東側約 270m の場所に位置する。

調査以前は宅地として利用されており、調査地点

の標高は約 5.9m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の中央において、2.0m × 2.0m の

調査区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削

は機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布

状況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は

遺構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録

とした。また、調査区の位置については簡易測量

を行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高

については、事業地北側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性ややあり。	

	 堆積粗い。帯状にロームブロック含む。	

	 コンクリートガラ、ゴミ多数混入する。

2 層：	灰黄褐色土。しまりややあり。粘性やや	

	 あり。堆積粗い。φ 50mm 程のブロッ

	 ク状にローム含む。φ 10mm 程の小石		

	 多量に含む。コンクリートガラ、ゴミ多	

	 数混入する。

3 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性あり。	

	 φ 10mm 程の炭化物粒中量、宝永パミ		

	 ス多量、白色粒多量に含む。プラスチッ	

５－６８　茅ヶ崎市浜之郷 261番 3
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第 4図　調査区配置図（1/400）

10ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲

建物範囲建物範囲

建物範囲建物範囲

建物範囲建物範囲

	 クゴミ混ざる。陶磁器片、瓦出土。

4 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性ややあ

	 り。白色粒多量、φ 10mm 程の小石多量、

	 φ 10mm 程の炭化物粒少量に含む。宝		

	 永パミス含む。

5 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性やや強	

	 い。φ 5mm 程の炭化物粒中量、橙色ス	

	 コリア中量含む。土師器片出土。

6 層：	にぶい黄褐色土。しまりあり。粘性あり。

	 堆積密。地山層。

（2）遺構覆土
〈溝状遺構１〉

1 層：	褐灰色土。しまりあり。粘性あり。酸化

	 鉄分、宝永パミスが多量に含まれる。		

	 φ 1mm 程の炭化物粒少量含む。ブロッ	

	 ク状に砂が混ざる。

〈竪穴状遺構１〉

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性ややあり。	

	 φ 5mm 程の炭化物粒中量、橙色スコリ	

	 ア中量含む。土師器片出土。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：溝状遺構、竪穴状遺構

出土遺物：土師器、陶器、磁器、土製品、ガラ	

	 ス製品、瓦、礫

（2）調査所見
調査の結果、地表下 74cm まで客土で、それ

以下で本来の堆積が確認された。遺物は 3、4 層

から陶器と磁器、瓦、5 層からは土師器が出土し

た。遺構は 5 層上面で溝状遺構、6 層上面で竪穴

状遺構を確認した。

堆積土は、客土が既存建物解体時のものである

1 層と、それ以前の盛土である 2 層に分けられる。

本来の堆積土は 4 層まで宝永火山灰を含み、そ

れ以下では含まない。3 層は宝永火山灰のほか、

プラスチックゴミを含んでいるため、近世後半以

降から近現代にかけての堆積と考えられる。4 層

はプラスチックゴミを含まない堆積土であること

から、3 層よりも江戸期に近い堆積と思われる。

5 層は、炭化物粒と橙色スコリアを含んでおり、

第Ⅱ章　令和 5年度試堀・確認調査
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

1 ～ 4 層 土師器 1 0.7
土師器 甕 3 13.3

陶器 8 24.5
磁器 4 9.3

土製品 2 63.4
瓦 1 185.4

ガラス製品 1 25.6
鉄製品 1 4.6

鉄製品 釘 1 2.1
アスファルト 1 26.1

5 層 土師器 3 1.9
土師器 坏 3 3.4

礫 1 8.6
合計 30 368.7

BM±0.0m

B
M

±0
.0

m

1号竪穴状遺構

1号溝状遺構

1

2

34

5

6
竪1-1

溝1-1

溝…溝状遺構

竪…竪穴状遺構

1ｍ0

北壁

1 2 3 4 5 6

西
壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m0.
0m

1.
0m

0.
5m

遺物は土師器片が出土した。南側隣接地の試掘・

確認調査においても土師器と須恵器が出土してい

るため、当該地周辺には古代の包含層が残存して

いる可能性が考えられる。6 層は、にぶい黄褐色

を呈しており、当該地の地山に類似する。

1 号溝状遺構は南北方向の溝状を呈し、覆土に

炭化物粒と宝永パミスを含む。遺物の出土はな

かったが、覆土の様相から近世後半以降と考えら

れる。1 号竪穴状遺構は 25cm 程の掘り込みを持

つ方形を呈し、覆土に炭化物粒、橙色スコリアを

含む。宝永火山灰は確認されなかった。また、覆

土中より土師器片が出土していることから、遺構

の時期は古代から近世前半に属すと考えられる。

以上のことから当該地において埋蔵文化財が確

認された。

5 －６８　茅ヶ崎市浜之郷 261 番 3（中谷遺跡No.187）
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写真 1　調査地点近景（西から） 写真 2　調査区設定状況（北から）

写真 4　西壁土層堆積状況写真 3　完掘状況（南から）

写真 5　北壁土層堆積状況 写真 6　出土遺物
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 2 月 19 日（月）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 四図Ａ遺跡（No.61）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 弥生時代、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世、近代

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部北東側、茅ヶ崎市立松

林小学校から北西側約 350m の場所に位置する。

調査以前は宅地として利用されており、調査地点

の標高は約 12.1m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、土層堆積状況の観

察を行い、記録は土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地南側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	褐色土。しまりやや弱い。粘性やや弱い。

	 砕石を含む。

2 層：	にぶい黄褐色土。しまりやや強い。粘性	

	 ややあり。ロームブロックを多く含む。	

	 人頭大の石、コンクリートブロックが混	

	 入する。

3 層：	灰黄褐色土。しまり弱い。粘性あり。宝	

	 永パミス中量、φ１0mm 程の小石少量		

	 含む。ビニールゴミを含む。旧表土。

4 層：	灰黄褐色土。3 層に似るが、しまり弱い。

	 粘性弱い。

5 層：	灰黄褐色土。しまり弱い。粘性あり。宝	

５－６９　茅ヶ崎市赤羽根字四図 1252 番 5
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第 4図　調査区配置図（1/200）

第 5図　土層断面図（1/40）

5ｍ0
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BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

建物範囲建物範囲
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4 5
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	 永パミス少量含む。

6 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性あり。	

	 橙色スコリア多量含む。炭化物粒が少量	

	 混じる。

7 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性あり。	

	 6 層に似るが橙色スコリアが減少し、色	

　　　　調が暗くなる。

8 層：	黒褐色土。しまりややあり。粘性やや強	

	 い。白色粒多量に含む。シルト質。

9 層：	褐灰色砂質土。しまりややあり。粘性や	

	 や弱い。全体に酸化鉄分を含む。

10 層：黒褐色土。8 層に似るが、砂質みが増す。

	 白色粒多量に含む。

11 層：黄褐色砂。しまりやや弱い。粘性なし。	

	 地山層。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：なし

出土遺物：なし

（2）調査所見
調査の結果、地表下 84cm までは客土で、そ

れ以下で本来の堆積が確認された。

堆積土については、2 層がコンクリートブロッ

クや石を含むことから、既存建物の解体土や、造

成時の盛土と考えられる。2 層まで宝永火山灰を

含み、それ以下では含まない。3 層は宝永火山灰

のほか、ビニールゴミを含んでいるため、近世後

半以降から近現代にかけての堆積とみられる。4

層は、堆積の様子からトレンチャーによる近現代
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写真 1　調査地点近景（南西から）

写真 3　完掘状況（西から）

写真 5　東壁下部土層堆積状況 写真 6　東壁最下部土層堆積状況

写真 4　東壁土層堆積状況

写真 2　調査区設定状況（南から）

の掘り込みの可能性がある。5 層はプラスチック

ゴミを含まない堆積土であることから、3 層より

も江戸期に近い堆積と思われる。6、7 層は上層

と比較して堆積土の色調が暗くなり、橙色スコリ

アや炭化物粒が含まれるが、遺物の出土はなかっ

た。堆積土の様相から、古代～近世の堆積の可能

性がある。8 層はさらに黒みが増し、主たる砕屑

物はシルト質であった。未分解の有機物は明瞭で

はなかったが、直下の 9 層で酸化鉄分が確認さ

れたことから、8 層以下は水分を多く含む環境で

あったと推測される。また、8 層中に多量に含ま

れる白色粒は、上層で確認された橙色スコリアが

水脱色したものである可能性も考えられる。10

層はより砂質みを増し、地表下約 250cm の８層

で当該地周辺の地山層である黄褐色砂を確認し

た。

以上の堆積土の特徴から、かつて当該地は湿地

の様相を呈していたが、7 層堆積時には一定程度

乾燥が進み、近世以降は畑地や宅地利用されたも

のと考えられる。

5 －６９　茅ヶ崎市赤羽根字四図 1252 番 5（四図Ａ遺跡No.61）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 2 月 27 日（火）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 8.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 大縄下遺跡（No.93）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部東側、茅ヶ崎市立室

田小学校から南東側約 460m の場所に位置する。

調査以前は宅地として利用されており、調査地点

の標高は約 7.9m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を２箇所設定して調査を実施した。掘削は機械

と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布状況の

確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺構平

面分布図及び土層断面図の作成と写真記録作成と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地西側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層
〈TP1〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。	

	 コンクリートガラ混じる。解体時の整地	

	 層。

2 層：	灰黄褐色砂。しまり弱い。粘性弱い。当	

	 該地周辺のいわゆる地山層の黄褐色砂を	

	 主体とする。φ 3cm の小石混じる。

3 層：	暗褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。	

	 φ 5 ～ 8cm の石が多く混じる。TP1 基	

	 本土層 4 層をまだらに含む。

4 層：	褐色砂。しまり弱い。粘性なし。周辺の	

５－７０　茅ヶ崎市室田三丁目 770番 1
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第 4図　調査区配置図（1/300）

10ｍ0

TP2TP2

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

TP1TP1

	 地山層が強く酸化し赤茶ける。

5 層：黄褐色砂。上層よりしまり増す。粘性な	

	 し。TP1 基本土層 4 層より粗い砂層。

6 層：	黒褐色砂と黄褐色砂の互層。TP1 基本		

	 土層 5 層に似るがしまりが増す。

7 層：	黒褐色砂。しまり強い。粘性なし。酸化	

	 鉄分を多く含む。

〈TP2〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。	

	 コンクリートガラ、プラスチックゴミ混	

	 じる。解体時の整地層。

2 層：	攪乱。

3 層：	暗褐色砂質土。しまりやや強い。粘性弱	

	 い。φ 5mm 程の橙色スコリア含む。炭	

	 化物粒微量含む。土師器出土。

4 層：	暗褐色砂質土。しまりややあり。粘性弱	

	 い。φ 3mm 程の橙色スコリア含む。

5 層：	黄褐色砂。しまりややあり。粘性弱い。	

	 ブロック状に TP2 基本土層の 4 層含む。

6 層：	黄褐色砂。しまりややあり。粘性弱い。	

	 当該地周辺の地山層に類似する。

（2）遺構覆土
〈1 号ピット〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりやや強い。粘性弱	

	 い。橙色スコリア多量に含む。

〈2 号ピット〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりやや強い。粘性弱	

	 い。黄色粒多量に含む。

〈3 号ピット〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりやや強い。粘性弱	

	 い。橙色スコリア少量含む。

5 －７０　茅ヶ崎市室田三丁目 770 番 1（大縄下遺跡No.93）
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第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層堆積状況（1/40）

第 5図　TP1 土層断面図（1/40）
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写真 1　調査地点近景（東から） 写真 2　TP1 設定状況（北から）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP2

3 層 弥生土器か 2 16.6
土師器 1 0.7

土師器 坏 1 1.7
土師器 甕 1 1.5

2 号ピット 土師器 1 1.5
合計 6 22.0

〈4 号ピット〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりやや強い。粘性弱	

	 い。橙色スコリア多量に含む。

〈1 号溝状遺構〉

1 層：暗褐色砂質土。しまりややあり。粘性弱	

	 い。ブロック状にTP2基本土層4層含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：なし

出土遺物：なし

〈TP2〉

発見遺構：ピット、溝状遺構

出土遺物：弥生土器か、土師器

（2）調査所見
調査の結果、古代から近世前半に属すと考えら

れる遺構、遺物を確認することができた。

TP1 は、地表下約 50cm までが解体時の整地

層と攪乱であり、それ以下で本来の堆積を確認

した。地表下約 50cm 以下の１層～４層の中で、

明確に時代を判別できる混入物を確認することは

できなかった。1707 年降灰の宝永火山灰、軽石

を含む土層も確認されなかった。

TP2 は、地表下約 30cm までは解体時の整地

層である表土で、それ以下で自然堆積土を確認し

た。遺物は１層から土師器片が出土した。１層か

ら４層まで宝永火山灰は含まれず、橙色スコリア

を多く含むことから、１層以下は古代の堆積であ

る可能性が高い。４層で当該地周辺の地山層に類

似する黄褐色砂を確認した。

１号ピットは、西壁断面にて確認された。上面

が既存建物解体時の整地層によって切られる形で

検出されたため、明確な時期は不明であるが、覆

土の様相から、遺構の時期は近世前半以前から古

代と考えられる。２～４号ピットは覆土が近似し

ている。２号ピットより土師器片が出土している

ことから、これらの遺構は古代に埋没した可能性

が考えられる。１号溝状遺構は遺物の出土はな

かったが、覆土の様相から近世前半以前から古代

に属すると思われる。

以上のことから、当該地において埋蔵文化財が

確認された。

5 －７０　茅ヶ崎市室田三丁目 770 番 1（大縄下遺跡No.93）
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写真 9　出土遺物

写真 7　TP2 西壁土層堆積状況

写真 5　TP2 設定状況（北から）

写真 3　TP1 完掘状況（東から） 写真 4　TP1 西壁土層堆積状況

写真 6　TP2 完掘状況（東から）

写真 8　TP2 北壁土層堆積状況
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 2 月 28 日（水）

２　調 査 目 的	 集合住宅新築工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 10.6㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 北Ｄ遺跡（No.169）

（2）種別	 集落跡

（3）時代	 弥生時代、古墳時代、奈良時代、

	 平安時代、中世、近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北西部、県立茅ケ崎北稜高等

学校グラウンドから南東側約 600m の場所に位

置する。調査以前は畑地として利用されており、

調査地点の標高は約 8.9m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の北西部に 2.2 ｍ× 3.0 ｍを 1 箇所、

南東部に 2.0 ｍ× 2.0 ｍを 1 箇所、計 2 箇所を

設定して調査を実施した。掘削は機械と人力を併

用した。掘削後、遺構平面分布状況の確認、土層

堆積状況の観察を行い、記録は遺構平面分布図及

び土層断面図の作成と写真記録とした。また、調

査区の位置については簡易測量を行い、事業計画

図に落とし込んだ。なお、標高については、事業

地南側道路に所在する汚水マンホール蓋を仮原点

として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。	

	 耕作土。

2 層：	暗褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。	

	 耕作土。ビニールゴミやや多く含む。

3 層：	暗褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。	

	 ビニールゴミ含む。

4 層：	暗灰褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。

	 宝永パミス含む。

5 層：	暗灰褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。

	 宝永パミス多く含む。火山灰多く含む。

５－７１　茅ヶ崎市香川七丁目 2358 番の一部
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第 4図　調査区配置図（1/300）
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TP1TP1

6 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性あり。	

	 遺物多く含む。色調やや明るい。

7 層：	暗褐色砂質土。しまり増す。粘性弱いが	

	 あり。古代の遺物含む。橙色スコリア多	

	 く含む。

8 層：	黒褐色砂質土。しまり強い。粘性弱い。	

	 酸化鉄分多く含む。橙色スコリア多く含	

	 む。無遺物か。

9 層：	黒褐色砂質土。しまり強い。粘性弱い。	

	 酸化鉄分増す。やや砂粒粗くなる。橙色	

	 スコリア多く含む。

10 層：黄褐色砂。しまり強い。粘性なし。雲母	

	 片含む。当該地周辺の地山層に類似。

（2）遺構覆土
〈1 号宝永溜まり〉

1 層：	宝永火山灰と軽石主体の層。下部５cm		

	 厚で自然堆積の軽石、上部に火山灰が堆	

	 積する。

〈１号竪穴状遺構〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性あり。	

	 土器多く含む。砂質ブロック含む。

〈1 号土坑〉

1 層：	暗褐色砂質土。1 号竪穴状遺構の 1 層と	

	 似る。

2 層：	暗褐色砂質土。1 号竪穴状遺構の 2 層と	

	 似る。砂質ブロック含む。

〈1 号ピット〉

1 層：	暗褐色砂質土。しまりあり。粘性あり。	

	 色調やや暗い。砂質ブロックを含まない。

〈1 号溝状遺構〉

1 層：	1 号竪穴状遺構の 1 層と似る。

〈2 号竪穴状遺構〉

1 層：	1 号ピットの 1 層と似る。褐色み強く、	

	 しまりやや弱い。橙色スコリア含む。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物
〈TP1〉

発見遺構：ピット、土坑

出土遺物：土師器、須恵器、かわらけ、陶器、	

	 瓦、礫、軽石
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第 5図　TP1 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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第 6図　TP2 遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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〈TP2〉

発見遺構：竪穴状遺構、溝状遺構

出土遺物：土師器、礫

（2）調査所見
調査の結果、古代から近世前半に属すと考えら

れる遺構、遺物を確認することができた。

TP1 は、当初 2.0 ｍ× 2.0 ｍの調査区を設定し

調査を実施したが、遺構の平面形及び範囲を確認

することが困難であったことから、北側に 1m 拡

張して調査を継続した。地表下約 30cm まで表

土が堆積しており、それ以下で本来の堆積土を確

認した。遺物は 6、7 層と遺構覆土中より土師器

や須恵器、灰釉陶器、かわらけ、陶器等が出土し

た。遺構は 7 層上面で 1 号竪穴状遺構と１号土坑、

8 層上面で 1 ～ 4 号ピットを確認した。

1 号竪穴状遺構は西壁断面にて 20cm 程の掘り

込みを確認した。土師質の土器片やかわらけが出

土しているため、遺構の時期は中世以前の可能性

が高い。1 号土坑の覆土は 1 号竪穴状遺構の覆土

に類似している。このため、1 号土坑も中世に属

する可能性が高いと思われるが、土層堆積からは

古代～近世前半と考えられる。4 号ピットは、1

号竪穴状遺構に重複する形で検出された。遺構覆

土の色調が 1 号竪穴状遺構より暗く、中世以降

の遺物を含まないことから、古代以前の可能性が

ある。このほか、8 層上面では宝永パミスを含む

1 ～ 3 号ピットを確認した。覆土は 4 層に類似

して宝永パミスを含んでおり、近世後半以降に属

する。また、9 層に近似する黒褐色砂質土が平面

に円形で検出された。周囲の堆積土と比較すると、
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表 1　出土遺物集計表

第 7図　実測遺物（1/3）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

TP1

4 ～ 6 層 土師器 17 13.3
土師器 坏 11 39.6
土師器 甕 19 79.8

磁器 1 1.1
土製品 1 2.6

礫 3 25.3
軽石 1 1.0
不明 1 2.7

7 層 土師器 7 8.7
土師器 坏 4 22.8
土師器 甕 9 75.9

1 号竪穴状遺構 土師器 19 22.5
土師器 坏 11 40.8
土師器 甕 14 85.7
須恵器 坏 2 4.2
かわらけ 1 17.9

陶器 2 10.6
礫 2 13.5

不明 1 1.4

TP2
2 号竪穴状遺構 土師器 坏 2 14.8

土師器 甕 8 78.1
須恵器 坏 2 17.4

合計 138 579.6

1

0 10
cm

(1/3)

4 ～ 8 層で見られる土質でないことから、液状化

現象などによって 8 層上面に染み出した痕跡と

思われる。

TP2 では、地表から約 77cm まで表土である 1、

2 層が堆積しており、地表下約 50 ～ 85cm まで

宝永パミスを含む 4、5 層が確認された。地表下

約 70cm で下部に軽石、上部に宝永火山灰を含

む宝永溜りを確認した。宝永溜りの直下で確認さ

れた 1 号溝状遺構は、壁断面にて下から上に向

けてラッパ状に広がる様子が確認された。遺構の

展開は大きく、調査区南側まで広がっていると思

われる。覆土の様相が TP1 の 1 号竪穴状遺構と

近似しているため、時期は中世以前と考えられる。

溝状遺構に切られる形で、調査区北側に 2 号竪

穴状遺構が検出された。覆土に橙色スコリアを含

み、土師器片が出土していることから、時期とし

ては古代に属す可能性がある。

堆積土は、1、2 層が耕作土である。本来の堆

積土で宝永火山灰が確認されたのは 4 層と 5 層

であり、近世後半以降の堆積と考えられる。6 層

からは古代から近世と思われる土器片が多く出土

し、それ以下で遺構が確認された。7 層は橙色ス

コリアを含み、古代の遺物が確認されていること

から、古代の包含層の可能性がある。4 層は全体

に酸化鉄分が多く含まれているため上層に比べし

まりが増し、遺物は確認されなかった。9 層以下

は砂粒が粗くなり、10 層で当該地周辺の地山層

に類似する黄褐色砂を確認した。

第 7 図は TP1 で出土したかわらけである。胎

土はやや粗く、赤色粒を含む。ロクロ成形の底部

で回転糸切りを有し、焼成は良好である。

以上、当該地においては埋蔵文化財が確認され

た。試掘・確認調査の結果を受け、本事業に関し

ては記録保存のための発掘調査を実施する予定で

ある。

5 －７１　茅ヶ崎市香川七丁目 2358 番の一部（北Ｄ遺跡No.169）
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写真 1　調査地点近景（南東から） 写真 2　TP1 設定状況（北から）

写真 4　TP1 かわらけ出土状況（東から）写真 3　TP1 遺構遺構確認状況（東から）

写真 5　TP1 完掘状況（東から） 写真 6　TP1 北壁土層堆積状況

写真 8　TP2 設定状況（北から）写真 7　TP1 北壁下部土層堆積状況
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写真 9　TP2 宝永検出状況（南から）

写真 16　実測遺物 ( 第 7 図）

写真 10　TP2 遺構確認状況（北から）

写真 11　TP2 完掘状況（西から） 写真 12　TP2 東壁土層堆積状況

写真 13　TP2 南壁土層堆積状況

写真 15　出土遺物

写真 14　TP2 西壁土層堆積状況

5 －７１　茅ヶ崎市香川七丁目 2358 番の一部（北Ｄ遺跡No.169）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 3 月 11 日（月）

２　調 査 目 的	 土留め工事

３　調 査 担 当	 三戸智也

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 中通Ａ遺跡（№ 46）

（2）種別	 遺物散布地、集落

（3）時代	 弥生、古墳、奈良、平安、中世、

	 近世

（4）立地	 砂丘

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市北西部、ＪＲ相模線香川駅か

ら西側約 110m の場所に位置する。調査以前は

宅地の一部として利用されており、調査地点の標

高は約 8.5m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の切土部分に 2.0 ｍ× 2.0 ｍの調査

区を１箇所設定して調査を実施した。掘削は機械

と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布状況の

確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺構平

面分布図及び土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業計画地南側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまり弱い。粘性弱い。ロー	

	 ムブロック含む。土壌分多く、根を多く	

	 含む。

2 層：	褐灰色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。	

	 宝永パミスを少量含む。

3 層：	にぶい黄褐色砂質土。しまりややあり。	

	 粘性弱い。宝永パミスφ 3mm を含む。

4 層：	灰黄褐色砂質土。しまり弱い。粘性やや	

	 あり。黒色スコリアφ 5mm 以下を含む。

5 層：	にぶい黄褐色砂質土。しまり弱い。粘性	

	 弱い。6 層砂ブロックを含む。

５－７２　茅ヶ崎市香川五丁目 1210 番１の一部、1211 番	 	
	 １の一部
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第 4図　調査区配置図（1/400）

10ｍ0

TPTP

BM（汚水マンホール）BM（汚水マンホール）

事業計画地事業計画地

道路後退道路後退

切土範囲切土範囲

6 層：	褐色砂。しまりややあり。粘性なし。地	

	 山の砂か。

（2）遺構覆土
〈1 号溝〉

1 層：	灰黄褐色砂質土。しまり弱い。粘性弱い。

	 黒色スコリアφ 3mm を含む。

2 層：	褐色砂質土。しまり弱い。粘性なし。基	

	 本土層の 6 層を多く含む。

〈２号溝〉

1 層：	1 号溝の 1 層に似るが、やや色調暗い。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：溝

出土遺物：土師質土器、磁器、陶器、貝片

（2）調査所見
調査の結果、基本土層 2、3 層からは磁器が出

土し、基本土層 4 層中で陶器や摩滅した土師器

などの遺物が出土した。遺構は基本土層 5 層上

面で溝 2 条を確認した。溝は 2 条とも南側道路

に沿って東西方向に作られていた。1 号溝は幅最

大約 130cm、深さ約 50cm を測り、断面は中央

部がくぼむ薬研状を呈す。1 号溝の北側には隣接

して 2 号溝が並走しており、1 号溝と同様基本土

層 5 層上面から掘り込まれている。溝の時期は、

遺物の出土はなかったが覆土に宝永パミスを含ま

ないことから、近世前半以前と考えられる。1、

2 号溝の覆土は類似しており、同時期の所産と推

測される。

基本土層は地表下 25cm までは客土である 1

層であり、その下から本来の堆積が確認された。

本来の堆積土は 2 層が宝永火山灰を含み、炭化

物が一定量混ざる砂質土で、1 層を除き堆積土中

最も暗かった。3 層にも宝永火山灰が含まれるが、

2 層と比べ炭化物などの混ざり物が少なくしまっ

た砂質土であった。4 層は宝永火山灰が含まれず、

比較的目立つ黒色スコリアが認められた。5 層は

4 層と 6 層砂の漸移的な様相を呈し、4 層より砂

分が強く、6 層の砂がブロック状に含まれていた。

6 層は当該砂丘の地山砂層に類似する。

1 層は土質から宅地の庭造成のための盛土と考

えられ、その直下の 2 層は近現代の旧表土と考

えられる。3 層は宝永火山灰が含まれていること

5 －７２　茅ヶ崎市香川五丁目 1210 番１の一部、1211 番１の一部（中通Ａ遺跡No.46）
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

2 ～ 3 層 土師器 1 0.8
土師器 坏 1 2.1
土師器 甕 4 17.3

磁器 10 44.2
磁器 碗 3 102.5

陶器 8 83.0
陶器 壺 1 21.8

土製品 鉢 2 30.8
礫 2 66.8

粘土塊 3 16.8
貝 2 22.1

不明 2 30.9
合計 39 439.1
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から近世後半以降の堆積であり、4 層以下はそれ

より前の堆積と判断される。当該地の現況地表面

は、南側の東西道路より約 80cm 高まっているが、

当該地の旧表土が地表下 25cm で確認されるこ

とから、南側道路は本来の地形を削平している可

能性が高い。周辺は北側に向かって標高が高まり、

南側は東西道路面から平坦、西側は東西道路を境

に北側に高まる地形を呈していることから、当該

地は南に向かって下降傾斜する東西方向の砂丘端

部周辺に位置している可能性がある。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認された。
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写真 1　調査地点近景（南東から）

写真 6　出土遺物写真 5　西壁土層堆積状況

写真 3　遺構確認状況（東から） 写真 4　完掘状況（東から）

写真 2　調査区設定状況（北から）

5 －７２　茅ヶ崎市香川五丁目 1210 番１の一部、1211 番１の一部（中通Ａ遺跡No.46）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 3 月 18 日（月）

２　調 査 目 的	 個人住宅新築工事

３　調 査 担 当	 金馬義郎

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 広町遺跡（No.191）

（2）種別	 遺物散布地、集落址、生産跡

（3）時代	 古墳時代（末）、奈良時代、平		

	 安時代、中世、近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部北西側、茅ケ崎警察署

西久保駐在所から北東側約 200m の場所に位置

する。調査以前は宅地として利用されており、調

査地点の標高は約 5.7m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の建物範囲に 2.0m × 2.0m の調査

区を 1 箇所設定して調査を実施した。掘削は機

械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布状況

の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺構

平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録とし

た。また、調査区の位置については簡易測量を行

い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高につ

いては、事業地南側道路に所在する汚水マンホー

ル蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	暗褐色土。しまり弱い。粘性あり。現代	

	 のゴミを含む。表土。

2 層：	暗褐色土。しまりややあり。粘性あり。	

	 宝永パミスわずかに含む。旧耕作土か。

3 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性あり。宝永	

	 パミス含む。φ 3 ～ 5mm の橙色スコリ	

	 ア含む。近世層か。

4 層：	褐色土。しまり強い。粘性あり。含有物	

	 少ない。古代以降の土層か。

5 層：	褐色土。しまり強い。粘性あり。含有物	

	 少ない。基本土層の 4 層に比べやや明		

５－７３　茅ヶ崎市西久保字広町 972番 6
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第 4図　調査区配置図（1/300）

第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）
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5 －７３　茅ヶ崎市西久保字広町 972 番 6（広町遺跡No.191）
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写真 1　調査地点近景（南西から） 写真 2　調査区設定状況（南から）

写真 3　近世遺構検出状況（北から） 写真 4　近世遺構完掘状況（北から）

表 1　出土遺物集計表

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―
3 層 土師器 坏 1 2.0

礫 2 22.0
S-1 礫 1 7.3

合計 1 31.3

	 るくしまり強い。基本土層の 4 層と地		

	 山層との漸移層か。

（2）遺構覆土
〈1 号畝状遺構〉

1 層：	黒褐色土。しまりあり。粘性あり。		

	 φ 5mm の宝永パミスを多量に含む。

〈1 号溝状遺構〉

1 層：	暗褐色土。しまりあり。粘性あり。基本	

	 土層 3 層より色味暗く、粘性強い。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：溝状遺構、畝状遺構、ピット

出土遺物：土師器、礫

（2）調査所見
調査の結果、基本土層の 2 層から火打石の可

能性がある礫、地表下約 20cm で宝永パミスを

含む覆土を伴った近世の畝状遺構と耕作痕と考え

られるピット、地表下約 50cm で古代以降の所

産と考えられる東西に走る溝状遺構を確認した。

いずれの遺構からも遺物の出土はなかったが、

基本土層の 3 層上面で土師器片が確認された。

当該地の西側隣接地で実施している広町遺跡第 4

次調査でも東西に走る溝状遺構が確認されている

ことから、5 層上面で確認された溝状遺構と同一

の遺構の可能性がある。

以上、当該地において埋蔵文化財が確認された。

調査の結果を受け、本地点においては令和 6 年

度に広町遺跡第 9 次調査を実施し、記録保存の

ための発掘調査を行った。
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写真 5　遺構確認状況（西から） 写真 6　完掘状況（西から）

写真 7　東壁土層堆積状況 写真 8　南壁土層堆積状況

写真 10　調査作業風景（南西から）写真 9　出土遺物

5 －７３　茅ヶ崎市西久保字広町 972 番 6（広町遺跡No.191）
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第 1図　調査地点位置図（1/200,000）

第 3図　調査地点位置図（1/2,500）

第 2図　調査地点位置図（1/10,000）

100ｍ0

１　調査年月日	 令和 6（2024）年 3 月 25 日（月）

２　調 査 目 的	 宅地造成工事

３　調 査 担 当	 齋藤愛

４　調 査 面 積	 4.0㎡

５　遺跡の概要
（1）名称	 金山遺跡（No.182）

（2）種別	 集落跡、館跡

（3）時代	 弥生時代（終末）、古墳時代（前

	 期）、奈良時代、平安時代、中世、

	 近世

（4）立地	 沖積微高地

６　調査地点
本地点は茅ヶ崎市中央部西側、茅ヶ崎市立鶴

嶺中学校から北東側約 450m の場所に位置する。

調査以前は畑地として利用されており、調査地点

の標高は約 5.7m を測る。

７　調査の方法
事業計画地の新設道路範囲に 2.0 ｍ× 2.0 ｍの

調査区を１箇所設定して調査を実施した。掘削は

機械と人力を併用した。掘削後、遺構平面分布状

況の確認、土層堆積状況の観察を行い、記録は遺

構平面分布図及び土層断面図の作成と写真記録と

した。また、調査区の位置については簡易測量を

行い、事業計画図に落とし込んだ。なお、標高に

ついては、事業地南側道路に所在する汚水マン

ホール蓋を仮原点として測量した。

８　土層堆積状況
（1）基本土層

1 層：	褐灰色土。しまりあり。粘性あり。宝永	

	 パミス多量に含む。橙色スコリア、炭化	

	 物粒を微量含む。上部には砕石が含まれ	

	 る。根が多い。陶器、土師器出土。

2 層：	褐灰色土。しまりやや強い。粘性あり。	

	 宝永パミス中量含む。橙色スコリア、炭	

	 化物粒少量含む。上層よりわずかに色調	

	 明るくなる。陶器、土師器出土。

3 層：	灰黄褐色土。しまりあり。粘性やや強い。

	 橙色スコリア、炭化物粒を少量含む。層	

５－７４　茅ヶ崎市矢畑 27番 1
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第 4図　調査区配置図（1/600）

20ｍ0

TPTP

新設
道路
新設
道路

BM（雨水マンホール）BM（雨水マンホール）

事業計画地事業計画地

	 の上部に宝永パミス、宝永スコリアが堆	

	 積。陶器、磁器出土。

4 層：	灰黄褐色土。しまりやや強い。粘性あり。

	 橙色スコリア、炭化物粒を少量含む。土	

	 師器、青磁出土。

5 層：	灰黄褐色土。しまりやや強い。粘性やや	

	 強い。橙色スコリアを微量含む。炭化物	

	 粒少量含む。わずかに地山がブロック状	

	 に混じる。須恵器、灰釉陶器出土。

6 層：	暗褐色粘性土。しまり強い。粘性強い。	

	 橙色スコリアを微量、炭化物粒を少量含	

	 む。上層より堆積が粗い。土師器出土。

7 層：	暗褐色土。しまり強い。粘性強い。		

　　　　橙色スコリアを微量、炭化物粒を少量含	

	 む。堆積密。土師器出土。

8 層：	黄褐色土。しまり強い。粘性やや弱い。	

	 当該地周辺の地山層に類似。

９　調査結果
（1）発見された遺構・遺物

発見遺構：溝状遺構、耕作痕か

出土遺物：土師器、須恵器、灰釉陶器、青磁、	

	 陶器、磁器、土製品、礫

（2）調査所見
調査の結果、地表下 166cm まで掘り下げて確

5 －７４　茅ヶ崎市矢畑 27番 1（金山遺跡No.182）
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第 5図　遺構平面分布図及び土層断面図（1/40）

BM±0.0m

1号溝状遺構 4層2層

1
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溝…溝状遺構

…宝永範囲

1ｍ01ｍ0

南壁

0.0m

1.0m

0.5m

1.5m

2.0m

認を行ったところ、近世前半以前の耕作痕と思わ

れる掘り込みと、古代から近世前半に属すと考え

られる溝状遺構を確認することができた。遺物は、

1 層から 7 層にかけて土師器小片が確認されたほ

か、1 層より円形の土製品（第 6 図）、3 層より

陶器と磁器、4 層より青磁、5 層より須恵器と灰

釉陶器が出土した。いずれも小片であった。

耕作痕と思われる掘り込みは、3 層上面で確認

された。掘り込み下部に宝永火山灰の軽石、上部

に黒色スコリアが堆積していた。また、3 層より

染付碗の小片が出土していることから、耕作痕は

近世前半に形成された可能性が考えられる。

1 号溝状遺構は調査区全体で確認され、東部で

立ち上がりを確認した。北、南、西側は調査区外

であり、確認された範囲で東西幅約 180cm を測

る。南北方向に延びると考えられる。立ち上がり

を確認したのは当該地周辺の地山層と考えられる

8 層の上面であるが、後述のように 3 層以下が１

号溝状遺構の覆土である可能性がある。

堆積土については、地表面の植物や砕石を除去

した直下より、本来の堆積を確認することができ

た。1 ～ 3 層に宝永パミスが含まれており、近世

後半以降の堆積と判断される。3 層の上部は近世

前半以前の耕作痕と思われる掘り込みが形成され

ていた。4 層以下は宝永火山灰を含まない。4 層

では青磁の小片、5 層では灰釉陶器の小片が出土

しているが、4 ～ 7 層にかけて古代の土師器片が

確認されているため、古代～中世の堆積と考えら
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表 1　出土遺物集計表

第 6図　実測遺物（1/2）

調査区 遺構・層位 種別 破片数 重量（g）

―

1 ～ 2 層 土師器 2 1.5
土師器 坏 1 3.2
土師器 甕 2 5.0

陶器 2 3.3
土製品 1 1.7

礫 4 21.9
軽石 1 1.3

3 層 土師器 8 7.6
土師器 坏 1 3.0
土師器 甕 2 6.9

陶器 1 1.8
磁器 1 2.4
礫 2 26.9

4 層 土師器 4 6.8
土師器 坏 5 6.9
土師器 甕 2 4.5

須恵器 1 0.6
須恵器 坏 1 6.3
須恵器 甕 1 25.2

灰釉陶器 瓶 1 2.2
青磁 1 0.9

陶器 山茶碗 1 20.3
礫 1 8.6

5 ～ 7 層 土師器 1 0.7
土師器 甕 2 7.6

陶器 2 6.2
陶器 山茶碗 1 130.1

合計 52 313.4

1

0 5
cm

(1/2)

れる。下層になるにつれ粘性が増し、色調も暗く

なったが、含有物に大きな変化は見られなかった。

また、3 層より堆積が南西方向に低くなっている。

こうした傾斜は 1 号溝状遺構に伴うものであり、

3 層以下は 1 号溝状遺構の覆土である可能性も考

えられる。7 層よりわずかに黄色みを増し、8 層

で当該地の地山層と考えられる黄褐色土を確認

し、その面で１号溝状遺構の立ち上がりを検出し

た。

1 号溝状遺構は、幕末に描かれた矢畑村絵図

（茅ヶ崎市 1982『写真集茅ヶ崎―きのう　きょ

う―』）に示される地割りの線におおむね一致す

る。また、当該地南東側の南北方向に通る市道沿

いで行われた試掘・確認調査においても、南北溝

が検出されている。今回の調査で検出された溝状

遺構と同程度の規模を持ち、近世に道として機能

する以前に大溝として存在したと推定されてい

る。今回検出された 1 号溝状遺構がこれに連な

るものか判断材料に欠けるが、近世以前の大溝で

あった可能性が考えられる。

第 6 図は土製品のおはじきであり、直径 1.9cm、

厚さ 0.6cm を測る。一部欠損をしているが胎

土は密であり、焼成は良好である。色調は橙色

（5YR6/8）を呈する。

以上のことから当該地において埋蔵文化財が確

認された。調査の結果を受けて、本地点において

は令和 6 年度に金山遺跡第 29 次調査を実施した。

5 －７４　茅ヶ崎市矢畑 27番 1（金山遺跡No.182）

- 317 -



写真 8　実測遺物（第 6 図）写真 7　出土遺物

写真 5　完掘状況（北から）

写真 3　近世遺構検出状況（北から）

写真 1　調査地点近景（南西から） 写真 2　調査区設定状況（北から）

写真 4　近世遺構完掘状況（北から）

写真 6　南壁土層堆積状況
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第Ⅲ章　まとめ





写真 1　令和 6 年度遺跡調査発表会当日の様子

本章では、令和 5 年度に茅ヶ崎市内で実施した試掘・確認調査の実施状況と調査を通じて得ることの

できた主たる調査成果を確認し、本書のまとめとしたい。

1. 令和 5年度における試掘・確認調査の概要
令和 5 年度に実施された試掘・確認調査の件数は 74 件を数え、その調査面積は 479.65㎡に及ぶ。試掘・

確認調査の原因となったのは個人住宅 29 件、集合住宅 6 件、工場 4 件、その他建物 1 件、宅地造成 25 件、

電気関連工事 2 件、その他工事 7 件（内、土留め工事 1 件、資材置き場 2 件、公共事業関係 4 件）であり、

住宅建設が全体の約 47％を占める。住宅建設は個人住宅と集合住宅を指し示すが、住宅建設の割合が全

体の件数の約 47％というのはわずかばかり少なく感じる。しかしながら、直近 10 年の数値と比較する

とこの数値は概ね 50 ～ 75％で推移しているため、数値だけをみるとやや少なくみえるが例年の傾向か

ら外れるほどの数値ではないことがいえる。もし数値が減少傾向にある要因があるとするならば、試掘・

確認調査の件数が増えているため全体の母数が増えていること、個人住宅において試掘・確認調査を経ず

に発掘調査を実施している例があること等が挙げられるであろう。また、宅地造成工事は昨年度の 13 件

と比べ約 2 倍に増えている。しかし、こちらも割合で考えると、平成 28 年度以降は増加傾向にあるが、

それ以降は 20 ～ 40％で推移しているため、昨年度に比べると増加はしているが例に漏れない数値であ

ると言える。

調査した遺跡は、市内に所在する 216 遺跡（令和 7 年 3 月現在）のうちの 50 遺跡にあたる。令和 5

年度においては、包蔵地外では試掘・確認調査は実施されなかった。調査が行われた地点を地域別にみる

と、北部の台地・丘陵部で 13 件、南部の低地で 61 件（低地のうち、自然堤防で 28 件、砂丘・砂丘間

凹地で 33 件）である。昨年度の 64％に比べ、例年並みの数値に落ち着いている。

試掘・確認調査を行った結果、遺構及び遺物がわずかにでも確認された地点は 58 箇所を数える。各々

の調査結果と開発行為の内容から事業の取扱いについて協議を行っており、事業との関係からやむなく事

前の記録保存を目的とした発掘調査を実施したもののうち、事業主が住むための個人住宅新築工事に伴

うものは 1 件（5-73：No.191 広町遺跡第 8 次調査）、それ以外の開発事業に伴うものは 12 件であった。

後者の内訳は、No.71 前田Ａ遺跡で第 7 次調査（5-6）と第 9 次調査（5-49）、No.86 網久保Ａ遺跡で第

8 次調査（5-44）、No.90 網久保Ｂ遺跡で第 3 次調査（5-30）、No.147 石原Ａ遺跡で第 12 次調査（5-50）、

No.157 御屋敷Ｂ遺跡で第 17 次調査（5-45）、No.158 勝沼遺跡で第 5 次調査（5-54）、No.181 本社Ｂ遺

跡で第 9 次調査（5-28）、No.182 金山遺跡で第

29 次調査（5-74）、No.185 小井戸遺跡で第 14

次調査（5-15、5-20、5-24）、No.200 前ノ田遺

跡 で 第 10 次 調 査（5-58、5-59）、No.205 八 図

Ｃ遺跡で第 1 次調査（5-38）である。これらのケー

スとは逆に、試掘・確認調査によって発見された

遺跡を傷めないよう計画を変更し、事業を進めた

ケースは 2 件であった。また、令和 7 年 3 月末

時点において発掘調査の調整をしている事業が 1

件存在している。

茅ヶ崎市では毎年、その年の前年度に市内で

行った発掘調査の成果報告を行っている。これ
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第 1図　調査地点位置図（1/2,500）

らのうち、前田Ａ遺跡第 7 次調査（5-6）、小井戸遺跡第 14 次調査（5-15、5-20、5-24）、本社Ｂ遺跡第

9 次調査（5-28）、網久保Ｂ遺跡第 3 次調査（5-30）、前田Ａ遺跡第 9 次調査（5-49）、石原Ａ遺跡第 12

次調査（5-50）、前ノ田遺跡第 10 次調査（5-58、5-59）については令和 6 年度に開催した第 35 回茅ヶ

崎市遺跡調査発表会にて成果を報告している。八図Ｃ遺跡第 1 次調査（5-38）、網久保Ａ遺跡第 8 次調査

（5-44）、御屋敷Ｂ遺跡第 17 次調査（5-45）、勝沼遺跡第 5 次調査（5-54）、広町遺跡第 8 次調査（5-73）、

金山遺跡第 29 次調査（5-74）については、令和 7 年度に開催予定の第 36 回茅ヶ崎市遺跡調査発表会に

て成果報告を行う予定である。

2. 試掘・確認調査における成果
令和 5 年度試掘・確認調査の主たる成果をみてみると、上記の発掘調査に至ったもの以外で特筆すべ

き事項は、5-55（P.233 ～ 236）で報告した北方横穴群の調査成果である。

5-55 北方横穴群は神奈川県埋蔵文化財包蔵地

台帳茅ヶ崎市 No.165 に記載されている横穴であ

り、『茅ヶ崎市史 3』に No.85 の遺跡として記載

されていることから、昭和 61（1986）年に周知

化された遺跡である。当遺跡は過去に発掘調査

の事例がなく、試掘・確認調査も平成 27 年度に

実施した 1 回（27-44）のみである。また、平成

26 年度には近隣で工事立会を実施している。各々

の調査成果を確認すると、平成 26 年度の工事立

会では地表下約 20cm でローム層を確認してお

り、遺構及び遺物は確認されなかった。27-44

では遺構及び遺物は確認されず、地表下約 30 ～

80cm で現代の攪乱、地表下約 80cm でローム層

の漸移層を確認している。5-55 では、地表下約

100cm 以下で遺構と大量の縄文土器が出土し、

地表下約 120cm でローム層を確認している。

今回の試掘・確認調査では、本遺跡で初めて埋

蔵文化財を確認することができた。しかしながら、横穴に関連する埋蔵文化財は確認されず、代わりに縄

文時代の遺構及び遺物を確認した。当遺跡は前述の通り横穴として遺跡台帳に登録されているので、縄文

時代の遺物が発見されたことは非常に大きな成果だと言えるであろう。とはいえ、遺構は落ち込みに近い

溝状遺構が確認されたのみで、遺物も多量の土器が出土したが接合して一個体になるようなものはなかっ

た。つまり、当時のこの地点での活動密度は低いものであったと考えられる。さすがに縄文時代の集落が

この地点に広がっていたとまではいえないが、活動範囲がこのあたりまで広がっていた可能性は十分指摘

できるであろう。

5-55 の事業計画地が包蔵地の縁辺部であったことから、本課では今回の調査結果を受けて No.195 北

方横穴群の範囲を拡大すべく変更・増補の手続きを行った。今回は範囲拡大のみに留まったが、今後の試

掘・確認調査の成果次第では、No.195 北方横穴群とは別の、新しい埋蔵文化財包蔵地として登録するこ

とも議題として取り上げていくべきである。

前述のようなひとつの発見で物事を大きく動かすような調査成果もあるが、多くの試掘・確認調査がそ

うあるわけではない。多くの試掘・確認調査はひとつひとつの調査面積が小さく、また、その一つの報告

だけでは読み解ける情報も少ない。しかし、多様な場所で多様なデータを収集することができるのも試掘・

100ｍ0

5-55調査地点

27-44調査地点No.165 北方横穴群
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確認調査である。データを積み重ね、検討を重ねていくことによって、歴史を探求する一端を担う。その

重要な要素となる可能性がある報告をまとめ、多くの人の目に触れるべく報告書を刊行することの意義は

大きく、今後も同じように成果報告を続けていくことが望ましい。
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No.
ふりがな

所収遺跡名

ふりがな
所在地

コード 北緯
°′″

東経
′゚″ 調査期間 調査

面積 調査原因
市町村 遺跡番号

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

5-1

東
ひがしはら

原遺跡

堤字東原 1054 番 13 14207 141
35°
21′
46″

139°
25′
41″

2023.04.12 1.5 個人住宅新築工事

遺物散布地
縄文、歴史時

代
なし なし

当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-2

本
ほんじゃ

社Ａ遺跡

浜之郷字本社 447 番 6 14207 154
35°
20′
19″

139°
23′
30″

2023.0412 2.0 個人住宅新築工事

集落跡、寺

社跡

古墳（後期）、

奈 良、 平 安、

中世、近世

道状遺構か
土師器、陶器、磁

器、土製品、礫

近世前半以前の道状遺構と考えられる遺構

を確認した。

5-3

鐘
か ね が や と

ヶ谷遺跡

矢畑字鐘ヶ谷 775 番 14207 215
35°
20′
19″

139°
24′
03″

2023.04.28 4.0 集合住宅新築工事

集落跡 奈良、平安 竪穴状遺構、ピット
土師器、須恵器、

礫

住居址の可能性がある竪穴状遺構を確認し

た。

5-4

御
お や し き

屋敷Ｂ遺跡

円蔵字御屋敷 2270 番 3、

4
14207 157

35°
20′
45″

139°
24′
00″

2023.05.01 6.75 個人住宅新築工事

集落跡

弥 生 ( 末 ) ～

古墳 ( 前・期 )、

奈 良、 平 安、

中世、近世

廃棄土坑か

陶器、磁器、ガラ

ス製品、土製品、

鉄製品

関東大震災に関連すると推測される廃棄土

坑を確認した。

5-5

上
かみひがしはらした

東 原 下遺跡

若松町 6840 番 5、6837

番 7
14207 100

35°
19′
58″

139°
25′
04″

2023.05.02 8.0 個人住宅新築工事

遺物散布地
古 墳、 歴 史、

中世
ピット 磁器 宝永火山灰の純堆積を確認した。

5-6

前
ま え だ

田Ａ遺跡

菱沼二丁目 1043 番 5 の

一部
14207 71

35°
20′
34″

139°
25′
44″

2023.05.09 8.0 宅地造成工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

溝状遺構、畝状遺構、

ピット

土師器、須恵器、

陶器、土製品

令和 6 年度に前田Ａ遺跡 7 次調査を実施し

た。

5-7

東
ひがしのちょう

ノ 町遺跡

松林三丁目 190 番の一部

外 5 筆
14207 195

35°
20′
38″

139°
25′
26″

2023.05.11 8.0 集合住宅新築工事

遺 物 散 布

地、集落跡

奈 良、 平 安、

中 世、 近 世、

近代

ピット、掘込み

かわらけ、陶器、

磁器、土製品、鉄

製品

近現代の柱穴と考えられるピットを確認し

た。

報告書抄録
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5-8

大
おおしまなかやと

島仲谷遺跡

堤字仲谷 3530 番 8 の一

部
14207 37

35°
22′
01″

139°
25′
01″

2023.05.14 1.5 個人住宅新築工事

遺物散布地

旧石器、縄文

（早～後期）、

奈 良、 平 安、

近世

ピット 土師器
古墳時代以降の堆積土が削平された状況を

確認した。

5-9

池
いけぶくろ

袋 Ｂ遺跡

小和田一丁目 716 番の一

部、14 の一部、15 の一部、

717 番、718 番 1 の一部、

2 の一部

14207 87
35°
20′
21″

139°
25′
41″

2023.05.17 8.0 宅地造成工事

集落跡、遺

物散布地

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-10

辻
つじにし

西遺跡

萩園字辻西 2408 番 14207 177
35°
20′
29″

139°
22′
59″

2023.05.18 8.0 宅地造成工事

遺物散布地 奈良、平安 なし 土師器 遺物が 1 点のみ確認された。

5-11

出
で ぐ ち

口Ａ遺跡

出口町 2076 番 2 14207 101
35°
20′
04″

139°
25′
54″

2023.05.19 4.0 個人住宅新築工事

集落跡、遺

物散布地

縄文（後期）、

弥 生、 古 墳

（ 末 ）、 奈 良、

平安

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-12

巳
み ま ち だ

待田Ａ遺跡

菱沼二丁目 1430 番 10 14207 74
35°
20′
35″

139°
25′
57″

2023.05.25 4.0 個人住宅新築工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-13

手
て し ろ づ か

城塚Ｂ遺跡

松林三丁目 888 番 2 外 14207 92
35°
20′
38″

139°
25′
32″

2023.05.30 12.0 宅地造成工事

集落跡

古 代、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし
土師器、陶器、土

製品
近現代の大規模な攪乱を確認した。

5-14

手
て し ろ づ か

城塚Ｂ遺跡

大
おおなわした

縄下遺跡

松林三丁目 195 番 1 外

18 筆
14207

92

93

35°
20′
35″

139°
25′
26″

2023.06.01 8.0 宅地造成工事

集落跡

古 代、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし 土師器 攪乱から土師器を 1 点確認した。

5-15

小
こ い ど

井戸遺跡

円蔵 370 番外 138 筆 14207 185
35°
20′
36″

139°
24′
12″

2023.06.05 ～

2023.06.06
22.0 工場新設工事

集落跡

弥 生（ 末 ）、

奈 良、 平 安、

中 世、 近 世、

近代

炉跡、溝状遺構
土師器、磁器、レ

ンガ

近代産業の構造物を確認した。また、令和

5 年度に小井戸遺跡第 14 次調査を実施し

た。

5-16

前
ま え だ

田Ａ遺跡

菱沼二丁目 1251 番 2、5、

7、1252 番
14207 71

35°
20′
34″

139°
25′
42″

2023.06.08 5.5 宅地造成工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

不明

土師器、須恵器、

灰釉陶器、かわら

け、陶器

残存状況が良好なかわらけが出土し、遺構

の可能性がある堆積土を確認した。

5-17

清
し み ず

水Ｂ遺跡

芹沢 913 番 32 14207 108
35°
22′
27″

139°
25′
31″

2023.06.12 1.62 事務所新築工事

遺物散布地
縄 文（ 中 ）、

歴史
なし なし

当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。



5-18

大
おおしまなかやと

島仲谷遺跡

行谷字大島 1100 番 1 の

一部
14207 37

35°
22′
07″

139°
24′
56″

2023.06.15 4.0 電波塔新設工事

遺物散布地

旧石器、縄文

（早～後期）、

奈 良、 平 安、

近世

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-19

御
お や し き

屋敷Ｂ遺跡

円蔵字御屋敷 2320 番 1、

2321 番 2
14207 157

35°
20′
42″

139°
23′
58″

2023.06.15 4.0 個人住宅新築工事

集落跡

弥 生 ( 末 ) ～

古墳 ( 前・期 )、

奈 良、 平 安、

中世、近世

なし
土師器、須恵器、

磁器
わずかながらも遺物を確認した。

5-20

小
こ い ど

井戸遺跡

円蔵 370 番外 138 筆 14207 185
35°
20′
35″

139°
24′
12″

2023.06.16 36.0 工場新設工事

集落跡

弥 生（ 末 ）、

奈 良、 平 安、

中 世、 近 世、

近代

アチソン炉
土師器、レンガ、

礫

令和 5 年度に小井戸遺跡第 14 次調査を実

施した。

5-21

堤
つつみかいづか

貝塚（十
じゅうにてん

二天Ａ遺

跡）

堤字南谷 2468 番 12 14207 8
35°
21′
52″

139°
25′
19″

2023.06.20 4.0 資材置き場整備

貝塚、集落

跡、遺物散

布地

縄文（中・後

期 ）、 奈 良、

平安

なし
土師器、陶器、磁

器
近現代の水田の痕跡を確認した。

5-22

東
ひがしのちょう

ノ 町遺跡

室田一丁目 88 番 1、4、5、

6、7、8
14207 195

35°
20′
41″

139°
25′
20″

2023.06.26 4.0 個人住宅新築工事

遺 物 散 布

地、集落跡

奈 良、 平 安、

中 世、 近 世、

近代

なし 土製品 近代の土製品を 2 点確認した。

5-23

東
ひがし

遺跡

香川二丁目 1585-8 14207 24
35°
21′
19″

139°
24′
15″

2023.06.26 4.0 個人住宅新築工事

集落跡、遺

物散布地

弥 生、 古 墳、

平 安、 中 世、

近世

なし 土師器 攪乱から土師器を 3 点確認した。

5-24

小
こ い ど

井戸遺跡

円蔵 370 番外 138 筆 14207 185
35°
20′
35″

139°
24′
12″

2023.07.03 14.25 工場新設工事

集落跡

弥 生（ 末 ）、

奈 良、 平 安、

中 世、 近 世、

近代

溝状遺構、アチソン

炉

土師器、須恵器、

レンガ

令和 5 年度に小井戸遺跡第 14 次調査を実

施した。

5-25

大
お お や し き

屋敷Ｂ遺跡

西久保字大屋敷 753-1 の

一部
14207 189

35°
20′
52″

139°
23′
45″

2023.07.06 1.3 個人住宅新築工事

集落跡、遺

物散布地

弥生（後期）、

古墳（前期）、

奈 良、 平 安、

中世、近世

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-26

大
お お や し き

屋敷Ａ遺跡

西久保字大屋敷 605 番

14、15
14207 188

35°
20′
41″

139°
23′
37″

2023.07.07 3.4 個人住宅新築工事

遺物散布地

古 代、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし 土師器 表土から土師器が 1 点出土した。



5-27

大
お お や し き

屋敷Ａ遺跡

西久保字大屋敷 605 番

16、17
14207 188

35°
20′
41″

139°
23′
37″

2023.07.07 4.72 個人住宅新築工事

遺物散布地

古 代、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし 土師器 表土から土師器が 1 点出土した。

5-28

本
ほんじゃ

社Ｂ遺跡

浜之郷本社 348 番外 1 筆

及び 366 番 1 の一部
14207 181

35°
20′
27″

139°
23′
31″

2023.07.13 8.0 宅地造成工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

竪穴状遺構、溝状遺

構、土坑、ピット

土師器、須恵器、

灰釉陶器、陶器、

瓦器、礫、軽石

令和 5 年度に本社Ｂ遺跡第 9 次調査を実施

した。

5-29

前
ま え だ

田Ａ遺跡

菱沼二丁目 1251 番 2、5、

7、1252 番
14207 71

35°
20′
34″

139°
25′
42″

2023.07.19 6.4 宅地造成工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし
土師器、須恵器、

灰釉陶器

5-16 の追加調査。遺構の明確な掘り込み

は確認されなかった。

5-30

網
あ み く ぼ

久保Ｂ遺跡

松林一丁目 1543 番の一

部外 3 筆
14207 90

35°
20′
21″

139°
25′
26″

2023.07.19 ～

2023.07.20
20.0 宅地造成工事

集落跡

弥生（後期）、

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

竪穴状遺構、ピット

土師器、ロクロ土

師器、須恵器、灰

釉陶器、陶器、磁

器、ガラス製品、

鉄製品、瓦、礫、

軽石、建材

高い密度で埋蔵文化財が確認され、令和 5

度において網久保Ｂ遺跡第 3 次調査を実施

した。

5-31

久
く ぼ や ま

保山Ａ遺跡

芹沢字久保山 2494 番 14207 11
35°
22′
46″

139°
24′
52″

2023.07.27 10.5 宅地造成工事

集落跡、貝

塚

縄文（中・後

期 ）、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

ピット、杭列、旧家

屋跡

縄文土器、土師器、

須恵器、陶器、磁

器、木製品、鉄製

品、植物遺存体（種

子）

当該地が谷戸に立地する様子を確認した。

5-32

巳
み ま ち だ

待田Ａ遺跡

菱沼二丁目 382 番 2、

383 番 2 の一部
14207 74

35°
20′
33″

139°
26′
06″

2023.08.17 4.0 個人住宅新築工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし

土師器、灰釉陶器、

かわらけ、陶器、

礫、炭化物

包含層が良好な状態で残存している様子を

確認した。

5-33

巳
み ま ち だ

待田Ａ遺跡

菱沼二丁目 382-3、383-2 14207 74
35°
20′
33″

139°
26′
02″

2023.08.18 4.0 個人住宅新築工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし

土師器、須恵器、

かわらけ、陶器、

磁器、土製品、鉄

製品、動物遺存体

（骨）

包含層が良好な状態で残存している様子を

確認したが、遺構は確認できなかった。

5-34

後
うしろだ

田Ａ遺跡

菱沼一丁目 686 番 15 14207 70
35°
20′
45″

139°
25′
46″

2023.08.21 4.0 個人住宅新築工事

集落跡、遺

物散布地

弥 生、 古 墳、

奈 良、 平 安、

中世、近世

道状遺構 土師器
近現代の埋め土が厚く堆積していたが、地

中深くで遺構を確認した。

5-35

金
かなやま

山遺跡

矢畑字金山 73-1 14207 182
35°
20′
24″

139°
23′
48″

2023.08.22 8.0 個人住宅新築工事

集落跡、館

跡

弥生（終末）、

古墳（前期）、

奈 良、 平 安、

中世、近世

なし
土師器、磁器、瓦

器
盛土中から遺物を数点確認した。



5-36

小
こ い ど

井戸遺跡

円蔵 370 番外 138 筆 14207 185
35°
20′
35″

139°
24′
12″

2023.08.25 8.0 工場新設工事

集落跡

弥 生（ 末 ）、

奈 良、 平 安、

中 世、 近 世、

近代

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-37

居
い む ら

村Ｂ遺跡

本村四丁目 1455、1456

番 1
14207 202

35°
20′
16″

139°
24′
41″

2023.08.31 4.0 フェンス新設工事

生産跡、集

落跡、遺物

散布地

縄文（晩期）、

古 墳（ 末 ）、

奈 良、 平 安、

中世、近世

水田址か なし
近隣の発掘調査で確認されている様相と同

様の堆積を確認した。

5-38

八
は ち ず

図Ｃ遺跡

赤羽根 2192-1 外 14207 205
35°
21′
02″

139°
25′
52″

2023.09.01 4.0 排水路整備

遺物散布地 古墳
道状遺構、溝状遺構、

土坑、ピット

土師器、陶器、磁

器、鉄製品、ガラ

ス製品、タイル、

令和 6 年度に八図Ｃ遺跡第 1 次調査を実施

した。

5-39

宿
しゅく

遺跡

小和田二丁目 385 番 6 14207 79
35°
20′
22″

139°
25′
57″

2023.09.07 4.0 個人住宅新築工事

集落跡、貝

塚

弥 生、 古 墳、

奈 良、 平 安、

中世、近世

なし 木製品
近現代と考えられる木杭を良好な状態で確

認した。

5-40

宿
しゅく

遺跡

小和田一丁目 672 番の一

部
14207 79

35°
20′
22″

139°
25′
53″

2023.09.11 8.0 宅地造成工事

集落跡、貝

塚

弥 生、 古 墳、

奈 良、 平 安、

中世、近世

なし
土師器、磁器、ガ

ラス製品

砂丘間凹地であったと推察される堆積を確

認した。

5-41

宮
み や の こ し

ノ腰遺跡

浜之郷 477 番 14207 152
35°
20′
16″

139°
23′
22″

2023.09.14 1.81 遊具新設工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-42

臼
う す く ぼ

久保Ａ遺跡

行谷字長久保 787 番 1 の

一部
14207 15

35°
22′
23″

139°
24′
31″

2023.09.27 4.0 宅地造成工事

集落跡、古

墳、横穴

縄文（早・中

期）、弥生（後

期 ）、 古 墳、

奈 良、 平 安、

中世、近世

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-43

居
い む ら

村Ａ遺跡

本村五丁目 1037 番 3 の

一部外 3 筆
14207 199

35°
20′
20″

139°
24′
57″

2023.09.28 8.0 宅地造成工事

集落跡

縄文（晩期）、

弥生（中期）、

古墳（後期）、

奈 良、 平 安、

中世、近世

ピット

土師器、青磁、陶

器、磁器、土製品、

鉄製品、礫

当該地は近現代に土地の削平を受けたと考

えられる。

5-44

網
あ み く ぼ

久保Ａ遺跡

松林二丁目 488 番外 2 筆 14207 86
35°
20′
27″

139°
25′
35″

2023.09.29 8.0 宅地造成工事

集落跡

弥生（後期）、

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

溝状遺構、竪穴状遺

構

土師器、須恵器、

灰釉陶器、緑釉陶

器、陶器、礫、動

物遺存体（馬歯）

令和 5 年度から令和 6 年度にかけて網久保

Ａ遺跡第 8 次調査を実施した。



5-45

御
お や し き

屋敷Ｂ遺跡

円蔵字御屋敷 2266 番 1

の一部外 2 筆
14207 157

35°
20′
42″

139°
24′
01″

2023.10.05 12.0 宅地造成工事

集落跡

弥 生 ( 末 ) ～

古墳 ( 前・期 )、

奈 良、 平 安、

中世、近世

溝状遺構、土坑、ピッ

ト

土師器、かわらけ、

青磁、陶器、磁器、

礫、動物遺存体

（骨）

令和 5 年度から令和 6 年度にかけて御屋敷

Ｂ遺跡第 17 次調査を実施した。

5-46

巳
み ま ち だ

待田Ａ遺跡

菱沼二丁目 342 番 10、

12
14207 74

35°
20′
32″

139°
25′
56″

2023.10.06 4.0 宅地造成工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし 土師器 古代の包含層を確認した。

5-47

御
お や し き

屋敷Ｂ遺跡

円蔵字御屋敷 2269-1 14207 157
35°
20′
44″

139°
24′
00″

2023.10.16 4.0 個人住宅新築工事

集落跡

弥 生 ( 末 ) ～

古墳 ( 前・期 )、

奈 良、 平 安、

中世、近世

なし
陶器、磁器、ガラ

ス製品
近現代の廃棄土坑を確認した。

5-48

東
ひがし

遺跡

香川二丁目 1582 番 2、3、

1586 番 13、16
14207 24

35°
21′
21″

139°
24′
13″

2023.10.19 8.0 集合住宅新築工事

集落跡、遺

物散布地

弥 生、 古 墳、

平 安、 中 世、

近世

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-49

前
ま え だ

田Ａ遺跡

松林二丁目 973 番 1、

974 番 1
14207 71

35°
20′
35″

139°
25′
40″

2023.10.20 12.0 宅地造成工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

竪 穴 状 遺 構、 土 坑、

ピット

土師器、灰釉陶器、

かわらけ、陶器、

土製品、鉄製品、

礫

令和 5 年度に前田Ａ遺跡第 9 次調査を実施

した。

5-50

石
いしはら

原Ａ遺跡

下町屋二丁目 301 番 1 の

一部
14207 147

35°
19′
59″

139°
23′
22″

2023.10.23 12.0 集合住宅新築工事

遺 物 散 布

地、集落址、

参道

古墳（後期）、

奈 良、 平 安、

中 世、 近 世、

近代、現代

溝状遺構 土師器、須恵器
令和 5 年度に石原Ａ遺跡第 12 次調査を実

施した。

5-51

餅
もちづか

塚遺跡

小和田三丁目 929 番 3、

930 番 1
14207 65

35°
20′
42″

139°
26′
12″

2023.10.27 4.0 個人住宅新築工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世、近代

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-52

宮
み や の こ し

ノ腰遺跡

浜之郷字宮ノ腰 516 番 1

外 9 筆
14207 152

35°
20′
23″

139°
23′
21″

2023.10.30 8.5 宅地造成工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

なし
土師器、須恵器、

磁器、土製品
残存が良好な状態で包含層を確認した。

5-53

上
か み の ま ち

ノ町遺跡

西久保 1624 14207 148
35°
21′
06″

139°
23′
44″

2023.11.06 4.0 変電施設新設工事

集落跡、居

館跡

弥 生、 古 墳、

奈 良、 平 安、

中 世、 近 世、

近代

なし 土師器、陶器
湿地帯に属していたと考えられる堆積を確

認した。



5-54

勝
かつぬま

沼遺跡

矢畑字勝沼 1338 番 1、2 14207 158
35°
20′
22″

139°
23′
56″

2023.11.09 4.0 集合住宅新築工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

竪 穴 状 遺 構、 土 坑、

ピット

土師器、須恵器、

かわらけ、礫

令和 6 年度に勝沼遺跡第 5 次調査を実施し

た。

5-55

北
きたかたおうけつぐん

方横穴群

下寺尾字北方 1129 番 4

外 9 筆
14207 165

35°
21′
59″

139°
24′
12″

2023.11.10 1.7 個人住宅新築工事

横穴 古墳（末） ピット
縄文土器、土師器、

黒曜石、礫

縄文時代の遺構と遺物を高密度で確認し

た。

5-56

南
みなみかた

方 Ａ遺跡

下寺尾字南方 2274-2 の

一部外 4
14207 39

35°
21′
40″

139°
24′
39″

2023.11.13 4.0 宅地造成工事

遺物散布地 縄文（中） なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-57

浜
はまたけ

竹遺跡

浜竹一丁目 2954 番 2 の

一部外
14207 201

35°
20′
07″

139°
26′
05″

2023.11.16 8.0 宅地造成工事

遺物散布地 奈良、平安 ピット 磁器、瓦 近現代のピットを確認した。

5-58

前
ま え の た

ノ田遺跡

本村四丁目 1678 14207 200
35°
20′
10″

139°
24′
46″

2023.11.20 3.0 宅地造成工事

集落跡

縄 文、 古 墳、

奈 良、 平 安、

中世、近世

竪穴状遺構

縄文土器、土師器、

ロクロ土師器、須

恵器、灰釉陶器、

青磁、陶器、磁器、

土製品、礫

令和 5 年度に前ノ田遺跡第 10 次調査を実

施した。

5-59

前
ま え の た

ノ田遺跡

本村四丁目 1673-1、

1674、1673-3
14207 200

35°
20′
11″

139°
24′
41″

2023.11.20 4.5 宅地造成工事

集落跡

縄 文、 古 墳、

奈 良、 平 安、

中世、近世

竪穴状遺構、ピット

土師器、ロクロ土

師器、磁器、鉄製

品

令和 5 年度に前ノ田遺跡第 10 次調査を実

施した。

5-60

木
き の し た

ノ下Ａ遺跡

小和田一丁目 737 番地 19 14207 88
35°
20′
23″

139°
25′
48″

2023.12.04 4.0 個人住宅新築工事

集落跡
奈 良、 平 安、

中世、近世
なし なし

当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-61

行
なめがや

谷遺跡

行谷 832-2 14207 36
35°
22′
22″

139°
24′
43″

2023.12.14 4.0 資材置き場整備

貝塚、集落

跡

縄文（早・中・

後期）、奈良、

平 安、 中 世、

近世

竪穴状遺構、土坑
縄文土器、土師器、

礫
縄文時代の遺構が確認された。

5-62

宮
み や の こ し

ノ腰遺跡

浜之郷字宮ノ腰 486-1 14207 152
35°
20′
20″

139°
23′
23″

2023.12.25 ～

2023.12.27
7.1 個人住宅新築工事

集落跡

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

竪 穴 状 遺 構、 土 坑、

ピット

土師器、須恵器、

かわらけ、陶器、

磁器、土製品、瓦、

礫、軽石

旧家屋の痕跡から古代の竪穴状遺構まで、

幅広い年代の遺構が確認された。

5-63

大
おおなわした

縄下遺跡

室田一丁目 791-1、

792-1、792-3
14207 93

35°
20′
34″

139°
25′
22″

2024.01.11 4.0 個人住宅新築工事

集落址
奈 良、 平 安、

中世、近世
なし 須恵器、陶器、礫

近代前半以前と考えられる水田の痕跡を確

認した。



5-64

石
いしはら

原Ａ遺跡

浜之郷字石原 731 番 1 14207 147
35°
20′
02″

139°
23′
26″

2024.01.11 1.0 水準点新設工事

遺 物 散 布

地、集落址、

参道

古墳（後期）、

奈 良、 平 安、

中 世、 近 世、

近代、現代

なし

陶器、磁器、土製

品、ガラス製品、

貝

近代から現代に至るまでの遺物を多く確認

した。

5-65

西
に し の や と

ノ谷遺跡

萩園字西ノ谷 1637 番 5、

1640 番 1
14207 174

35°
20′
51″

139°
22′
58″

2024.02.01 12.0 宅地造成工事

遺 物 散 布

地、集落址

奈 良、 平 安、

中世、近世
竪穴状遺構、ピット

土師器、陶器、磁

器

調査結果を受けて、包蔵地の拡張を検討し

ている。

5-66

中
な か の や と

之谷Ａ遺跡

芹沢字中ノ谷 1095 番 1、

1096 番 7、1094 番 1 の

一部

14207 5
35°
22′
23″

139°
25′
13″

2024.02.07 4.0 個人住宅新築工事

遺物散布地 古墳 なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-67

鶴
つ る が ま ち

ヶ町遺跡

円蔵二丁目 114 番 1 14207 186
35°
20′
41″

139°
24′
19″

2024.02.08 4.0 個人住宅新築工事

集落跡

古墳（前期）、

奈 良、 平 安、

中世、近世

なし 陶器 近世の包含層から陶器が 1 点出土した。

5-68

中
な か や

谷遺跡

浜之郷 261 番 3 14207 187
35°
20′
39″

139°
23′
32″

2024.02.14 4.0 個人住宅新築工事

集落跡

古墳（前・後

期 ）、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世

溝状遺構、竪穴状遺

構

土師器、陶器、磁

器、土製品、鉄製

品、ガラス製品、

瓦、礫

過去に近隣で行われた試掘・確認調査と近

似した状況を確認した。

5-69

四
よ ず

図Ａ遺跡

赤羽根字四図 1252 番 5 14207 61
35°
20′
51″

139°
25′
36″

2024.02.19 4.0 個人住宅新築工事

集落跡

弥生（後期）、

古 墳、 奈 良、

平 安、 中 世、

近世、近代

なし なし
当該地において埋蔵文化財は確認されな

かった。

5-70

大
おおなわした

縄下遺跡

室田三丁目 770 番 1 14207 93
35°
20′
32″

139°
25′
19″

2024.02.27 8.0 宅地造成工事

集落址
奈 良、 平 安、

中世、近世
溝状遺構、ピット

弥生土器か、土師

器

弥生時代末から古墳時代初頭の土器を確認

した。

5-71

北
きた

Ｄ遺跡

香川七丁目 2358 番の一

部
14207 169

35°
21′
34″

139°
24′
07″

2024.02.28 10.6 集合住宅新築工事

集落址

弥 生（ 後 ）、

古 墳（ 後 ）、

奈 良、 中 世、

近世

竪穴状遺構、溝状遺

構、土坑、ピット

土師器、須恵器、

かわらけ、陶器、

磁器、土製品、礫

遺構、遺物ともに高い密度で埋蔵文化財を

確認した。

5-72

中
なかどおり

通 Ａ遺跡

香川五丁目 1210 番 1 の

一部、1211 番 1 の一部
14207 46

35°
21′
24″

139°
23′
55″

2024.03.11 4.0 土留め工事

遺 物 散 布

地、集落跡

弥生（後期）、

古 墳、 奈 良、

中世、近世

溝

土師器、陶器、磁

器、土製品、粘土

塊、礫

南に向かって下降傾斜する砂丘の地形を確

認した。

5-73

広
ひろまち

町遺跡

西久保字広町 972 番 6 14207 191
35°
20′
59″

139°
23′
54″

2024.03.18 4.0 個人住宅新築工事

遺 物 散 布

地、集落跡、

生産跡

古墳（末）～

奈 良、 平 安、

中世、近世

溝状遺構、畝状遺構、

ピット
土師器、礫

令和 6 年度に広町遺跡第 9 次調査を実施し

た。



5-74

金
かなやま

山遺跡

矢畑字金山 27-1 14207 182
35°
20′
31″

139°
23′
43″

2024.03.25 4.0 宅地造成工事

集落跡、館

跡

弥生（終末）、

古墳（前期）、

奈 良、 平 安、

中世、近世

溝状遺構、耕作痕

土師器、須恵器、

灰釉陶器、青磁、

磁器、土製品

令和 6 年度に金山遺跡第 29 次調査を実施

した。
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〜令和 5（2023）年度実施の埋蔵文化財試掘・確認調査報告〜

本書は長期保存を考慮し、すべて中性紙を使用しています。（数字は四六班ベース）

　[ 紙　質 ]　　   表紙　　　　　　　　　　　　　　　レザックツムギ　　　170kg

　　　　　　　　見返し　　　　　　　　　　　　　　色上質紙

　　　　　　　　本文　　　　　　　　　　　　　　　ソリストホワイト　　65.5kg

　　　　　　　　口絵　　　　　　　　　　　　　　　マットコート紙

　[ 印　刷 ]　　   オフセット印刷

　文化財保護、教育普及、学術研究を目的とする場合は、著作権者の承諾なく、この報告書の

一部を複製して利用できます。また、この報告書に係る記録図面類（写真類を含む）は、茅ヶ

崎市教育委員会で保管しておりますので、利用する場合は茅ヶ崎市教育委員会に連絡して、必

要な手続きをとってください。なお、利用にあたっては出典を明記してください。
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